
スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）
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ス
ポ
ー
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1

　
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向
と
政
策
（
以
上
前
号
）

　
八
0
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策
－
新
自
由
主
義
の
台
頭

八
○
年
代
の
政
治
経
済
的
動
向

、
政
治
的
・
思
想
的
動
向

、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
へ

関
連
省
庁
の
体
力
つ
く
り
・
余
暇
政
策

（
以
下
本
号
）

（
2
）

内
　
海

和
　
雄
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1
、
国
の
体
力
つ
く
り
政
策

　
2
、
都
市
公
園
政
策
と
ス
ポ
ー
ッ
施
設
（
建
設
省
）

　
3
、
余
暇
政
策
と
サ
ー
ビ
ス
産
業

三
、
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
1
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
問
題

　
2
、
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
3
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
整
備

　
4
、
ク
ラ
ブ
・
団
体
の
育
成

　
5
、
八
九
年
保
体
審
答
申
の
概
要
と
特
徴

四
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
1
、
全
国
的
動
向

　
2
、
地
域
で
の
動
向

五
、
日
本
体
育
協
会
（
日
体
協
）

　
1
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題

　
2
、
J
O
C
の
独
立

　
3
、
日
体
協
の
組
織
と
事
業

　
4
、
日
体
協
の
財
政

　
5
、
ア
マ
チ
ュ
ア
問
題

六
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
　
　
新
体
連
の
八
O
年
代

　
1
、
新
体
連
に
お
け
る
八
○
年
代
認
識
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2
、
ス
ポ
ー
ツ
権
の
実
現
と
新
体
連
へ
の
攻
撃

　
　
3
、
組
織
・
財
政

　
　
4
、
新
体
連
の
ク
ラ
ブ
活
動

　
七
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」

　
　
1
、
テ
レ
ビ
と
ス
ポ
ー
ツ

　
　
2
、
新
聞
（
一
般
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
）
発
行
部
数

　
　
3
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
八
、
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
論

　
　
1
、
ス
ポ
ー
ツ
論
と
し
て

　
　
2
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
通
し
て

　
九
、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
と
対
抗

　
　
1
、
ス
ポ
ー
ツ
権
の
否
定

　
　
2
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
の
指
標

　
一
〇
、
八
○
年
代
の
概
要

第
三
章
　
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策
（
以
下
次
号
）

第
四
章
　
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
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第
二
章
　
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
動
向
と
政
策
ー
新
自
由
主
義
の
台
頭
1

　
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
主
要
な
特
徴
を
一
応
福
祉
主
義
に
よ
る
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
提
起
と
す
れ
ば
、
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー

ツ
政
策
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
政
策
的
空
白
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
外
側
か
ら
福
祉
主
義
に
代
わ
っ
て
導
入
さ
れ
た
新

自
由
主
義
に
よ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
純
粋
私
有
財
」
と
し
て
の
行
政
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
市
場
化
・
民
営
化
、
そ
し
て
八
○
年
代
後
半
の
民

間
資
本
依
存
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
推
進
で
あ
る
。
そ
う
し
た
動
向
に
押
さ
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
権
論
は
低
調
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
行

革
の
中
で
も
、
高
揚
す
る
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
応
し
て
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
漸
進
し
た
。

6

、
八
○
年
代
の
政
治
経
済
的
動
向

　
1
、
政
治
的
・
思
想
的
動
向

　
（
1
）
　
不
況
か
ら
の
脱
出
と
保
守
化

　
七
三
年
、
七
八
年
の
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
れ
に
よ
る
世
界
的
不
況
か
ら
日
本
経
済
は
七
六
年
頃
か
ら
抜
け
出
し
た
が
、

そ
の
原
動
力
は
、
輸
出
の
飛
躍
的
拡
大
、
I
C
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
す
る
生
産
技
術
の
改
善
の
徹
底
化
と
応
用
、
そ
し
て
減
量

経
営
、
「
合
理
化
」
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
大
企
業
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
、
労
働
条
件
の
低
下
、
給
与
の
低
水
準
等
の
、
企
業
社
会
的
管
理
が

強
化
さ
れ
た
。

　
企
業
社
会
化
は
、
労
働
者
の
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
、
企
業
内
福
利
厚
生
等
の
雇
用
形
態
か
ら
の
労
働
者
の
管
理
化
、
ま
た
企
業
と
い



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

う
。
ハ
イ
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
賃
金
も
そ
の
分
け
前
に
与
か
る
と
い
う
労
働
組
合
の
企
業
内
化
を
も
た
ら
し
、
長
時
間
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

働
に
労
働
組
合
も
率
先
さ
せ
る
よ
う
な
体
制
を
言
う
。
こ
れ
が
日
本
企
業
の
世
界
的
な
競
争
力
を
押
し
上
げ
た
基
盤
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
、
企
業
外
の
国
民
全
般
の
福
祉
へ
の
比
重
を
低
下
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
六
〇
年
代
中
頃
ま
で
日
本
の
平
和
運
動
、
革
新
運
動
を
支
え
た

大
企
業
の
労
働
組
合
が
脱
落
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
社
会
党
の
一
部
も
革
新
か
ら
離
脱
し
た
。
こ
う
し
た
不
況
下
と
企

業
社
会
的
再
編
の
中
で
、
国
民
の
自
己
保
守
化
が
進
み
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
O
年
代
前
半
へ
の
日
本
社
会
全
体
も
保
守
化
し
た
。

　
「
社
公
合
意
」
に
よ
る
政
治
の
保
守
化
も
福
祉
削
減
を
了
承
の
上
で
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
社
共
共
闘
方
式
に
よ
る

革
新
統
一
首
長
が
七
〇
年
代
後
半
に
敗
退
し
た
。
（
七
八
年
、
京
都
府
と
沖
縄
県
、
横
浜
市
、
鎌
倉
市
、
七
九
年
に
東
京
都
、
大
阪
府
）

　
一
九
八
○
年
七
月
に
成
立
し
た
鈴
木
善
幸
内
閣
は
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
「
角
影
内
閣
」
「
直
角
内
閣
」
と
い
わ
れ
、
田
中
角
栄
の
派
閥
を

陰
の
力
と
し
な
が
ら
、
翌
八
一
年
三
月
に
第
二
臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
臨
調
）
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
こ
に
は
財
界
の
大
物
や
官
僚
、
体

制
的
知
識
人
が
任
命
さ
れ
、
新
目
由
主
義
的
な
「
小
さ
な
政
府
」
論
を
打
ち
出
し
、
七
月
に
第
一
次
答
申
を
行
っ
た
。
次
の
二
つ
の
柱
が

提
起
さ
れ
た
。
一
つ
は
「
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
実
現
」
で
あ
り
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
削
減
、
つ
ま
り
国
や
自
治
体
の
負
担
を

軽
減
し
、
国
民
（
家
族
）
や
社
会
（
地
域
）
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
「
国
際
社
会
に
対
す
る
貢
献
の
増
大
」

は
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
の
国
際
的
責
任
を
積
極
的
に
分
担
す
る
も
の
で
、
軍
事
費
や
O
D
A
の
増
大
を
聖
域
と
し
て
推
進
し
た
。
特

に
、
八
一
年
一
月
に
就
任
し
た
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
進
め
る
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
の
一
環
と
し
て
の
対
ソ
抑
制
戦
略
に
組
み

込
ま
れ
、
日
本
へ
の
防
衛
費
の
執
拗
な
負
担
要
求
を
鈴
木
内
閣
も
受
け
入
れ
た
。

（
2
）
　
戦
後
政
治
の
総
決
算

一
九
八
二
年
一
〇
月
の
鈴
木
首
相
の
突
然
の
辞
任
を
受
け
て
、
同
じ
く
田
中
派
の
援
護
を
受
け
た
中
曾
根
内
閣
が
誕
生
し
た
。
中
曾
根

7
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首
相
は
、
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
の
一
つ
と
し
て
、
ソ
連
の
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
爆
撃
機
に
対
す
る
「
日
本
列
島
の
不
沈
空
母
化
」
、
「
四

海
峡
封
鎖
」
な
ど
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
「
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
」
に
積
極
的
に
与
し
、
ア
メ
リ
カ
の
旗
振
り
役
を
国
際
政
治
の
世
界
で
果
た

し
、
「
国
際
国
家
日
本
」
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
「
臨
調
行
革
」
に
よ
り
、
教
育
改
革
、
憲
法
改
正
を
描
い
た
。

　
国
際
国
家
日
本
の
強
調
は
、
「
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
大
国
日
本

が
リ
ー
ダ
ー
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
役
割
と
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
国
主
義
宣
言
で
あ
り
、
天
皇
を
シ
ン
ボ
ル
と

す
る
「
運
命
共
同
体
」
の
強
調
で
あ
る
。
特
に
、
八
八
年
暮
れ
か
ら
の
天
皇
の
病
状
悪
化
か
ら
八
九
年
一
月
七
日
の
死
去
、
そ
し
て
二
月

二
四
日
の
葬
儀
日
を
含
め
て
の
一
連
の
「
自
粛
」
と
い
う
思
想
統
制
、
天
皇
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
そ
し
て
平
成
の
誕
生
を
巡
る
天
皇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

シ
ン
ボ
ル
化
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
臨
調
は
八
一
年
七
月
の
第
一
次
答
申
以
降
、
八
三
年
三
月
ま
で
五
度
に
渡
り
答
申
し
た
が
、
基
本
的
に
は
、
「
社
会
保
障
や
教
育
」

「
軍
事
力
と
経
済
協
力
」
「
国
土
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
三
点
を
施
策
の
領
域
と
し
た
。

　
特
に
ス
ポ
ー
ツ
は
「
社
会
保
障
や
教
育
」
の
分
野
に
置
か
れ
、
社
会
的
責
任
よ
り
も
「
個
人
の
自
立
・
自
助
」
や
「
民
問
活
力
の
活

用
」
に
よ
る
「
日
本
型
福
祉
社
会
論
」
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
欧
の
先
進
諸
国
の
福
祉
国
家
の
危
機
、
つ
ま
り
「
手
厚
い
福
祉
に
よ

る
国
民
の
怠
惰
化
と
経
済
停
滞
」
と
い
う
先
進
国
病
に
罹
ら
な
い
た
め
の
方
策
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
経
済
効
率
第
一
主
義
の
新
自
由
主

義
的
方
針
が
少
し
ず
つ
推
進
さ
れ
た
。

　
戦
後
の
鉱
工
業
生
産
や
G
D
P
の
上
昇
に
伴
う
国
民
生
活
の
上
昇
を
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
低
く
抑
え
、
そ
の
分
、
八
O
年

代
の
は
じ
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
集
中
豪
雨
」
的
輸
出
で
貿
易
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
の
た
め
に
八
五
年
に
は
G
5
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
る

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
り
、
貿
易
抑
制
の
た
め
の
円
高
政
策
と
内
需
拡
大
策
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
「
前
川

レ
ポ
ー
ト
」
（
一
九
八
六
、
七
年
）
が
出
さ
れ
、
市
場
開
放
と
内
需
志
向
型
経
済
へ
の
転
換
を
謳
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
中

8
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小
企
業
や
農
業
、
国
民
福
祉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
規
制
を
緩
和
（
破
棄
）
し
て
大
企
業
、
多
国
籍
企
業
に
活
動
の
場
を
与
え
る
国
際
公
約

を
し
た
。
他
方
で
は
国
民
福
祉
の
諸
権
利
を
剥
奪
し
、
そ
れ
を
民
営
化
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
内
需
拡
大
は
、
民
活
路
線
に
よ
る
リ
ゾ
ー

ト
開
発
や
都
市
再
開
発
と
い
う
大
規
模
な
公
共
事
業
中
心
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
こ
れ
ま
で
の
浪
費
型
公
共
事
業
は
い
っ
そ
う
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
生
活
大
国
、
福
祉
国
家
は
目
指
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
労
働
戦
線
で
は
、
八
O
年
代
は
「
社
公
合
意
」
に
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
社
共
共
闘
方
式
の
革
新
共
闘
が
崩
れ
た
。
そ
れ
は
原
水

爆
禁
止
等
の
大
衆
運
動
の
分
裂
や
、
労
働
運
動
に
お
け
る
総
評
の
解
体
と
連
合
（
八
七
年
一
二
月
）
、
全
労
連
（
八
九
年
）
な
ど
の
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
あ
り
、
社
会
党
の
体
制
内
化
に
伴
う
こ
れ
ま
で
の
大
衆
運
動
、
労
働
運
動
が
再
編
さ
れ
た
。

　
八
七
年
一
一
月
に
竹
下
内
閣
が
発
足
し
、
八
九
年
四
月
か
ら
消
費
税
（
3
％
）
が
導
入
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
企
業
社
会
で
の
競
争
主
義
は
学
校
教
育
の
競
争
化
を
い
っ
そ
う
促
進
し
、
八
O
～
八
三
年
辺
り
に
掛
け
て
は
校
内
暴
力
が
多

発
し
、
一
部
に
は
警
察
を
導
入
し
て
沈
静
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
学
校
の
管
理
化
が
大
き
く
進
み
、
部
活
動
も
そ
の
一
般
に
組
み

込
ま
無
・
練
習
日
・
練
習
時
問
共
に
一
気
に
長
時
間
化
し
た
．
そ
し
て
管
理
化
の
下
で
、
抑
圧
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
欲
求
不

満
の
は
け
口
を
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
ヘ
の
「
い
じ
め
」
と
し
て
、
陰
湿
化
し
た
。
受
験
競
争
の
弊
害
と
し
て
高
校
中
退
も
激
増
し
た
。

（
1
）
　
渡
辺
治
『
日
本
と
は
ど
う
い
う
国
か
ど
こ
へ
向
か
っ
て
行
く
の
か
「
改
革
」
時
代
・
日
本
の
構
造
分
析
』
教
育
資
料
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、

　
同
「
企
業
社
会
・
日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
「
再
編
」
の
時
代
・
日
本
の
社
会
分
析
』
教
育
資
料
出
版
会
、
一
九
九
九
年
。

（
2
）
　
渡
辺
治
『
日
本
の
大
国
化
と
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
八
月
。

（
3
）
　
歴
史
科
学
協
議
会
編
、
「
日
本
現
代
史
－
体
制
変
革
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
i
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
。
こ
の
項
の
骨
子
は
渡
辺

　
治
『
現
代
日
本
の
帝
国
主
義
形
成
と
構
造
』
大
月
書
店
、
［
九
九
六
年
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
内
海
和
雄
『
部
活
動
改
革
－
生
徒
主
体
へ
の
道
1
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
。
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2
、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
へ

　
（
1
）
　
福
祉
路
線
か
ら
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
へ

　
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
と
は
、
①
労
働
組
合
と
社
会
民
主
主
義
の
カ
を
バ
ッ
ク
に
し
て
福
祉
諸
制
度
が
発
展
す
る
こ
と
、
②
福

祉
国
家
の
発
展
に
よ
っ
て
大
衆
的
消
費
市
場
が
拡
大
し
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
型
成
長
を
支
え
る
こ
と
、
③
労
使
間

で
し
ば
し
ば
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
（
団
体
統
合
主
義
）
型
妥
協
政
治
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
、
④
ケ
イ
ン
ズ
主
義
は
赤
字
財
政
を
容
認
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
」
）

福
祉
国
家
の
大
き
な
政
府
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
九
〇
年
代
の
我
が
国
で
パ
ラ
ノ
イ
ア
（
偏
執
狂
）
化
す
る
新
自
由

主
義
を
仮
に
日
本
型
新
自
由
主
義
」
と
名
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
O
年
代
の
そ
れ
は
「
台
頭
期
の
新
目
由
主
義
」
で

あ
る
。
新
自
由
主
義
の
主
要
な
敵
対
対
象
は
福
祉
国
家
、
福
祉
施
策
で
あ
る
。

　
七
三
年
以
降
、
七
〇
年
代
中
盤
の
福
祉
の
相
対
的
な
重
視
は
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
軽
視
と
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
輸
出
経

済
の
行
き
詰
ま
り
打
開
の
内
需
拡
大
と
結
合
し
て
い
た
。
し
か
し
七
八
年
の
再
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
の
大
企
業
は
い
っ

そ
う
の
合
理
化
、
下
請
け
の
締
め
付
け
等
の
企
業
社
会
化
を
強
化
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
「
福
祉
路
線
」
の
手
直
し
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
福
祉
国
家
の
「
先
進
国
」
の
西
欧
で
は
高
度
経
済
成
長
の
停
滞
と
多
国
籍
企
業
化
に
よ
る
国
内
製
造
部
門
の
海
外
進
出
に
伴
う
失
業
率

の
増
大
、
税
収
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
八
O
年
を
頂
点
に
O
E
C
D
に
お
け
る
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
が
叫
ば
れ
た
。
そ
し
て
七
九
年
五

月
に
は
新
自
由
主
義
を
標
榜
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
誕
生
し
、
そ
の
政
治
、
経
済
、
思
想
は
総
称
的
に
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
。

八
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
（
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
）
が
誕
生
し
、
八
二
年
以
降
の
日
本
の
中
曾
根
政
権
の
行
政
改
革
を
含

め
て
、
新
目
由
主
義
路
線
が
主
流
を
占
め
、
特
に
西
欧
で
は
福
祉
国
家
路
線
の
大
規
模
な
「
危
機
」
が
進
行
し
た
。
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国
内
で
は
七
六
年
九
月
に
は
既
に
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
に
「
総
合
社
会
政
策
基
本
問
題
研
究
会
」
が
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
学
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

中
心
に
構
成
さ
れ
、
経
済
安
定
、
高
齢
化
、
国
民
意
識
の
変
化
に
対
応
す
る
社
会
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
し
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
の

「『

済
の
論
理
』
優
先
か
ら
『
社
会
の
論
理
』
優
先
へ
の
転
換
が
必
要
」
（
五
五
頁
）
で
あ
る
と
の
基
本
認
識
の
下
に
、
「
経
済
、
社
会
、

文
化
を
含
む
ト
ー
タ
ル
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
す
る
」
「
総
合
社
会
政
策
」
が
必
要
で
あ
り
、
「
も
っ
と
国
民
生
活
の
向
上
と
福
祉
の

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
「
急
速
な
経
済
発
展
は
、
都
市
お
よ
び
工
業
地
帯
な
ど
に
お
け
る
人
間
の
経
済

活
動
の
密
度
の
増
大
を
伴
い
、
こ
れ
が
公
害
の
激
化
と
自
然
環
境
の
破
壊
を
も
た
ら
し
た
」
と
し
て
、
そ
の
原
因
分
析
を
大
企
業
の
無
法

状
態
に
で
は
な
く
「
人
間
の
経
済
活
動
の
密
度
の
増
大
」
な
ど
と
曖
昧
化
し
て
い
る
。
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
．
、
、
、
ニ
マ
ム
と
活
力
あ
る
社
会
」

の
た
め
に
、
国
民
に
最
低
限
度
の
必
要
を
保
障
す
る
た
め
に
ミ
ニ
マ
ム
水
準
設
定
が
必
要
だ
が
、
「
集
団
主
義
、
平
等
、
必
要
原
則
お
よ

び
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る
連
帯
主
義
の
系
列
に
属
す
る
原
理
」
と
「
も
う
一
つ
の
原
理
系
列
、
す
な
わ
ち
個
人
主
義
、
目
由
、
能
力
主

義
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る
業
績
主
義
」
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
条
件
作
り
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
未
だ
不
十
分
な
日
本
の

福
祉
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
た
。
そ
し
て
、
「
総
合
的
な
政
策
の
理
念
は
、
決
し
て
国
家
に
よ
る
統
制
、
管
理
、
介
入
お
よ
び
指
導
の
拡
大

に
賛
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
も
の
の
必
要
を
極
小
化
す
る
よ
う
な
社
会
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

し
た
。

　
つ
ま
り
、
福
祉
路
線
を
止
め
、
国
民
の
自
助
努
力
と
し
て
家
族
、
地
域
の
責
任
、
受
益
者
負
担
主
義
、
個
人
責
任
論
に
よ
る
「
福
祉
社

会
」
へ
転
換
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
企
業
優
先
の
経
済
政
策
に
と
っ
て
、
国
や
自
治
体
の
福
祉
政
策
が
重
荷
に
な
り
始
め
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
八
O
年
代
は
、
七
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
の
低
成
長
期
で
あ
り
、
福
祉
の
削
減
の
中
で
国
民
生
活
は

か
な
り
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
未
だ
、
過
度
な
「
行
政
改
革
」
と
民
営
化
路
線
は
出
て
き
て
い
な
い
が
、
新
目
由
主
義
が
顔

を
出
し
始
め
た
。
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あ
り
　
西
欧
の
「
福
祉
国
家
」
の
道
で
な
い
、
「
日
本
人
が
持
つ
個
人
の
自
助
努
力
と
家
庭
や
近
隣
社
会
等
の
連
帯
を
基
礎
と
し
つ
つ
、

効
率
の
良
い
政
府
が
適
正
な
公
的
福
祉
を
重
点
的
に
保
障
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
日
本
型
福
祉
社
会
」
（
一
五
〇
頁
、
傍
線
内
海
）
の
建

設
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
一
九
七
七
～
八
七
年
、
図
表
1
－
1
－
1
参
照
）
に
お
け
る
定
住
圏
構
想
、
つ
ま
り
、
都
市
の
持

つ
高
い
生
産
性
、
良
質
な
情
報
と
民
族
の
苗
代
と
も
い
う
べ
き
田
園
の
も
つ
豊
か
な
自
然
、
潤
い
の
あ
る
人
間
関
係
を
持
つ
「
田
園
都
市

国
家
の
構
想
」
の
一
環
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
民
間
部
門
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
特
に
国
民
の
要
請
が
高
ま
る
と

み
ら
れ
る
教
育
，
文
化
、
保
健
．
医
療
、
福
祉
等
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
公
私
間
の
役
割
分
担
、
費
用
負
損
の
あ
り

　
そ
う
し
た
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
を
察
知
す
る
事
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
福
祉
が
不
十
分
な
ま
ま
に
福
祉
の
市
場
化
を
志
向
す
る
新
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

由
主
義
路
線
へ
と
軌
道
修
正
を
行
っ
た
。
七
九
年
八
月
の
『
新
経
済
社
会
七
力
年
計
画
』
は
、
そ
の
大
転
換
の
富
一
言
書
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
原
子
力
化
も
含
め
て
多
く
の
領
域
で
大
き
な
転
換
を
示
し
た
。
N
I
R
A
（
総
合
研
究
開
発
機
構
）
は
七
八
年
に

『
事
典
日
本
の
課
題
』
（
学
陽
書
房
）
を
出
し
、
公
的
福
祉
の
責
任
の
曖
昧
化
と
、
日
本
型
福
祉
社
会
の
導
入
に
よ
っ
て
福
祉
概
念
を
拡

大
化
し
、
公
共
責
任
を
曖
昧
化
さ
せ
た
。

　
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
政
策
、
人
口
・
産
業
の
地
方
へ
の
分
散
化
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
政
策
、
そ
し
て
国
民
生
活
に
お
け
る
量
か

ら
質
へ
の
転
換
の
諸
政
策
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
串
刺
す
も
の
が
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
論
で
あ
る
。
「
我
が
国
の
国
民
生
活
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

準
は
、
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
先
進
工
業
諸
国
に
追
い
つ
」
（
一
〇
頁
）
い
た
が
、
「
従
来
ど
お
り
の
や
り
方
で
充

足
し
て
い
け
ば
、
公
共
部
門
が
肥
大
化
し
て
経
済
社
会
の
非
効
率
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
（
七
頁
）
と
、
七
〇
年
代
の
「
福
祉
」

を
総
括
し
た
。
極
め
て
不
十
分
な
福
祉
の
実
態
の
ま
ま
、
そ
れ
を
転
換
す
る
と
い
う
。
日
本
は
「
国
民
の
旺
盛
な
勤
労
意
欲
」
、
「
高
い
教

育
水
準
」
、
「
社
会
階
層
間
の
高
い
流
動
性
、
機
会
の
平
等
化
に
伴
う
活
発
な
競
争
心
、
所
得
分
配
の
平
等
性
、
円
滑
な
労
使
関
係
」
等
が

　
　
、
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方
を
見
直
し
た
う
え
、
民
間
部
門
に
よ
る
供
給
を
促
進
し
、
民
間
資
金
の
活
用
を
図
る
」
（
九
〇
頁
）
と
強
調
し
、
「
公
的
部
門
と
民
間
部

門
と
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
広
い
意
味
で
の
社
会
資
本
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
図
る
」
（
六
四
頁
）
と
い
う
名
の
民
営
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

調
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
で
、
地
域
政
策
の
一
環
と
し
て
の
社
会
資
本
の
充
実
に
「
心
身
の
健
康
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ッ
」
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
施
設
に
つ
い
て
は
新
た
な
施
設
建
設
は
「
整
備
す
る
」
程
度
の
記
述
で
あ
り
、
既
存
施
設
で
あ
る
「
学
校
開
放
」
ば
か
り
が
や
た
ら

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
盤
の
矛
盾
を
手
直
し
し
よ
う
と
し
て
登
場
し
た
七
〇
年
代
中
盤
の
「
福
祉

路
線
」
は
終
盤
に
至
っ
て
不
十
分
な
ま
ま
に
役
割
を
終
え
さ
せ
ら
れ
、
産
業
基
盤
重
視
、
福
祉
軽
視
の
路
線
に
舞
い
戻
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
先
の
政
策
の
よ
う
に
福
祉
路
線
を
否
定
し
き
れ
ず
、
か
と
い
っ
て
新
自
由
主
義
的
路
線
の
全
面
的
展
開
は
な
ら
ず
、
い
わ

ば
折
衷
的
な
方
針
に
な
っ
て
い
る
。
が
、
一
層
の
多
国
籍
企
業
化
に
伴
い
、
明
ら
か
に
後
者
の
勢
い
が
増
し
て
い
た
。

　
一
方
、
八
O
年
代
中
頃
に
は
、
香
港
の
統
治
権
が
一
〇
年
後
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
国
へ
返
還
さ
れ
る
と
い
う
動
向
の
下
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
と
並
ぶ
世
界
三
大
金
融
市
場
で
あ
っ
た
香
港
は
、
社
会
主
義
体
制
下
へ
の
移
行
に
よ
る
不
測
の
制
約
へ
の
不
安
が
か
き

立
て
ら
れ
、
多
額
の
資
本
が
海
外
へ
流
出
し
、
そ
の
相
対
的
地
位
が
低
下
し
た
。
そ
の
分
が
東
京
へ
流
入
し
た
。
そ
し
て
東
京
を
中
心
に

大
都
市
の
土
地
の
「
地
上
げ
」
、
土
地
投
機
も
大
規
模
に
行
わ
れ
、
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
の
地
域
分
散
型
の
定
住
圏

構
想
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
円
高
、
金
融
規
制
緩
和
が
絡
み
バ
ブ
ル
経
済
に
突
入
し
、
八
O
年
代

後
半
の
財
政
は
再
び
上
昇
し
た
。

（
2
）
　
バ
ブ
ル
経
済
へ

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（一

八
七
年
、
閣
議
決
定
）

と

「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
（
リ
ゾ
i
卜
法
、
八
七
年
六
月
）
は

13
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（
6
）

「
リ
ゾ
ー
ト
元
年
生
ま
れ
の
一
卵
性
双
生
児
で
あ
る
が
、
そ
の
父
は
民
活
論
の
政
府
で
あ
り
、
そ
の
母
は
金
余
り
企
業
で
あ
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
「
三
全
総
」
の
定
住
圏
構
想
の
破
綻
を
い
っ
そ
う
の
公
共
事
業
推
進
で
上
塗
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
極
分
散

型
国
土
開
発
計
画
で
日
本
全
体
を
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
間
は
高
速
道
路
や
新
幹
線
鉄
道
を
開
通
さ
せ
、
あ
る
い
は
空
港
を

開
港
さ
せ
て
繋
ぐ
、
あ
る
い
は
新
た
な
通
信
技
術
を
活
用
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
八
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
を
目
標
年
次
と
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
日
本
列
島
改
造
で
あ
っ
た
。
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
（
G
5
）
以
降
、
日
本
の
大
企
業
は
急
速
に
多
国
籍
化
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

つ
あ
り
、
地
域
で
も
「
輸
出
型
産
業
の
縮
小
、
工
業
の
海
外
立
地
の
進
展
等
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
い
っ
そ
う
の
内
需
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
旦
ハ
体
化
が
四
全
総
で
あ
る
と
し
た
。
施
策
の
四
本
柱
の
｝
つ

で
あ
る
「
新
し
い
豊
か
さ
実
現
の
た
め
の
産
業
の
展
開
と
生
活
基
盤
の
整
備
」
で
は
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
や
「
余
暇
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
空
間
整
備
」
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
国
民
一
人
あ
た
り
の
余
暇
活
動
時
間
は
八
五
年
の
一
・
六
倍
と

試
算
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
余
暇
の
過
ご
し
方
は
一
層
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
も
「
身
近
な
場
で

の
文
化
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
多
様
な
施
設
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
加
え
、
学
校
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
等
ソ
フ
ト

な
施
策
を
充
実
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
多
様
な
施
設
づ
く
り
」
を
い
う
が
、
実
質
は
「
学
校
開
放
」
に
重
点
が
あ
る
こ
と
は
、

七
九
年
の
『
新
経
済
社
会
七
力
年
計
画
』
の
踏
襲
で
あ
る
。
施
設
の
足
り
な
い
分
は
リ
ゾ
ー
ト
地
で
補
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
全
総

で
は
全
国
を
一
〇
〇
〇
兆
円
の
国
土
基
盤
整
備
を
行
い
、
そ
の
一
環
に
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
位
置
付
け
た
。
農
水

省
、
通
産
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
自
治
省
、
国
土
庁
の
六
省
庁
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
促
進
の
政
策
的
な
ね
ら
い
は

「
生
活
の
質
的
向
上
」
「
地
域
振
興
」
「
内
需
拡
大
」
で
あ
る
が
、
別
名
「
ゴ
ル
フ
場
法
」
と
も
言
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
は
「
ゴ
ル
フ
場
と

ホ
テ
ル
に
ス
キ
ー
場
か
マ
リ
ー
ナ
」
と
い
う
「
三
種
の
神
器
」
と
い
う
ワ
ン
。
ハ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
が
、
東
京
一
極
集
中
化
に
よ
る
過
疎
化
、

衰
退
化
の
進
む
地
方
に
と
っ
て
、
再
生
の
鍵
を
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
懸
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
自
治
体
が
多
か
っ
た
。
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（
8
）

　
と
こ
ろ
で
、
リ
ゾ
ー
ト
振
興
の
最
大
の
障
害
は
日
本
の
長
時
間
労
働
と
い
う
、
産
業
界
に
と
っ
て
の
最
大
の
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
さ

ら
に
「
企
業
部
門
で
の
金
余
り
と
家
計
部
門
で
の
金
不
足
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
『
富
社
貧
員
』
の
国
で
、
時
な
ら
ぬ
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
開

発
が
進
行
し
て
い
る
」
（
佐
藤
、
一
五
九
頁
）
実
態
で
あ
っ
た
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
（
3
）
　
多
国
籍
企
業
化
と
新
目
由
主
義
化

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
輸
出
拡
大
で
発
展
し
て
き
た
日
本
経
済
は
、
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
る
円
高
政
策
で
そ
の
輸
出
量
は
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
。
こ
こ
で
大
企
業
は
欧
米
の
大
企
業
を
真
似
な
が
ら
、
資
本
を
海
外
に
輸
出
し
、
そ
こ
で
生
産
を
拡
大
す
る
多
国
籍
企
業
化
を
志
向

し
た
。
こ
う
し
て
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
、
大
失
業
化
が
叫
ば
れ
始
め
た
。

　
中
曾
根
内
閣
の
新
自
由
主
義
的
諸
政
策
は
、
英
米
の
「
進
ん
だ
」
多
国
籍
企
業
化
に
習
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
多
国
籍
企

業
化
は
八
五
年
以
降
に
大
き
く
進
ん
だ
が
中
曾
根
内
閣
時
代
は
未
だ
進
展
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
大
企
業
、
財
界
の
十
分
な
支
持
が
得
ら

れ
な
い
ま
ま
に
頓
挫
し
た
。
早
熟
の
新
自
由
主
義
化
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
を
再
び
利
益
誘
導
政
治
型
の
竹
下
内
閣
が
踏
襲
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
、
九
〇
年
辺
り
に
大
勢
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
多
国
籍
企
業
化
と
そ
の
政
策
要
求
に
合
致
し
な
く
な
り
、
九
三
年
の
保
守
革

命
へ
と
連
な
っ
た
。

（
1
）
　
二
宮
厚
美
『
現
代
資
本
主
義
と
新
自
由
主
義
の
暴
走
』
新
日
本
出
版
社
、
｝
九
九
九
年
一
二
月
、
六
五
頁
。

（
2
）
　
経
済
企
画
庁
『
総
合
社
会
政
策
を
求
め
て
1
福
祉
社
会
の
論
理
1
』
一
九
七
七
年
。

（
3
）
　
エ
ス
ピ
ン
ほ
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
『
福
祉
資
本
主
義
の
三
つ
の
世
界
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
八
O
年
代
の
福
祉
国
家

　
は
北
欧
を
中
心
と
す
る
「
社
会
民
主
主
義
型
」
、
保
守
的
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
の
強
い
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
i
等
の
「
保
守
主
義
型
」
、
そ
し
て
ア
メ
リ

15



一橋大学研究年報　人文科学研究　39

カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
「
自
由
主
義
型
」
の
三
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。

と
し
て
、
こ
の
類
型
に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
企
業
社
会
下
で
の
「
保
守
主
義
型
」

年
代
に
入
る
と
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
型
を
追
随
し
、
「
自
由
主
義
型
」
化
し
つ
つ
あ
る
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）『

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
2
1
』

浜
施
設
を
持
つ
シ
ー
ガ
イ
ヤ

最
大
の
理
由
は
、

（
朝
日
新
聞
、

日
本
は
福
祉
途
上
国
で
あ
る

が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
九
〇

経
済
企
画
庁
『
新
経
済
社
会
七
力
年
計
画
』
閣
議
決
定
、
一
九
七
九
年
八
月
。

同
前
、
一
〇
頁
。

佐
藤
誠
『
リ
ゾ
ー
ト
列
島
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
九
五
－
六
頁
。

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
』
国
土
庁
編
、
一
九
八
七
年
六
月
、
二
二
頁
。

野
村
総
合
研
究
所
『
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ゾ
ー
ト
産
業
日
本
型
リ
ゾ
ー
ト
の
事
業
化
戦
略
』
一
九
八
九
年
、
八
七
頁
。
通
産
省
産
業
政
策
局

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
九
九
〇
年
、
｝
七
六
頁
。
リ
ゾ
ー
ト
法
の
指
定
第
｝
号
で
総
事
業
費
二
〇
〇
〇
億
円
で
、
世
界
最
大
の
屋
内
人
工
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
県
）
は
、
リ
ゾ
ー
ト
法
の
寵
児
と
し
て
八
八
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
二
〇
〇
】
年
二
月
に
倒
産
し
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
「
欧
米
の
よ
う
に
国
民
が
長
期
の
余
暇
を
楽
し
む
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
（
創
業
者
の
佐
藤
棟
良
・
前
会
長
）
こ
と
だ
。

　
　
　
二
〇
〇
一
年
七
月
三
一
日
、
「
行
き
詰
ま
る
大
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
）

16

二
、
関
連
省
庁
の
体
力
つ
く
り
・
余
暇
政
策

　
1
、
国
の
体
力
つ
く
り
政
策

　
さ
て
、
八
O
年
代
の
国
全
体
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
は
図
表
1
－
2
－
1
に
見
た
よ
う
に
、
八
二
年
の
三
二
〇
〇
億
円
を
頂
点
に

し
て
、
八
六
年
に
は
「
行
政
改
革
」
の
名
の
下
に
約
二
五
〇
〇
億
円
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
後
九
七
年
の
四
五
〇
〇
億
円
ま
で
再
上
昇



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　　　　　　　　図表2－2－1省庁別体力つくり予算の推移

一一 一総務庁

＋経済企画庁
一査一環境庁

一X一文部省

締一厚生省

＋社会保険庁
一＋一農林水産省

一“一 商産業省

一一一 輸省

一◆一郵政省

一ロ…労働省

一▲一建設省

一合計
一一 一　自治省（地方債

／x、ピ x

〆
／’

Xイ×一→く、

＼
軌
k ノ

！轄脹＼k練
／

▲一鳳
ニレ▲一▲’

一
一　　　　　　　　　　　｝

！一
■　　＿　　　　　　　　　』

㌔　　、　　　　＿　　　　　　一

、

　500，0DO．㎜

　450ρ00ρ00

　400β00，000

　35α000，000

額3α暁00α000

単25α00α000
位

　20賦000，000
千
円15α000，000

　100，0CO，000

㎜
o

鵬⑳

出典：総務庁「体力つくり関係予算調」各年農より作成，

を
続
け
た
。
し
か
し
八
二
年
を
超
え
た
の
は
や
っ
と
九
〇
年
の
三
三
〇
〇
億
円
で
あ

っ
た
。
こ
の
八
O
年
代
は
図
表
の
よ
う
に
「
施
設
整
備
費
」
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
臨
調
行
革
に
よ
る
「
ハ
コ
モ
ノ
補
助
金
」
の
極
端
な
カ
ッ
ト
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
見
る
よ
う
に
地
方
自
治
体
の
施
設
整
備
費
は
そ
れ
程
落
ち

込
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
自
治
体
が
地
方
債
を
発
行
し
な
が
ら
、
独
自

事
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
「
事
業
振
興

費
」
が
一
貫
し
て
伸
び
て
き
た
の
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
さ
て
、
国
全
体
の
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
を
各
省
庁
毎
に
見
た
の
が
図
表

2
1
2
1
1
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
各
省
庁
で

違
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
資
料
は
年
度
毎
に
関
連
項
目
も
変
動
す
る
こ

と
か
ら
時
折
大
き
く
予
算
が
変
動
す
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
も
そ
も
何
を
も
っ

て
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
に
含
め
る
か
も
基
本
問
題
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
疑
問
に
思
え
る
内
容
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
総
務

庁
に
お
い
て
関
連
省
庁
か
ら
提
出
さ
れ
る
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
」
と
し
て
提
起

さ
れ
た
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
大
ま
か
な
傾
向
は
把
握
で
き
る
。
さ
ら
に
そ

れ
ら
の
予
算
項
目
は
「
施
設
整
備
費
」
「
事
業
推
進
費
」
「
組
織
育
成
費
」
「
指
導
者

養
成
費
」
の
4
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
図
表
2
－
2
－
2
と
以
下
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
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（
1
）

の
省
庁
が
ど
の
予
算
項
目
に
支
出
し
て
い
る
か
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
領
域
で
の
各
省
庁
の
施
策
も
概
略
す
る
。

　
①
　
総
務
庁
一
体
力
つ
く
り
国
民
運
動
推
進
事
業
等
の
「
事
業
推
進
費
」
を
執
行
し
て
い
る
。

　
②
　
経
済
企
画
庁
一
国
民
生
活
行
政
調
整
推
進
等
の
「
事
業
推
進
費
」
で
あ
る
。
経
企
庁
の
社
会
資
本
研
究
会
は
こ
の
後
の
社
会
資
本

整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告
書
『
社
会
資
本
整
備
の
新
た
な
展
開
－
二
十
一
世
紀
へ
の
シ
ナ
リ
オ
i
』
（
八
七
年
）
を
ま
と
め

た
。
こ
の
報
告
書
の
重
要
性
は
、
今
後
各
省
庁
の
長
期
投
資
計
画
を
調
整
す
る
際
の
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
「
戦
後
の
経
済
復
興
と
そ
の
後
の
経
済
成
長
期
を
通
じ
て
、
社
会
資
本
整
備
は
産
業
基
盤
の
充
実
強
化
に
資
す
る
事
が
要
請
さ
れ
、

結
果
と
し
て
生
活
基
盤
の
た
め
の
社
会
資
本
整
備
は
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
「
こ
れ
ま
で
政
府
関
係
者
が
な
か
な
か
認
め
た
が
ら
な

か
っ
た
」
点
を
反
省
し
た
。
そ
し
て
「
現
在
三
・
五
、
四
・
五
、
二
と
な
っ
て
い
る
国
、
地
方
、
利
用
者
の
公
共
事
業
の
負
担
比
率
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
利
用
者
負
担
を
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
営
化
路
線
、
受
益
者
路
線
の
提
唱
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
報
告
書
作
成
に
参
加
し
た
毎
日
新
聞
の
記
者
は
、
「
国
民
二
ー
ズ
の
多
様
化
、
高
度
化
に
対
応
し
て
、
文
化
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
た
め
の
社
会
資
本
整
備
」
が
必
要
に
な
る
と
し
て
も
、
「
そ
の
た
め
の
受
益
者
負
担
は
福
祉
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

点
か
ら
低
い
方
が
、
よ
り
の
ぞ
ま
し
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
抵
抗
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
経
済
企
画
庁
で
は
、
余
暇
を
充
実
さ
せ
、
休
日
を
増
や
す
た
め
「
余
暇
促
進
基
本
法
」
を
制
定
す
る
方
針
を
立
て
た
。
「
遊
び
方
を
教

え
る
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
（
指
導
員
）
制
度
」
「
企
業
と
勤
労
者
双
方
に
、
一
週
間
程
度
の
連
続
休
暇
の
取
得
を
義
務
づ
け
る
“
バ
カ
ン
ス
”

制
度
」
「
夏
に
就
業
時
間
を
繰
り
上
げ
る
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
」
等
を
導
入
す
る
案
で
あ
る
が
、
企
業
か
ら
の
抵
抗
も
あ
り
具
体
化
さ
れ

な
か
っ
た
。

　
③
　
環
境
庁
一
目
然
公
園
等
事
業
費
等
の
「
施
設
整
備
費
」
、
自
然
公
園
等
利
用
普
及
指
導
費
等
の
「
指
導
者
養
成
費
」
を
支
出
す
る
。

そ
し
て
自
然
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
等
推
進
事
業
費
等
の
「
事
業
推
進
費
」
と
し
て
も
支
出
し
て
い
る
。
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④
文
部
省
一
文
部
省
は
ス
ポ
ー
ツ
の
直
接
的
所
管
庁
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
そ
の
も
の
の
「
施
設
整
備
費
」
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

「
指
導
者
養
成
費
」
、
ス
ポ
ー
ッ
団
体
育
成
等
の
「
組
織
育
成
費
」
、
そ
し
て
地
方
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業
等
の
「
事
業
振
興
費
」
を
支
出
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
予
算
の
項
目
分
け
と
、
全
体
の
配
分
は
文
部
省
が
最
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
体
力
つ
く

り
の
中
心
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
所
以
で
も
あ
る
。
（
後
に
詳
述
す
る
。
）

　
⑤
　
厚
生
省
一
保
健
セ
ン
タ
ー
や
児
童
厚
生
施
設
等
の
「
施
設
整
備
費
」
、
生
活
改
善
地
区
組
織
事
業
費
な
ど
の
「
組
織
育
成
費
」
、
そ

し
て
全
国
健
康
福
祉
祭
等
の
「
事
業
振
興
費
」
で
あ
る
。

　
八
八
年
一
〇
月
、
兵
庫
県
を
会
場
に
第
一
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭
ひ
ょ
う
ご
大
会
」
（
別
名
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
8
8
」
）
が
厚
生
省
の
後

援
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
資
格
は
六
〇
歳
以
上
で
、
卓
球
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
全
国
か
ら
延
べ
約
七
万
五
千
人
が
参
加

し
た
。
お
年
寄
り
の
「
国
体
」
と
も
言
わ
れ
、
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
　
社
会
保
険
庁
一
職
域
に
お
け
る
健
康
管
理
事
業
等
の
「
事
業
振
興
費
」
へ
の
支
出
。

　
⑦
　
農
林
水
産
省
一
滞
在
型
森
林
健
康
促
進
対
策
等
の
「
施
設
整
備
費
」
、
学
校
給
食
用
牛
乳
提
供
事
業
等
の
「
事
業
振
興
費
」
へ
の

支
出
。

　
⑧
通
商
産
業
省
一
健
康
維
持
増
進
支
援
事
業
等
の
「
事
業
振
興
費
」
へ
の
支
出
。

　
⑨
運
輸
省
一
海
岸
環
境
の
整
備
等
の
「
施
設
整
備
費
」
へ
の
支
出
。

　
⑩
郵
政
省
一
郵
便
貯
金
総
合
保
養
施
設
の
設
置
等
の
「
施
設
整
備
費
」
、
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
団
体
の
組
織
化
、
活
性
化
等
の
「
組
織

育
成
費
」
、
簡
保
健
康
増
進
支
援
事
業
の
推
進
等
の
「
事
業
振
興
費
」
へ
の
支
出
。

　
⑪
　
労
働
省
一
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
等
の
「
施
設
整
備
費
」
、
勤
労
青
少
年
指
導
者
大
学
講
座
運
営
費
等
の
「
指
導
者

養
成
費
」
、
福
祉
推
進
事
業
費
等
の
「
組
織
育
成
費
」
、
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
等
の
「
事
業
振
興
費
」
等
へ
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の
支
出
で
あ
り
、
法
的
基
礎
は
雇
用
保
険
法
（
一
九
七
四
）
で
あ
る
。

　
⑫
建
設
省
一
都
市
営
公
園
等
の
整
備
等
の
「
施
設
整
備
費
」
で
あ
り
、
法
的
基
礎
は
都
市
公
園
法
（
一
九
五
六
）
で
あ
る
。
（
詳
細

は
次
項
で
述
べ
る
。
）

　
⑬
　
目
治
省
一
社
会
福
祉
施
設
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
債
と
い
う
「
施
設
整
備
費
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
地
方
債
と
し
て
の
発
行
で
あ
る
。

　
八
七
年
に
自
治
省
大
臣
官
房
地
域
政
策
課
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
地
域
政
策
の
展
開
手
法
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
を
設
立
し
、

翌
八
八
年
三
月
に
『
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
地
域
政
策
の
展
開
手
法
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
が
地
方

公
共
団
体
の
施
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
中
で
、
「
定
住
構
想
推
進
調
査
」
と
し
て
表
題
の
テ
ー
マ
で
の
実
態
把
握
と
課
題
を
見
い
だ
す

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
振
興
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
地
域
住
民
自
身
の
参
加
す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
「
地
域
密
着
型
」
、

住
民
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
会
等
を
支
え
る
「
イ
ベ
ン
ト
型
」
、
外
部
か
ら
の
大
勢
の
客
を
呼
び
込
み
、
そ
れ
を
地
域
経
済
の
基
盤
と
す

る
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
経
営
等
の
「
広
域
集
客
型
」
、
そ
し
て
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
や
大
相
撲
な
ど
地
域
と
関
連
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
一

種
の
広
告
媒
体
と
し
て
使
い
、
地
域
の
振
興
を
図
る
「
イ
メ
ー
ジ
活
用
型
」
、
の
四
つ
の
タ
イ
プ
分
け
を
し
て
い
る
。
住
民
自
身
の
ス
ポ

ー
ツ
参
加
と
い
う
点
で
は
、
「
地
域
密
着
型
」
と
他
の
三
者
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。

　
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ッ
分
野
に
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
市
区
町
村
は
五
五
・
七
％
、
「
取
り
組
む
予
定
」
は
二
一
．
五

％
で
あ
り
、
予
定
の
な
い
二
六
・
九
％
を
除
い
た
地
域
で
は
何
ら
か
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

「
住
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
か
ら
」
が
七
四
・
三
％
、
次
い
で
「
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活
性
化
に
役
立
つ
か
ら
」
七
二
・
六

％
、
「
参
加
者
が
多
く
見
込
め
る
か
ら
」
五
四
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
（
一
九
頁
）

20



スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
は
、
「
施
設
が
不
足
し
て
い
る
」
六
九
・
二
％
、
「
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
が
い
な
い
」
五
〇
・
九
％
、
「
予
算
が
不
足
し
て
い
る
」
四
九
・
一
％
と
な
り
、
施
設
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
大
都

市
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
。
（
二
六
頁
）

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
の
策
定
に
関
し
て
は
、
策
定
し
て
い
る
市
区
町
村
が
四
七
・
八
％
で
あ
り
、
一
方
策
定
し

て
い
な
い
の
は
四
〇
・
一
％
で
あ
る
。
（
三
〇
頁
）
そ
の
場
合
、
振
興
策
の
力
点
は
「
住
民
の
健
康
増
進
」
五
五
・
三
％
で
あ
り
、
他
は

大
き
く
落
ち
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
」
一
五
・
四
％
、
「
地
域
の
産
業
の
活
性
化
」
八
・
三
％
、
そ
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
」
が
一
一
・
五
％
で
あ
る
。
（
三
二
頁
）
こ
う
し
て
報
告
書
は
自
治
省
か
ら
の
事
業
債
発
行
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　
以
上
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
面
で
は
建
設
省
、
文
部
省
、
労
働
省
、
厚
生
省
が
大
き
く
関
わ
り
、
指
導
者
養
成
や
事
業
振
興
で
は
文
部

省
、
厚
生
省
、
労
働
省
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
治
省
も
間
接
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
八
○
年
代
初
頭
に
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の
は
文
部
省
、
農
林
水
産
省
、
建
設
省
で
あ
る
。
八
三
年
よ
り
農
林
水
産
省
は
｝
気
に
減
少

さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
「
体
力
つ
く
り
関
連
予
算
項
目
」
の
変
更
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
文
部
省
も
八
二
年
の
一
〇
二
三
億
円

を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
一
九
九
九
年
ま
で
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
こ
の
場
合
の
文
部
省
予
算
は
、
学
校
体
育
、
あ
る
い
は
学

校
保
健
関
連
予
算
も
含
む
の
で
、
図
表
1
－
3
－
5
に
示
し
た
よ
う
な
社
会
体
育
関
連
予
算
よ
り
は
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
）
八
O
年

代
は
八
七
年
の
七
三
八
億
円
ま
で
減
少
し
た
。
同
じ
よ
う
に
労
働
省
も
＝
二
〇
億
円
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
た
が
八
六
年
か
ら
減
少
さ
せ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
厚
生
省
と
社
会
保
険
庁
が
着
実
に
上
昇
さ
せ
て
き
た
事
は
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
国
民
の
健
康
問
題
が
深
刻

化
し
て
き
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

　
尚
、
外
務
省
も
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
参
加
し
始
め
た
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
外
国
の
情
報
を
一
元
化
す
る
窓
口
と
し
て
外
務
省
に

「
対
外
ス
ポ
ー
ツ
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
た
。
（
八
四
年
九
月
一
〇
日
）
こ
れ
は
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
ス
ポ
ー
ッ
援
助
要
請
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　　　　　　　　　　　（単価，千円）係予算（案）調（事項別総括表）

する施策 3，組織の育成等に関する施策 4，事業の振興に関する施策

比　　較 10年　度 11年　度 比　　較 10年　度 11年　度 比　　較
増△減額 当初予算額 予算（案）額 増△減額 当初予算額 予算（案）額 増△減額

一 一 ← 一
231，927 198，008 △33，919

一 一 一 一
12，996 12，841 △155

△9，426
一 一 一

23，621 30，903 7，282

△4，208 10，315，733 10，816，475 500，742 11，115，340 12β01，038 1，185，698

一
86，566 86，576 10 34，484，616 33，799，409 △685，207

一 一 』 一
67，670，470 67，935，259 264，789

一 一 一 一
4，622，658 4，562，174 △60，484

一 一 一 一 70β66 70，686 △180

一 一 一 一 一 一 皿

一
40，895 40，742 △153 2，847，157 2，715，430 △131，727

△80，603 △121，274 3，276 △117，998 2，905，327 2，244，981 △660，346

一 一 一 『 一 一 皿

一 ｝ 一 一 一 一 一

△94，237 10，564，468 10，947，069 382，601 123，984，978 123，870，729 △ll4，249

へ
の
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
市
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
ま
で
の
外
国
と
の
交
流
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
が
定
か

で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
先
の
よ
う
に
情
報
を
一
元
化
し
て
、

援
助
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

企
業
、
各
種
団
体
、
個
人
な
ど
の
会
費
で
賄
わ
れ
、
中
心

と
な
る
会
報
「
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
情
報
誌
」
は
隔
月
刊
で
、

外
郭
団
体
で
あ
る
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
に
新
設
さ
れ

た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交
流
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
が
発
行
者
と
な

り
そ
の
『
ザ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
』
が

八
四
年
ご
一
月
一
七
日
に
発
刊
さ
れ
た
。

（
1
）
　
資
料
は
総
務
庁
『
平
成
n
年
度
体
力
つ
く
り
関
係
予

　
算
（
案
）
調
』
平
成
n
年
2
月
よ
り
、
平
成
H
年
の
項
目

　
に
よ
る
。

（
2
）
　
毎
日
新
聞
、
一
九
八
七
年
六
月
一
七
日
。

（
3
）
　
読
売
新
聞
、
一
九
八
八
年
一
二
月
三
日
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

図表2－2－2平成11年度体力っくり関
1
， 施設に関する施策 2 指導者の養成に関

10年　度 11年　度 比　　較 10年　度 11年　度
当初予算額 予算（案）額 増△減額 当初予算額 予算（案）額

（1）総　　務　　庁
一 一 一 一 一

12）経済企画庁 一 一 一 一 一〔1，000，000〕 〔4，400，000〕 〔3，400，000〕

13｝環　　境　　庁 12，935，000 16，486，000 3，551，000 44，053 34，627

i41文　　部　　省 58，012，555 54，390，855 △3，621，700 309，298 305，090

（51厚　　生　　省 15，964，057 15，012，125 △951，932
一 一

（6｝社会保険庁 一 一 一 一 一

（7｝農林水産省 4，215，602 3，341，512 △874，090
一 一

（81通商産業省 一 一 一 一 一
（9）運　　輸　　省 9，381，659 8，963，823 △417，836

一 一
＊緑地等施設の整備事業費を除く

㈹　郵　　政　　省 16，459，495 7，880，508 △8，57亀987
一 一

111）労　　働　　省 9，409，548 241，500 △9，168，048 89，133 8，530

（1a建　　設　　省 151，708，000 155，308，000 3，600，000
一 一

（㈹　自　　治　　省 《215，100，000》 《215，100，000》 《0》
一 ｝

《215，100，000》 《21眠100ρ00》 《0》

合　　　計 〔1，000，000〕 〔4，400，000〕 〔3，400，000〕
442，484 348，247

278，085，916 261，624，323 △16，461，593

注）　〔〕書は，公共事業配分重点化枠で内数である．

　　《》書は，地方債計画額で外数である

　
2
、
都
市
公
園
政
策
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
建
設
省
）

　
建
設
省
は
七
二
年
以
降
の
「
都
市
公
園
等
整
備
長
期
計

画
の
推
移
」
の
中
で
、
都
市
公
園
建
設
の
一
環
と
し
て
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
八
O
年
代

の
建
設
省
予
算
は
図
表
1
－
2
－
1
の
よ
う
に
、
九
〇
〇
億

円
で
横
這
い
で
あ
る
が
、
こ
の
主
な
も
の
が
施
設
建
設
で

あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
割
合
で
あ
る
。
八
八
年
よ
り
急
速

に
上
昇
し
、
九
〇
年
に
は
一
一
〇
〇
億
円
を
超
え
た
。

　
七
九
年
の
『
新
経
済
社
会
七
力
年
計
画
』
（
七
九
～
八

五
年
）
で
は
社
会
資
本
投
資
二
四
〇
兆
円
の
う
ち
都
市
公

園
投
資
は
四
兆
五
〇
〇
〇
億
円
（
一
・
八
八
％
）
が
見
込

ま
れ
た
。
一
方
、
八
O
年
代
は
七
七
年
の
第
三
次
全
国
総

合
開
発
計
画
の
下
に
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
た
。

八
二
年
に
は
東
北
新
幹
線
（
六
月
）
、
上
越
新
幹
線
（
一

一
月
）
、
八
三
年
に
は
中
国
自
動
車
道
全
通
（
三
月
）
、
本

四
架
橋
因
島
大
橋
（
一
二
月
）
、
八
五
年
に
は
本
四
架
橋

大
橋
鳴
門
橋
（
六
月
）
、
関
越
自
動
車
道
全
線
開
通
（
一

〇
月
）
、
八
六
年
に
は
東
北
道
自
動
車
道
全
通
（
七
月
）
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図表2－2－3　運動施設の整備量及び配置基準

運動施設の種類 人口10万人当
りの整備量 運動施設の種類 平均の利用範囲

施設への距離）

運　動　広　場 概ね　　50ヵ所 運　動　広　場 概ね　　250m
野　　球　　場 概ね　　5面 水泳プール 概ね　　500m
球　　技　　場 概ね　　1面 室内運動場 概ね　　1000m

水泳プール 概ね　　10ヵ所 テニスコー　ト

室内運動場 概ね　　10ヵ所 野　　球　　場

テニスコート 概ね　40面 球　　技　　場 概ね　　2000m

武　　道　　場 概ね　　1ヵ所 武　　道　　場

な
ど
が
あ
り
、
八
七
年
六
月
に
は
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
出
発
し
た
。
そ
し
て
同
じ
く
、

八
八
年
に
は
本
四
架
橋
備
讃
瀬
戸
大
橋
（
四
月
）
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
（
三
月
）
、
北
陸
目
動
車

道
全
通
（
七
月
）
等
々
に
見
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
土
建
国
家
」
の
様
相
を
帯
び
始
め
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
第
三
次
都
市
公
園
等
整
備
五
力
年
計
画
（
八
一
年
一
一
月
）
、
そ
し

て
八
六
年
に
は
第
四
次
計
画
が
閣
議
決
定
（
八
六
年
二
月
）
さ
れ
た
。

　
国
民
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
の
広
が
り
と
健
康
志
向
の
高
ま
り
の
中
で
、
建
設
省
で
は
八
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

度
か
ら
本
格
的
な
「
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
整
備
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
住
宅
地
に
隣
接
す
る

近
隣
公
園
、
児
童
公
園
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
そ
の
他
の
球
技
に
使
え
る
総

合
施
設
に
改
造
、
転
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
公
園
は
八
二
年
度
で
全
国
に
約
三
万
三
千

ヵ
所
、
つ
ま
り
小
学
校
区
に
一
な
い
し
ニ
カ
所
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
四
次
計
画
に
先
立
っ
て
建
設
大
臣
に
出
さ
れ
た
都
市
計
画
中
央
審
議
会
答
申

「
今
後
の
都
市
公
園
等
の
整
備
と
管
理
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
で
は
、
「
国
民
の
健
康
の
維
持
増

進
に
資
す
る
公
園
の
計
画
的
な
整
備
」
の
中
で
、
「
高
齢
化
の
進
展
、
国
民
の
意
識
の
変
化
等
を

背
景
に
、
健
康
、
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
運
動
施
設
の
整
備
水
準

は
極
め
て
低
」
く
、
「
都
市
公
園
に
お
い
て
主
導
的
に
運
動
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
、
運
動
施
設
の
種
類
毎
の
整
備
量
及
び
配
置
の
標
準
を
提
起
し
た
。
（
図
表
2
－
2
－

3
）　

こ
う
し
た
施
設
建
設
の
整
備
量
と
配
置
の
提
起
は
、
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
体
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十陸上競技場

＋バスケバレー
一▲一運動広場

ヤ野球場
＋球技場
一●一　テニス

ー＋一体育館

一9一 ール

ー一一 剣道場

一◆一屋内施設

一■一一運動施設公園数

r←ゲートボール

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　　　　　　　図表2－2－4　都市公園内スポーッ施設の推移

，醸

＿　！卜rうぐ一〉ぐ

＿x｛チ脳＿叶→←→（～、》一良　　　　　　　　　一　　［　F

　一r▲一▲4〆
－

一
A

120DO

　10DOO

施8000

設

　6000
数

㎝

　2000

oず歪雷ヂ母㊥紳詩ぷ紳ヂ雷雷轡避雷ヂ避ぷ

出典：『公園緑地1日本公園緑地協会の毎年の統計から作成　1982年度までは，この他，相撲場，
アーチェリー場，スキー場，アイススケート場等など，多くの種目施設についても数値があった．

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
で
提
起
さ
れ
た
も
の

以
来
で
あ
り
、
極
め
て
画
期
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
九
年
四
月
か
ら
「
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

康
・
運
動
施
設
整
備
事
業
」
が
開
始
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
「
健
康
・
運
動
施
設
整

備
計
画
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ン
）
」
の
策
定
は
、
「
国
と
地
方
公
共
団
体
は
協
議
し
つ

つ
、
都
市
公
園
等
の
運
動
施
設
の
将
来
需
要
予
測
に
基
づ
い
た
整
備
目
標
、
整
備
、

管
理
、
運
営
基
準
等
を
定
め
」
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
答
申
に
見
る
よ
う
な
整
備
量
、

配
置
な
ど
の
基
準
は
曖
昧
化
さ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
推
進
さ
れ
た
の
が
、
図
表
1
－
2
－
1
に
見
た
よ
う
な
建
設

省
の
「
体
力
つ
く
り
関
係
予
算
」
で
あ
り
、
そ
の
実
質
で
あ
る
八
O
年
代
以
降
の
都

市
公
園
内
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
数
は
図
表
2
－
2
－
4
に
見
る
よ
う
に
陸
上

競
技
場
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
場
、
運
動
広
場
、
野
球
場
、
球
技

場
（
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
）
、
テ
ニ
ス
、
プ
ー
ル
、
柔
剣
道
場
、
他

で
あ
る
が
、
特
に
八
O
年
代
に
増
加
し
た
の
は
テ
ニ
ス
、
運
動
広
場
で
あ
る
。
同
じ

く
図
表
2
－
2
－
5
は
「
公
共
ス
ポ
ー
ッ
施
設
数
に
占
め
る
都
市
公
園
施
設
数
」
を
見

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
見
る
と
、
九
〇
年
段
階
で
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
球

技
場
、
運
動
広
場
が
五
〇
％
を
越
え
て
お
り
、
そ
の
他
プ
ー
ル
四
五
・
八
％
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
ニ
○
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
施
設
建
設
に
お
け
る
建
設
省
の
関
わ
り

の
大
き
さ
が
分
か
る
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義二個人的消費主義との対抗（2）

マ
ム
の
水
準
を
超
え
る
も
の
は
民
営
化
す
る
（
一
三
頁
）
と
述
べ
た
。
し
か
し
当
報
告
自
体
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
は

極
め
て
冷
遇
さ
れ
た
現
状
で
あ
り
（
四
八
頁
）
、
日
本
の
社
会
体
育
施
設
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
さ
え
十
分
な
状
態
に
は
な
い
と
の
認

識
に
立
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
は
、
そ
れ
が
地
域
社
会
の
公
共
的
な
文
化
、
あ
る
い
は
七
〇
年
代
に
高
揚
し
た

「
ス
ポ
ー
ツ
権
」
の
反
映
は
な
く
、
単
な
る
私
的
な
消
費
財
に
近
似
値
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ッ
観
は
、
七
二
年

保
体
審
答
申
の
「
公
共
的
ス
ポ
ー
ツ
観
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
、
・
・
ニ
マ
ム
）
の
提
示
と
は
根
本

的
に
異
な
り
、
む
し
ろ
そ
れ
に
敵
対
し
、
八
O
年
代
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
一
方
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
根
幹
を
形
成
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
水
準
の
未
形
成
と
い
う
側
面
は
忘
れ
去
ら
れ
、
純
粋
私
有
財
に
近
似
値
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
の
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
行
く
。
そ
し
て
こ
の
本
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ
論
と
し
て
の
実
証
的
研
究
も
無
く
、

只
々
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
私
事
化
、
民
営
化
論
の
根
幹
と
な
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
」
論
と
は
真
っ
正
面

か
ら
対
立
す
る
と
同
時
に
、
八
○
年
代
以
降
の
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
と
な
っ
て
行
く
。

　
通
産
省
で
は
、
日
本
の
貿
易
摩
擦
の
さ
な
か
、
諸
外
国
の
圧
力
を
受
け
る
中
で
、
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

産
業
社
会
の
展
望
を
模
索
し
て
、
『
2
1
世
紀
産
業
社
会
の
基
本
構
想
』
を
得
た
。
そ
こ
で
は
国
際
経
済
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
、
技
術
革

新
・
情
報
化
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
と
共
に
第
三
の
柱
と
し
て
新
た
な
生
活
文
化
の
創
造
を
含
め
た
「
産
業
構
造
の
国

際
協
調
化
と
創
造
的
知
識
融
合
化
」
政
策
を
提
起
し
た
。
特
に
ス
ポ
ー
ッ
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
一
つ
に
は
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
健
康

志
向
に
対
す
る
健
康
サ
ー
ビ
ス
業
の
進
展
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備

と
し
て
「
長
期
滞
在
型
の
余
暇
活
動
に
対
す
る
国
民
の
二
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
し
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
・
文
化
施
設
・
宿
泊
施
設
を
備
え

た
大
規
模
複
合
余
暇
施
設
の
整
備
」
（
一
一
七
頁
）
を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
後
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
前
哨
で
あ
る
。

　
通
産
省
は
「
中
小
ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
産
業
発
展
可
能
性
」
調
査
研
究
を
委
嘱
し
た
が
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
ス
ポ
ー
ッ
産
業
編
と
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図表2－2－6　アスレ・ヘルスクラブ数の推移

1980 1981 1985 1986 1987 1988 1989

施　設　数 90 100 425 621 837 1061 1273

伸　び　率
％対前年比） 一

1L1 57 46．1 34．8 26．8 20

出典，中山裕登『レジャー産業界』教育社，1991年より

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
通
産
省
産
業
政
策
局
サ
ー
ビ
ス
産
業
室
編
『
ス
ポ
ー
ッ
市
場
最
前
線
！
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ツ
開
発
．
運
営
に
関
す
る
調
査
レ
ポ
ー
ト
ー
』
で
あ
る
。
貿
易
不
均
衡
、
円
高
、
完
全
週
休
2
日
制
の
早
期

実
現
、
あ
る
い
は
総
合
保
養
地
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
の
設
定
な
ど
の
状
況
下
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
中
で
も
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ア
ス
レ
・
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
（
プ
ー
ル
を

含
む
）
の
四
種
目
、
そ
の
他
に
あ
え
て
加
え
る
と
テ
ニ
ス
を
あ
げ
て
そ
の
経
営
状
況
を
分
析
し
た
。
他
は
、
産

業
化
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
国
民
の
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
活
動
は
「
日
常
型
」
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
法
が
そ
の
前
提
と
す

る
「
非
日
常
型
（
長
期
滞
在
型
）
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
時
問
労
働
に
よ

る
、
余
暇
の
無
さ
が
原
因
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
今
後
の
余
暇
の
飛
躍
的
な
増
大
を
期
待
し
て
い
る
。

　
中
で
も
、
ア
ス
レ
．
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
の
八
○
年
代
の
急
進
ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
く
、
子
ど
も
の
プ
ー
ル
通
い
が

一
つ
の
お
稽
古
ご
と
と
し
て
定
着
し
た
。
エ
ア
・
ビ
ッ
ク
ス
も
ま
た
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
が
、
こ
の
主
体
は
O
L

や
主
婦
で
あ
り
、
女
性
の
自
由
時
間
の
増
大
、
社
会
進
出
、
可
処
分
所
得
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
た
。
七
〇
年
当

初
の
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
を
彷
彿
と
さ
せ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
九
〇
年
代
に
入
る
と
過
当
競
争
時
代

に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
ア
ス
レ
・
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
施
設
数
の
推
移
は
図
表
2
－
2
－
6
の
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

り
、
八
○
年
代
中
盤
の
伸
び
は
驚
く
べ
き
勢
い
で
あ
る
。

　
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
中
頃
へ
か
け
て
テ
ニ
ス
人
口
が
急
増
し
、
テ
ニ
ス
産
業
も
拡
大
し
、
七
三
年
以
前

の
商
業
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
は
全
国
で
六
〇
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
が
、
八
九
年
に
は
約
一
七
四
〇
箇
所
に
増
大
し
た
。

　
通
産
省
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の
延
長
線
上
で
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研
究
会
」
を
設
立
し
、
九
〇
年
に
は
そ
の
報
告
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書
『
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
』
を
発
刊
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
「
モ
ノ
」
「
場
」
「
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
ス
ポ
ー
ッ
産
業
の
振
興
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
る
。
八
九
年
に
は
五
兆
円
弱
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
五
兆
円
の
規
模
と
予
測
し
、
一
二
世
紀
に

お
け
る
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
描
い
て
い
る
。
（
実
際
は
八
兆
円
で
あ
っ
た
。
）
今
後
の
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
意
義
や
ス

ポ
ー
ッ
産
業
の
「
公
益
性
」
を
認
め
、
「
産
学
官
の
連
携
」
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
計
画
し
た
。

象
徴
的
な
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
主
体
の
問
題
で
あ
る
。
図
表
1
－
4
－
7
に
見
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
伸

び
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
専
ら
「
民
間
営
利
」
施
設
が
異
常
に
突
出
し
た
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
O
I
五
年
の
間
の
建

設
数
の
伸
び
率
を
そ
の
ま
ま
二
〇
〇
〇
年
ま
で
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、

公
共
は
土
地
提
供
だ
け
で
よ
く
、
あ
と
は
民
間
が
賄
う
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。

　
八
O
年
代
に
入
っ
て
の
国
民
の
労
働
時
間
は
図
表
1
－
1
－
1
に
見
た
よ
う
に
、
八
O
年
の
年
間
二
一
〇
八
時
間
か
ら
八
九
年
以
降
の
本

格
的
な
「
週
休
二
日
制
」
の
導
入
以
降
の
急
速
な
減
少
ま
で
、
ほ
ぼ
横
這
い
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ
な
い
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
」
と
「
過
労
死
」
が
問
題
化
さ
れ
始
め
た
の
も
こ
の
八
O
年
代
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
感
は
む
し
ろ
困
難
さ
を
増
し
た
と
言
え

る
。　

し
か
し
そ
う
し
た
困
難
の
中
で
も
、
図
表
2
－
2
－
7
の
よ
う
に
、
八
O
年
代
の
余
暇
活
動
に
お
け
る
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
参
加
人
数
（
こ

の
場
合
二
七
種
目
の
合
計
数
）
は
年
間
三
億
六
千
万
人
か
ら
三
億
人
の
間
で
変
動
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
図
表
1
－
1
－
3
（
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
力
点
）
で
見
た
よ
う
に
、
八
三
年
に
は
「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」
が
「
住
生
活
」
を

抜
い
て
第
一
位
と
な
り
、
九
〇
年
に
は
約
三
七
％
で
、
第
二
位
の
住
生
活
の
二
二
％
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
八
五
年
段
階
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
経
験
の
実
情
は
、
「
月
に
一
～
三
回
」
が
最
も
多
く
三
三
％
、
次
い
で
「
週
に
一
～
二

回
」
が
二
七
％
、
「
週
に
三
日
以
上
」
は
二
〇
％
で
あ
る
。
八
O
年
代
全
体
で
見
る
と
、
「
週
に
三
日
以
上
」
が
八
二
年
の
二
二
％
よ
り
八
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図表2－2－7　国民のスポーツ参加数

37，㎜

36，000

35，000

単3生000
位

：33，000
千
人32・000

31，000

30，000

29，㎜

　　雷縛ヂぷ評調ヂ雷圃轡ヂ縛ヂぷ雷
出典’「レジャー白書」余暇開発センター，1984－1998年より作成．

図表2－2－8　国民のスポーッ経験の実態

一◆一週に3日以上

一ロー週に1～2日

一▲一　月に1～3回

一汁一3ヵ月に1～3回

十　 年‘こ1～3回

鰯
3
5
　
3
0
　
2
5

1997

20

15

10

　5
　　　　1982　　　　　　1985　　　　　　1988　　　　　　1991　　　　　　1994

出典二「体力・スポーツに関する世論調査」総理府より作成．

八
年
で
は
一
七
％
と
減
少
し
、
そ
の
分
他
が
若

干
増
加
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
最
も
、
健
康
上
、

あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
発
散
な
ど
の
効
果
と
い
う

点
か
ら
考
え
れ
ば
最
低
週
一
回
以
上
が
必
要
だ

が
、
八
八
年
段
階
で
も
四
五
％
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

国
民
全
体
で
も
運
動
不
足
の
傾
向
で
あ
ろ
う
。

（
図
表
2
－
2
－
8
）

　
し
か
し
、
余
暇
の
消
費
支
出
で
見
る
と
、
図

表
2
－
2
－
9
の
よ
う
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」

「
趣
味
・
創
作
部
門
」
「
娯
楽
部
門
」
「
観
光
・

行
楽
部
門
」
の
全
体
で
は
八
O
年
の
四
〇
兆
円

余
か
ら
九
〇
年
の
七
〇
兆
円
ま
で
着
実
に
伸
び

て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
ス
ポ
ー
ッ
部
門
の
内
訳
を
示
し

た
の
が
図
表
2
－
2
－
1
0
で
あ
る
。
部
門
全
体
で

は
八
六
年
の
約
三
兆
五
千
億
円
か
ら
九
〇
年
の

約
五
兆
三
千
億
円
へ
と
上
昇
し
た
。
こ
の
内
訳

は
、
「
施
設
・
ス
ク
ー
ル
」
が
約
｝
兆
七
千
億
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円
か
ら
二
兆
七
千
億
円
と
最
も
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
数
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
参
加
数
は
あ
ま
り
伸
び
て
い
な
い

が
消
費
支
出
が
伸
び
て
お
り
、
参
加
費
が
増
加
し
た
か
、
あ
る
い
は
公
立
施
設
な
ど
の
参
加
者
が
減
り
そ
の
一
方
で
民
間
施
設
へ
の
参
加

者
が
増
え
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
山
岳
・
海
洋
用
品
」
と
「
球
技
用
品
」
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し

「
ス
ポ
ー
ッ
服
等
」
「
そ
の
他
の
洋
品
」
「
観
戦
料
」
は
ほ
ぼ
横
這
い
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
図
表
2
－
2
－
1
1
は
国
民
の
総
支
出
に
占
め
る

余
暇
市
場
と
そ
の
余
暇
市
場
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
、
八
O
年
代
に
入
っ
て

一
五
％
を
超
え
た
。
九
〇
年
代
に
は
一
六
％
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
は
国
民
支
出
に
占
め
る
余
暇
領
域
の
上
昇
傾
向
、
つ
ま
り
国
民

生
活
に
占
め
る
余
暇
領
域
の
重
要
性
の
増
大
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
余
暇
市
場
に
占
め
る
ス
ポ
ー
ツ
部
門
も

ま
た
八
O
年
代
中
頃
か
ら
七
％
程
度
に
上
昇
し
、
そ
の
水
準
を
維
持
し
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
定
着
が
読
み
と
れ
る
。

　
こ
れ
を
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
世
帯
別
消
費
で
み
る
と
、
図
表
1
－
1
－
4
の
よ
う
に
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
大
き
く
伸
展
し
、
八
○
年
の
三

三
、
五
〇
五
円
か
ら
八
六
年
、
八
七
年
に
若
干
の
伸
び
率
低
下
が
あ
っ
た
が
バ
ブ
ル
期
の
九
〇
年
に
は
六
三
、
六
〇
五
円
と
七
〇
年
当
初

の
七
倍
、
八
○
年
の
二
倍
弱
に
上
昇
し
た
。
ま
た
八
O
年
代
に
は
七
〇
年
代
に
は
無
か
っ
た
「
ス
ポ
ー
ッ
施
設
使
用
料
」
が
生
ま
れ
、

「
月
謝
」
と
共
に
年
々
大
き
く
な
り
、
先
の
「
施
設
・
ス
ク
ー
ル
」
の
伸
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
消
費
支
出
に
占
め
る

ス
ポ
ー
ツ
支
出
の
割
合
は
八
O
年
の
一
・
二
％
か
ら
九
〇
年
の
一
・
七
％
へ
と
着
実
に
上
昇
し
た
。
特
に
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の

○
・
五
％
弱
か
ら
比
べ
る
と
割
合
と
し
て
も
三
倍
化
し
た
。
ま
た
、
健
康
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
全
国
各
地
に
（
ヘ
ル
ス
）
ス
ポ
ー
ツ
ク

　
　
　
　
　
（
5
）

ラ
ブ
が
急
増
し
た
。

　
こ
う
し
て
八
O
年
代
は
、
中
盤
の
「
行
政
改
革
」
に
よ
る
極
端
な
不
況
の
中
で
も
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
は
着
実
に
進
展
し
た
。
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（
2
）
　
通
産
省
産
業
政
策
局
編
「
2
1
世
紀
産
業
社
会
の
基
本
構
想
』
通
商
産
業
調
査
会
、
一
九
八
六
年
。

（
3
）
　
通
産
省
産
業
政
策
局
サ
ー
ビ
ス
産
業
室
編
『
ス
ポ
！
ツ
市
場
最
前
線
ー
ス
ポ
ー
ツ
開
発
・
運
営
に
関
す
る
調
査
レ
ポ
ー
ト
ー
』
総
合
ユ
ニ

　
コ
ム
、
一
九
八
八
年
。

（
4
）
　
中
山
裕
登
『
レ
ジ
ャ
ー
産
業
界
』
教
育
社
、
一
九
九
一
年
。
こ
れ
は
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
書
か
れ
た
本
で
あ
る
が
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
特
徴
と
し

　
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
二
五
頁
～
）

　
．
従
来
の
縦
割
り
型
の
産
業
で
は
な
く
て
、
横
断
型
の
産
業
で
あ
る
／
最
終
消
費
財
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
／
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
｝
つ
の
有
力
な
担
い

　
手
／
他
産
業
か
ら
の
生
産
誘
発
の
効
果
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
少
な
い
と
同
時
に
、
他
産
業
に
対
し
て
与
え
る
生
産
誘
発
効
果
は
大
き
い
／
立
地
条

　
件
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
／
レ
ジ
ャ
ー
産
業
は
公
共
的
性
格

（
5
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
七
年
五
月
二
九
日
。

三
、
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
1
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
問
題

　
（
1
）
　
経
　
過

　
一
九
七
九
年
一
二
月
一
一
四
日
、
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
翌
八
O
年
一
月
一
四
日
の
国
連
緊
急
特
別
総
会
は
、

ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
即
時
全
面
撤
退
要
求
を
決
議
し
た
。

　
八
O
年
一
月
二
〇
日
に
米
国
力
ー
タ
ー
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
U
S
O
C
）
に
対
し
、
ソ
連
軍
が
一
ヶ
月
以
内

に
撤
退
し
な
い
限
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
モ
ス
ク
ワ
以
外
の
地
で
開
催
す
る
か
、
ま
た
は
延
期
す
る
よ
う
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
1
0
C
）
に
対
し
U
S
O
C
が
提
案
し
、
こ
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
モ
ス
ク
ワ
大
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
要
請
し
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た
。　

レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
冬
季
大
会
を
前
に
、
同
地
で
1
0
C
理
事
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
、
U
S
O
C
の
提
案
が
討
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
1
0
C
理
事
会
・
総
会
を
控
え
て
、
二
月
一
日
、
日
本
政
府
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
意
向
を
受
け
て
、
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
J
O
C
）
に
対
し
て
「
適
切
に
対
処
さ
れ
た
い
」
と
圧
力
を
掛
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
」
O
C
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の

根
本
精
神
に
則
り
、
参
加
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　
二
月
一
二
日
、
I
O
C
総
会
は
、
U
S
O
C
の
提
案
を
却
下
し
、
予
定
ど
お
り
モ
ス
ク
ワ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
し
か
し
四
月
一
二
日
、
U
S
O
C
が
総
会
で
モ
ス
ク
ワ
大
会
不
参
加
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
カ
ー
タ
i
政
権
へ
の
屈
服
で
あ
る
と
同
時

に
、
西
側
諸
国
へ
与
え
た
動
揺
も
大
き
か
っ
た
。

　
五
月
二
四
日
の
国
別
エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
各
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
N
O
C
）
の
決
定
に
依
ら
ず
選
手
の

参
加
を
認
め
る
と
い
う
個
人
・
個
別
参
加
方
式
が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
が
、
四
月
二
二
日
、
1
0
C
と
I
F
（
国
際

競
技
連
盟
）
の
合
同
会
議
は
、
二
四
日
の
国
別
エ
ン
ト
リ
ー
の
締
め
切
り
ま
で
は
、
個
人
・
個
別
参
加
問
題
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
決

定
し
た
。

　
四
月
壬
二
日
、
」
O
C
臨
時
常
任
委
員
会
は
「
原
則
と
し
て
参
加
す
る
」
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
し
か
し
政
府
は
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
選
手
団
を
派
遣
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
最
終
見
解
を
発
表
し
、
J
O
C
に
伝
達
し
、
圧
力
を
掛
け
た
（
四
月
二
五

日
）
。
」
O
C
は
臨
時
総
会
で
「
原
則
と
し
て
参
加
す
る
」
こ
と
を
再
度
確
認
し
た
（
四
月
二
六
日
）
。

　
こ
の
時
期
、
朝
日
新
聞
で
は
世
論
調
査
を
行
い
、
同
三
月
調
査
と
の
比
較
で
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
反
対
（
五
五
％
↓
四
九
％
）
、
ボ
イ
コ
ッ

ト
賛
成
（
二
二
％
↓
二
九
％
）
、
そ
の
他
（
二
三
％
↓
二
二
％
）
と
、
や
や
ボ
イ
コ
ッ
ト
賛
成
が
増
加
し
た
が
、
「
参
加
派
は
な
お
多
数
」
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（
1
）

と
結
論
付
け
た
。

　
こ
の
間
、
西
欧
各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
共
通
態
度
を
煮
詰
め
る
一
八
力
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
（
N
O
C
）
合
同
会
議
は
五
月

三
日
に
次
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
世
界
的
な
折
衷
案
の
集
約
的
な
性
格
を
持
っ
た
。

　
．
N
O
C
委
は
開
会
式
に
参
加
せ
ず
、
た
だ
旗
手
だ
け
が
、
選
手
団
の
名
前
を
付
け
た
プ
ラ
カ
ー
ド
に
続
い
て
入
場
す
る
。

　
・
い
か
な
る
時
、
い
か
な
る
場
所
に
も
、
選
手
団
の
旗
は
、
五
輪
旗
と
す
る
。

　
．
歌
は
、
公
式
の
五
輪
の
歌
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
賛
歌
）
を
使
う
。

　
．
開
、
閉
会
式
、
表
彰
式
な
ど
全
て
の
式
典
に
お
い
て
も
、
公
式
の
五
輪
の
歌
が
使
わ
れ
、
五
輪
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
。

　
・
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
N
O
C
の
標
章
だ
け
を
付
け
る
。

　
．
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
（
1
0
C
）
は
、
開
会
式
に
お
け
る
公
式
演
説
が
政
治
的
内
容
を
含
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
監
視
す
る
。

　
．
N
O
C
は
、
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ
的
な
行
事
に
限
っ
て
参
加
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
．
N
O
C
は
五
輪
開
催
の
際
に
行
わ
れ
る
青
年
キ
ャ
ン
プ
に
は
参
加
し
な
い
。

　
こ
う
し
た
折
衷
案
が
出
さ
れ
る
中
で
、
J
O
C
と
し
て
は
、
入
賞
可
能
な
者
の
み
に
参
加
者
を
絞
り
、
費
用
は
各
団
体
で
負
担
す
る
方

向
を
模
索
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
五
月
二
四
日
、
国
別
エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り
最
終
日
、
日
体
協
理
事
会
は
官
房
長
官
出
席
と
い
う
異
例
の
下
、
「
満
場
一
致
」

で
参
加
反
対
を
決
議
し
た
。
そ
の
午
後
、
J
O
C
の
臨
時
総
会
に
は
こ
れ
ま
た
文
部
省
体
育
局
長
が
出
席
し
、
参
加
す
れ
ば
、
今
後
の
政

府
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
補
助
金
を
カ
ッ
ト
す
る
旨
の
趣
旨
を
述
べ
て
、
圧
力
を
掛
け
た
。
J
O
C
は
異
例
の
投
票
に
入
り
、
ボ
イ

コ
ッ
ト
賛
成
二
九
、
反
対
＝
二
で
、
「
現
状
で
は
や
む
な
し
」
の
結
論
を
出
し
た
。

　
I
O
C
発
表
に
よ
れ
ば
最
終
的
に
参
加
国
八
四
、
不
参
加
五
二
、
未
回
答
二
七
で
あ
っ
た
。
（
五
月
二
七
日
）
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そ
の
夏
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
整
然
と
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
当
J
O
C
の
柴
田
委
員
長
も
開
会
式
後
の
談
話
で
「
や
っ
ぱ
り
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

本
の
選
手
を
歩
か
せ
た
か
っ
た
」
と
真
意
を
も
ら
し
た
。
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
失
敗
だ
っ
た
」
と
い
う
風
評
が
世
界
的
に
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
と
も
あ
れ
、
一
連
の
経
過
は
、
「
本
質
論
も
理
想
論
も
発
言
す
る
前
に
圧
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
む
な
し
さ
が
残
っ
た
。

　
（
2
）
　
問
題
の
構
造

　
こ
の
事
件
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
と
の
関
連
、
特
に
政
治
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
圧
力
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
政
治
的
利
用
が
問
題
と
な
っ

た
。
そ
し
て
特
に
日
本
で
は
J
O
C
の
自
立
性
、
目
治
の
問
題
と
日
体
協
財
政
の
政
府
他
か
ら
の
補
助
金
依
存
体
質
の
問
題
、
そ
れ
に
伴

う
従
属
問
題
が
焦
点
化
し
た
。

　
①
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ

　
今
回
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
発
端
は
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
対
し
て
他
に
打
つ
手
が
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
同
盟
国
に
圧
力

を
掛
け
て
強
引
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
強
要
し
た
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
回
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
そ

の
獲
得
メ
ダ
ル
数
が
ソ
連
、
東
独
に
次
い
で
第
三
位
に
転
落
し
、
モ
ス
ク
ワ
で
ア
メ
リ
カ
の
優
越
性
を
示
す
可
能
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
再
び
ソ
連
に
敗
北
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
い
っ
そ
う
威
信
の
失
墜
に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ボ

イ
コ
ッ
ト
が
政
治
的
に
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
た
。
日
本
は
そ
れ
に
忠
実
に
従
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
単
な
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
な
く
、
世
界

の
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
の
関
係
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
本
質
を
ハ
ッ
キ
リ
と
映
し
出
し
た
事
件
と
な
っ
た
。

　
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
政
治
の
「
手
段
」
と
し
て
使
わ
れ
る
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
政
治
か
ら
の
「
援
助
．
非
介
入
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
原
則
、
独
立
性
を
確
保
す
る
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
場
合
に
は
、
「
大
平
内
閣
に
降
伏
し
た
J
O
C
」
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
以
前
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
日
体
協
は
い
っ
そ
う
政
府
へ
の
従
属
化
を
強
め
た
。
し
か
し
、
十
分
な
補
助
金
も
も
ら
え
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ず
、
八
○
年
代
の
日
体
協
（
そ
し
て
地
域
体
協
も
含
め
て
）
は
多
く
の
矛
盾
を
内
包
さ
せ
て
い
っ
た
。
（
日
体
協
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。
）

　
②
　
反
対
運
動

　
上
記
の
よ
う
な
政
府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ッ
の
政
治
的
手
段
化
に
対
し
て
、
総
評
と
体
育
関
係
者
ら
が
集
ま
り
、
「
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
国
民
派
遣
委
員
会
」
を
結
成
し
た
。
し
か
し
総
評
は
六
月
の
参
議
院
選
挙
を
控
え
て
お
り
、
体
育
関
係
者
の
政
治
運
動
化
へ
の
懸
念
と

　
　
　
　
　
（
6
）

矛
盾
を
抱
え
た
。
ま
た
、
新
日
本
体
育
連
盟
は
四
月
二
五
日
に
「
声
明
」
を
出
し
、
」
O
C
の
自
主
的
判
断
に
対
す
る
政
府
の
圧
力
を
批

判
し
た
。
そ
し
て
情
勢
が
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
五
月
一
四
日
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
問
題
検
討
集
会
」
を
開
催
し
て
、
政
府
の
政
治
的
介
入
を

糾
弾
し
て
、
J
O
C
の
自
主
的
判
断
を
擁
護
す
べ
き
だ
と
し
た
。
ま
た
五
月
一
九
日
に
は
教
育
学
者
太
田
尭
、
哲
学
者
古
在
由
重
ら
六
氏

の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
崇
高
な
文
化
・
教
育
運
動
」
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
、
J
O
C
の
賢
明
な
判
断
を
期
待
し
た
。

　
③
　
残
さ
れ
た
課
題

　
と
も
あ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
露
見
さ
せ
な
が
ら
、
競
技
会
と
し
て
は
一
応
成
功
し
た
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
J

O
C
の
柴
田
委
員
長
の
「
む
な
し
さ
」
を
共
有
し
た
J
O
C
や
日
体
協
関
係
者
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
積
極
的
に
政
府
の
介
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
反
対
し
て
き
た
人
々
の
中
に
も
、
「
む
な
し
さ
と
悔
し
さ
」
が
残
っ
た
。
そ
れ
は
政
治
的
・
軍
事
的
事
件
と
平
和
の
祭
典
と
し
て
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
噛
み
合
わ
せ
で
の
議
論
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
主
張
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
理
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
不
当
な
こ
と
は
誰
も
が
否
定
し
な
い
。
そ
の
当
の
ソ
連
の
中
で
の
競
技
会
は
そ
の
ソ
連
の

軍
事
行
動
を
承
認
す
る
論
理
と
な
る
の
で
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
そ
の
犠
牲
を
負
わ

せ
る
の
か
」
と
い
う
反
論
も
な
さ
れ
た
が
、
現
代
の
戦
争
と
平
和
運
動
の
両
天
秤
の
上
で
、
多
く
の
人
が
悩
ん
だ
。
と
は
い
え
、
ボ
イ
コ

ッ
ト
し
た
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
思
惑
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
後
の
感
慨
の
中
で
、
こ
の
立
場
の
人
々
に
も
、
す
っ
き
り
し
な
い
感
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情
が
残
っ
た
。

　
他
方
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
反
対
す
る
側
に
と
っ
て
、
参
加
・
不
参
加
の
判
断
は
」
O
C
に
委
ね
、
も
っ
ぱ
ら
政
府
の
政
治
的
介
入
へ
の
批

判
に
終
始
し
つ
つ
も
、
敢
え
て
、
参
加
の
論
拠
が
今
一
つ
す
っ
き
り
し
な
い
実
態
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
広
畑
は
「
な
ぜ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
の
か
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
平
和
と
は
何
か
」
の
問
い
が
、
未
だ
国
民
に
深
く
浸
透
し
き
れ
て
い
な
い
事
を
課
題
と
し

た
。

（
1
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
○
年
三
月
と
五
月
の
世
論
調
査
、
一
九
八
○
年
五
月
二
〇
日
。

（
2
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
○
年
五
月
四
日
。

（
3
）
　
対
談
一
川
本
信
正
、
宮
川
毅
「
「
モ
ス
ク
ワ
』
と
五
輪
の
将
来
」
『
体
育
科
教
育
』
一
九
八
○
年
一
〇
月
号
。

　
の
回
顧
」
『
体
育
の
科
学
』
㎝
九
八
○
年
一
〇
月
号
。

（
4
）
　
中
条
一
雄
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
」
『
学
校
体
育
』
一
九
八
O
年
七
月
号
。

（
5
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
O
年
五
月
二
五
日
、
「
社
説
」
。

（
6
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
O
年
五
月
一
〇
日
。

（
7
）
　
広
畑
成
志
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
禍
の
あ
と
さ
き
」
『
月
刊
社
会
教
育
』
一
九
八
O
年
一
〇
月
号
。

清
川
正
二
「
モ
ス
ク
ワ
五
輪
大
会

38

　
2
、
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
八
O
年
代
前
半
の
ス
ポ
ー
ッ
行
政
は
、
い
わ
ば
ス
ポ
ー
ツ
政
策
不
在
の
時
期
で
あ
り
、
目
立
っ
た
施
策
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
七
二
年

の
福
祉
主
義
の
保
体
審
答
申
が
事
実
上
反
故
に
さ
れ
、
そ
う
か
と
い
っ
て
そ
れ
に
代
替
す
る
新
た
な
諮
問
が
成
さ
れ
ず
、
福
祉
主
義
か
ら

新
目
由
主
義
的
な
日
本
型
福
祉
社
会
論
に
転
換
す
る
政
府
の
福
祉
観
の
転
換
の
中
で
、
そ
し
て
八
二
年
を
頂
点
に
し
て
そ
れ
以
降
は
減
少
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一
方
の
ス
ポ
ー
ツ
予
算
を
前
に
し
て
、
新
た
な
政
策
の
基
盤
を
決
め
か
ね
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
｝
方
で
文
部
省
を
飛
び
越
え
て
中

曾
根
首
相
の
提
唱
す
る
「
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
」
（
閣
議
、
八
三
年
）
、
臨
教
審
第
三
次
答

申
（
八
七
年
）
が
出
さ
れ
た
。
文
部
省
は
そ
れ
ら
に
対
応
し
つ
つ
も
、
｛
方
で
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
」
（
八
七
年
）
、

通
産
省
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研
究
会
へ
の
参
加
、
競
技
力
向
上
の
た
め
の
行
政
機
構
の
再
編
（
八
八
年
）
等
で
忙
し
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
年
度
ご
と
の
一
定
の
事
業
は
推
進
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
項
以
降
に
触
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主
に
、
行
政
機
構

に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　
各
国
ス
ポ
ー
ツ
団
体
国
際
会
議
（
I
A
N
O
S
）
に
は
、
八
二
年
に
正
式
加
盟
し
た
。
八
一
年
に
世
界
四
〇
力
国
の
総
合
ス
ポ
ー
ッ
統

括
団
体
の
賛
同
を
得
て
創
設
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
を
標
語
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

意
図
し
た
。
八
五
年
に
五
三
力
国
が
参
加
し
て
い
る
。
八
六
年
度
に
は
ア
ジ
ア
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
開
始
し
た
。
（
尚
、
日
本
は

七
八
年
の
ユ
ネ
ス
コ
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
を
批
准
し
て
い
な
い
。
）

　
八
七
年
に
は
、
次
年
度
に
迫
っ
た
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
の
選
手
強
化
特
別
対
策
事
業
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
強
化
指

定
選
手
（
2
8
競
技
、
男
子
銅
名
、
女
子
衛
名
）
と
特
別
強
化
指
定
選
手
（
5
競
技
、
1
2
名
）
を
選
定
し
た
。
特
に
後
者
に
は
選
手
に
月
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

30

円
、
コ
ー
チ
に
2
0
万
円
の
補
助
費
が
与
え
ら
れ
た
。

　
臨
時
教
育
審
議
会
の
「
教
育
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
」
は
八
七
年
四
月
に
だ
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
し
た
。
一

方
で
は
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
、
そ
こ
で
の
消
費
の
向
上
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
七
六
年
の
カ
ナ
ダ
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
西
側
諸
国
の
惨
敗
以
降
、
特
に
八
六
年
の
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
に
お
け
る
中
国
に
引
き

続
く
韓
国
へ
の
敗
北
（
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
ば
か
り
で
な
く
、
政
界
、
経
済
界
に
も
危
機
感
を
か
き
立
て
、
ト
ッ
プ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
政
策
的
に
も
位
置
付
け
る
要
求
が
強
ま
っ
た
。
そ
の
「
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
体
育
協
会
に
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任
せ
て
い
た
国
際
的
競
技
力
に
つ
い
て
国
と
し
て
の
関
わ
り
を
意
図
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
動
向
の
中
で
、
八
七
年
九
月
に
内
閣
総
理
大

臣
の
「
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
設
け
ら
れ
、
八
八
年
三
月
に
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
報
告
書
を
出
し
た
。
つ
ま
り
、

設
置
の
趣
旨
か
ら
国
際
競
技
力
の
向
上
が
前
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
五
力
年
計
画
を
策
定
し
着
実
に
こ
れ
を
実
施
す
る
」

「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
」
「
競
技
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
創
設
し
、
企
業
か
ら
の
賛
助
金
を
集
め

る
」
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
活
用
す
る
」
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
競
技
力
の
向
上
策
が
中
心
で
あ
る
が
、

七
二
年
答
申
以
降
、
特
に
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
の
空
白
に
対
す
る
指
摘
で
も
あ
る
。

　
こ
の
懇
談
会
で
、
座
長
の
斉
藤
英
三
郎
（
経
団
連
会
長
）
は
個
人
意
見
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ッ
庁
構
想
」
を
ぶ
ち
あ
げ
、
文
部
省
を
震
憾

さ
せ
た
。

　
こ
う
し
た
動
向
の
中
で
、
文
部
省
体
育
局
は
競
技
力
向
上
に
対
す
る
行
政
機
構
の
整
備
と
し
て
八
八
年
七
月
よ
り
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー

ツ
課
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
と
競
技
ス
ポ
ー
ッ
課
と
し
て
、
後
者
を
独
立
さ
せ
、
今
後
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
競
技
ス

ポ
ー
ツ
課
へ
の
施
策
の
助
言
と
し
て
、
さ
ら
に
、
先
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
書
の
具
体
化
と
し
て
文
部
大
臣
は

保
健
体
育
審
議
会
に
「
二
一
世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
た
。
四
日
後
の
｝
九
日
、
文
部
大
臣
は
体
協

幹
部
と
都
内
の
ホ
テ
ル
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
対
策
を
話
し
合
う
懇
談
会
を
持
っ
た
。
保
健
体
育
審
議
会
は
八
九
年
一
一
月
に

答
申
を
出
し
た
が
、
七
二
年
答
申
以
来
、
実
に
一
七
年
ぶ
り
の
答
申
で
あ
る
。
と
同
時
に
答
申
と
し
て
は
初
め
て
だ
が
、
主
要
に
は
競
技

ス
ポ
ー
ツ
に
言
及
し
、
か
つ
そ
の
具
体
的
推
進
の
財
源
と
し
て
国
の
補
助
で
は
な
く
バ
ブ
ル
経
済
の
下
で
の
企
業
か
ら
の
補
助
に
依
存
し

た
。
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
惨
敗
し
た
日
本
は
、
上
昇
著
し
い
韓
国
と
比
較
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
と
韓
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

国
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
は
「
雲
泥
の
差
」
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
日
本
は
韓
国
に
勝
て
な
い
と
す
る
の
が
一
般
論
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
世
界
各
国
は
社
会
主
義
国
以
上
の
国
家
援
助
に
乗
り
だ
し
て
い
た
。
韓
国
で
は
八
六
年
ア
ジ
ア
大
会
、
八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

40
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（
4
）

ピ
ッ
ク
の
優
勝
者
に
は
約
二
〇
〇
〇
万
円
の
報
奨
金
、
終
身
年
金
も
与
え
た
。
こ
れ
で
は
「
国
家
対
民
間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
戦
い
の
差
」

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
界
も
公
共
に
よ
る
支
援
を
強
く
要
求
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
そ
れ
を
さ
ぼ

り
、
民
間
か
ら
の
寄
付
金
、
冠
大
会
か
ら
の
収
入
へ
競
技
団
体
を
追
い
や
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
高
度
化
は
学
校
部
活
動
と
企
業
チ
ー
ム
に
依
存
し
て
き
た
。
欧
米
の
よ
う
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ

は
実
質
的
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
に
は
あ
ま
り
に
も
未
発
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
特
に
企
業
の
場
合
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
抱

え
、
諸
外
国
か
ら
は
「
カ
ン
パ
ニ
ー
ア
マ
」
と
椰
楡
さ
れ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
特
殊
日
本
的
な
選
手
養
成
制
度
が
形
成
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
下
で
の
企
業
社
会
化
、
つ
ま
り
企
業
宣
伝
の
最
有
力
手
段
と
し
て
の
側
面
と
同
時
に
、
社
員
の
福
利

厚
生
と
並
ん
で
社
員
の
士
気
高
揚
、
社
内
統
合
策
と
し
て
も
推
進
さ
れ
た
。
九
〇
年
代
に
入
り
企
業
再
編
の
中
で
大
き
く
揺
れ
、
福
利
厚

生
の
廃
止
、
企
業
ク
ラ
ブ
の
廃
部
と
な
る
が
、
バ
ブ
ル
経
済
ま
で
は
今
な
お
、
企
業
社
会
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
、
そ
う
し
た
企
業
か
ら

の
献
金
に
最
大
限
依
存
し
た
。

　
さ
て
、
一
方
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
と
し
て
の
目
玉
事
業
は
新
規
事
業
と
し
て
の
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
（
通
称

ス
ポ
レ
ク
祭
）
で
あ
る
。
主
催
は
文
部
省
、
主
催
県
、
日
本
体
育
協
会
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
全
国
体
育
指
導
員
連
合
等
で

あ
り
、
国
民
体
育
大
会
の
競
技
力
志
向
に
対
し
て
広
く
参
加
を
募
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て
、
毎
年
各
県
・
都
市
を
め
ぐ
る
も
の

で
あ
る
。

　
八
八
年
の
第
一
回
は
近
年
に
国
民
体
育
大
会
を
開
催
し
、
施
設
が
完
備
し
、
し
か
も
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ
て
い
て
東
京
近
辺
と
い

う
こ
と
で
山
梨
県
が
選
ば
れ
た
。
種
目
は
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
、
壮
年
サ
ッ
カ
i
、
年
齢
別
テ
ニ
ス
、
男
女
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

年
齢
別
軟
式
庭
球
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
壮
年
ボ
ー
リ
ン
グ
、
男
女
混
合
綱
引
き
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
富
士
の
里
マ
ラ
ソ
ン
、
武
田
の
史
跡
ウ
ォ
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i
キ
ン
グ
な
ど
で
あ
る
。

　
ス
ポ
レ
ク
祭
の
役
割
と
し
て
、
「
交
流
す
る
こ
と
を
重
点
に
置
い
た
新
し
い
形
の
祭
典
」
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
施
策
の
集
大
成
」

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
と
普
及
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
認
識
さ
せ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
」
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
こ
の
山
梨
大
会
に
は
延
べ
二
〇
万
人
が
参
加
し
、
参
加
者
の
意
識
と
し
て
、
「
良
か
っ
た
」
（
九
六
・
二
％
）
、
「
楽
し
み
を
優
先
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
七
七
・
九
％
）
と
、
大
成
功
で
あ
っ
た
。

　
九
〇
年
に
は
文
部
省
が
音
頭
を
と
り
、
今
回
初
め
て
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
9
0
」
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
地
方
公
共
団

体
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
職
員
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
者
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ
ン
ト
、
保
険
業
界
、
広
告
代
理
業
界
、
マ
ス
コ
ミ
、
関
係
省
庁
な
ど
か
ら
総
勢
八
O
O
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。
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（
1
）
　
岩
上
安
孝
「
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
事
業
の
現
状
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
｝
九
八
六
年
一
〇
月
。

（
2
）
　
川
杉
収
二
「
我
が
国
に
お
け
る
競
技
力
向
上
策
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
。

（
3
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
八
九
年
二
月
｝
O
日
。

（
4
）
　
毎
日
新
聞
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
〇
日
、
安
斉
実
日
本
選
手
団
団
長
の
談
。
拙
著
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一

　
九
八
九
年
、
一
四
二
頁
参
照
。

（
5
）
　
笠
原
一
也
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
果
た
す
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
の
役
割
」
「
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八

　
九
年
一
月
。

（
6
）
　
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
関
す
る
参
加
者
の
意
識
調
査
報
告
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一

　
九
八
九
年
七
月
。



（
7
）
　
本
間
政
雄
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
9
0
の
狙
い
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
〇
年
四
月
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
3
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
整
備

　
八
○
年
代
の
「
全
省
庁
の
体
力
つ
く
り
関
係
予
算
」
は
図
表
1
－
2
－
1
の
よ
う
に
、
ま
ず
総
額
と
し
て
は
八
O
年
代
に
入
り
減
少
し
て

き
た
が
八
七
年
に
再
び
上
昇
し
、
九
〇
年
に
は
三
三
〇
三
億
円
に
上
昇
し
た
。
比
率
で
は
一
貫
し
て
六
〇
％
以
上
が
「
施
設
整
備
費
」
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
八
二
年
以
降
八
七
年
ま
で
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
そ
れ
が
全
体
の
減
少
に
反
映
し
た
。

　
こ
こ
に
含
ま
れ
る
予
算
の
出
所
と
そ
の
割
合
は
建
設
省
（
約
三
五
％
）
、
文
部
省
（
約
二
〇
％
）
、
厚
生
省
（
エ
ハ
％
）
、
社
会
保
険
庁

（一

％
）
で
あ
り
そ
れ
に
続
い
て
運
輸
省
、
郵
政
省
、
労
働
省
、
環
境
庁
、
農
林
水
産
省
、
総
務
庁
、
通
商
産
業
省
、
経
済
企
画
庁
で

あ
る
。

　
文
部
省
の
八
O
年
代
を
ス
ポ
ー
ッ
予
算
で
見
る
と
、
「
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
費
」
（
図
表
1
－
3
－
6
）
、
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
費
」
（
図

表
1
－
3
－
n
）
共
に
八
二
年
を
頂
点
と
し
て
そ
の
後
八
七
年
を
谷
底
に
低
下
の
一
途
を
辿
っ
た
。
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
大
蔵
省
に
よ
る

「
ハ
コ
モ
ノ
補
助
金
」
削
減
が
原
因
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
図
表
1
－
3
－
7
に
見
た
よ
う
に
ス
ポ
ー
ッ
施
設
数
は
八
O
年
代
前
半
は
「
公

共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
お
い
て
二
倍
近
く
進
展
し
て
き
た
が
、
八
○
年
代
後
半
に
は
学
校
施
設
共
に
殆
ど
伸
び
て
い
な
い
。

　
七
二
年
の
保
体
審
答
申
に
お
け
る
施
設
設
置
基
準
に
照
ら
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
充
足
度
は
、
一
〇
年
後
の
八
｝
年
段
階
で
運
動
広
場

（
八
一
・
九
％
）
、
コ
ー
ト
（
面
数
）
（
三
五
・
一
％
）
、
体
育
館
（
三
七
・
八
％
）
、
柔
剣
道
場
（
四
三
．
九
％
）
、
プ
ー
ル
（
三
五
．
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

％
）
で
、
合
計
（
四
〇
・
八
％
）
で
あ
り
、
極
め
て
不
十
分
な
実
態
で
あ
っ
た
。

　
一
五
年
後
の
八
七
年
段
階
で
の
達
成
実
態
は
図
表
1
－
3
－
1
0
に
示
し
た
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
五
〇
％
程
度
で
あ
り
、
し
か
も
ス
ポ
ー
ツ

参
加
頻
度
も
予
想
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
実
質
の
達
成
率
は
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
低
下
す
る
。
つ
ま
り
、
未
だ
に
圧
倒

43



一橋大学研究年報　人文科学研究　39

的
な
施
設
不
足
の
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
国
民
意
識
に
お
い
て
も
実
感
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
進
ま
ぬ
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
対
し
て
、
国
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
佐
藤
昭
夫
参
院
議
員
が
、
次
の
趣
旨
に
よ
る

「
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
質
問
趣
意
書
」
を
提
出
し
、
政
府
の
意
向
を
糺
し
た
。

　
①
国
の
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
関
す
る
予
算
の
抑
制
を
止
め
、
大
幅
に
増
額
す
べ
き
で
あ
る
。

　
②
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
の
民
間
委
託
化
の
行
政
指
導
を
止
め
、
誰
も
が
低
料
金
で
利
用
で
き
る
住
民
本
位
の
管
理
運
営

　
　
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
③
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
専
門
的
な
専
任
指
導
者
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国
と
し
て
そ
の
基
準
を
策
定
し
助

　
　
成
制
度
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
1
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
民
の
要
望
、
地
方
公
共
団
体
の
実
情
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、
今
後
と
も
そ
の
整
備

　
　
　
に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
ー
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
の
民
間
へ
の
委
託
は
、
各
設
置
者
が
そ
の
実
情
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
施

　
　
　
設
の
公
共
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
1
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
極
め
て
多
種
多
様
に
行
わ
れ
、
そ
の
二
i
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
指
導
者

　
　
　
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
各
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
け
る
利
用
の
実
態
な
ど
に
即
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
専
任
の
指
導
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
配
置
に
つ
い
て
国
が
基
準
の
策
定
な
ど
を
行
う
こ
と
に
は
困
難
な
面
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
、
当
た
り
障
り
な
く
応
え
た
の
み
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
政
党
が
ス
ポ
ー
ツ
に
は
無
関
心

で
あ
っ
た
中
で
、
こ
う
し
て
政
府
の
怠
慢
さ
を
指
摘
し
た
意
義
は
大
き
い
。
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スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
さ
て
、
先
述
の
よ
う
に
、
建
設
省
、
自
治
省
、
文
部
省
、
労
働
省
等
も
施
設
建
設
を
行
っ
た
が
、
八
O
年
代
の
市
町
村
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
の
財
源
は
図
表
2
－
3
－
1
の
よ
う
に
、
八
三
～
八
八
年
の
国
の
補
助
事
業
の
割
合
は
五
九
％
、
市
町
村
の
独
目
事
業
は
四

一
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
事
業
費
に
占
め
る
国
庫
補
助
金
等
の
割
合
は
一
八
％
で
あ
り
、
圧
倒
的
に
市
町
村
の
自
主
財
源
で
賄
わ
れ
て

い
る
。
国
庫
補
助
金
の
少
な
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
態
が
国
民
の
求
め
る
施
設
要
求
に
は
未
だ
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い

事
の
背
景
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
治
体
の
地
方
債
（
借
金
）
の
拡
大
を
意
味
す
る
。

　
こ
う
す
る
中
で
、
八
七
年
辺
り
か
ら
文
部
省
内
で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
」
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
経
過
は

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
八
五
年
一
〇
月
に
F
F
S
（
自
由
主
義
経
済
推
進
機
構
）
が
「
緑
陽
日
本
構
想
（
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
構
想
）
」
を
発
表
し
、
プ
・
ジ

ェ
ク
ト
・
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
整
備
を
提
案
し
た
頃
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
整
備
を
め
ぐ
る
構
想
が
活
発
化
し
、
八
六
年

八
月
に
は
建
設
省
、
通
産
省
、
国
土
庁
な
ど
七
省
庁
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
リ
ゾ
ー
ト
整
備
に
関
す
る
構
想
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
構
想
が

一
本
化
さ
れ
成
立
し
た
の
が
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
、
一
九
八
七
年
）
で
あ
る
。
そ
し
て
八
七
年
六
月
に
は
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
が
発
効
し
、
八
八
年
六
月
に
は
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
文
部
省
で
も
ス
ポ
カ
ル
ゾ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ン
（
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
・
文
化
・
学
習
活
動
重
点
地
域
）
構
想
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
。

　
そ
し
て
ス
ポ
カ
ル
ゾ
ー
ン
は
以
下
の
三
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
①
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
一
総
合
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
室
内
プ
ー
ル
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ミ
ニ
ゴ

　
　
ル
フ
コ
ー
ス
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
。

　
②
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
一
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
、
美
術
館
、
郷
土
資
料
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
ア
ー

　
　
チ
ス
ト
村
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
多
目
的
施
設
。
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図表2－3－1市町村におけるスポーツ施設整備の財源

1983～88年度整備数 左の財源構成

区　　分 国の補助事業
市町村の

　単独事業
計 総事業費

うち国庫
助金等

79市町村計 330 229 559 124，462万円 22，459万円

構成比％ （59．0） （41．0） （100） （100） （18．0）

出典1総務庁行政監査編『スポーッ振興対策の現状と問題点一総務庁の行政観察結果からみて一』

　　1990年6月，52頁，

　
③
　
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
“
子
ど
も
遊
園
、
釣
り
掘
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
、
で
あ
る
。

　
「
住
民
が
日
帰
り
ま
た
は
週
末
を
利
用
し
て
行
け
る
日
常
生
活
圏
域
に
設
定
さ
れ
る
も
の
で
、
日
常

生
活
圏
域
を
離
れ
、
長
期
滞
在
型
の
余
暇
活
動
を
行
う
も
の
を
対
象
に
整
備
さ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と

は
、
大
き
く
異
な
」
り
、
「
ス
ポ
カ
ル
ゾ
ー
ン
構
想
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
（
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含
む
）
の
能
力
を
極
力
活
用
」
し
、
「
八
九
年
度
か
ら
旦
ハ
体
的
な
ス

ポ
カ
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
、
整
備
を
実
施
し
た
い
」
。
そ
の
場
合
、
さ
し
あ
た
り
、
全
国
に
一
五
～
二
〇

ヵ
所
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
、
モ
デ
ル
地
区
（
毎
年
全
国
ニ
ヵ
所
程
度
）
を
設
定
し
、
そ
の
整
備

　
（
4
）

を
行
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
リ
ゾ
ー
ト
法
の
勢
い
を
借
り
て
文
部
省
も
「
ス
ポ
カ
ル
ゾ
ー
ン
振
興
法
」
（
仮
称
）
の
検
討
に
入
り
、

八
九
年
度
か
ら
民
間
活
力
を
導
入
し
て
全
国
に
整
備
し
た
い
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
立
ち
消
え
た
。

　
さ
て
、
文
部
省
体
育
局
で
は
七
二
年
保
体
審
答
申
の
施
設
設
置
基
準
に
基
づ
く
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
の
あ
り
方
に
関
す
る
旦
ハ
体
的
事
項
に
関
し
調
査
研
究
を
実
現
す
る
た
め
、
八
八
年
一
〇
月
に

協
力
者
会
議
を
発
足
さ
せ
た
。
協
力
者
会
議
の
検
討
結
果
は
、
「
2
1
世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

方
策
に
つ
い
て
」
検
討
を
進
め
て
い
る
保
体
審
に
報
告
さ
れ
、
同
審
議
会
の
答
申
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

　
　
（
5
）

に
な
っ
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
答
申
は
地
域
の
「
整
備
基
準
」
の
検
討
を
放
棄
し
、
施
設
の

「
建
設
基
準
」
の
み
を
提
起
し
た
。

（
1
）
　
「
整
備
基
準
か
ら
見
た
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
況
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
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う
せ
い
、
　
一
九
八
一
年
八
月
。

（
2
）
　
赤
旗
、
一
九
八
九
年
五
月
｝
五
日
。

（
3
）
　
文
部
省
体
育
課
「
民
活
導
入
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
｝
九
八
八

　
年
九
月
。

（
4
）
　
文
部
省
体
育
課
「
行
政
ミ
ニ
相
談
室
・
ス
ポ
カ
ル
ゾ
ー
ン
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
｝
九
八
七
年
一
二
月
。

（
5
）
　
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
」
「
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八

　
九
年
一
月
。

　
4
、
ク
ラ
ブ
・
団
体
の
育
成

　
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
が
進
め
ら
れ
ず
、
そ
の
一
方
で
、
ソ
フ
ト
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
策
に
焦
点
化
さ
れ
た
の
も
八
0
年

代
の
特
徴
で
あ
る
。
図
表
1
－
2
－
1
で
見
た
よ
う
に
、
八
O
年
代
は
施
設
建
設
費
が
減
少
し
た
が
、
体
力
つ
く
り
関
連
全
省
庁
の
事
業
振

興
費
は
八
O
年
の
約
五
〇
〇
億
円
か
ら
九
〇
年
の
一
二
〇
〇
億
円
ま
で
一
貫
し
て
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
事
業
費
の
多
く
を
占
め
る
厚
生
省
、

社
会
保
険
庁
が
一
貫
し
て
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
（
図
表
2
－
2
－
1
）

　
し
か
し
文
部
省
で
は
、
施
設
建
設
費
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
が
減
少
し
た
。
そ
れ
で
も
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
は
八
六
年
ア
ジ
ア

大
会
（
ソ
ウ
ル
）
、
八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
「
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受
け
て
八
八
年
の
約
一
六
億
円
か
ら
八
九
年
に
は
二

四
億
円
と
若
干
上
昇
し
た
。
九
〇
年
に
は
約
三
〇
億
円
弱
に
ま
で
到
達
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
は
八
O
年
以
来
約

二
五
億
円
で
横
這
い
を
維
持
し
た
。
（
図
表
1
－
3
－
H
）
こ
れ
は
物
価
上
昇
率
を
勘
案
す
れ
ば
実
質
的
に
マ
イ
ナ
ス
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
も
、
文
部
省
は
、
以
下
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
・
団
体
育
成
事
業
を
提
起
し
た
。

　
［
一
九
八
二
年
］
　
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
定
市
町
村
設
置
事
業
（
少
年
ス
ポ
ー
ッ
活
動
育
成
事
業
／
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
開
発
事
業
）
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八
二
年
度
に
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
推
進
指
定
市
町
村
設
置
事
業

進
事
業
の
二
事
業
）

五
、
一
七
、
二
三
、

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
は
、

五
年
度
か
ら
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
て
社
会
教
育
主
事

を
行
っ
て
き
た
。

く
り
・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業
と
一
体
化
）

　
特
に
八
五
年
に
は

た
。
こ
れ
は
六
一
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

す
る
経
費
の
｝
部
を
国
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ッ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
事
業

二
九
八
三
年
］

二
九
八
四
年
］

［一

八
五
年
］

二
九
八
七
年
］

二
九
八
八
年
］

［一

八
九
年
］

［一

九
〇
年
］

以
上
の
内
、

　
・
親
子
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業

　
・
少
年
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

　
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
／
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
／
勤
労
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業

　
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
育
成
事
業

　
・
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
催

　
・
市
民
ス
ポ
ー
ッ
相
談
普
及
促
進
事
業
／
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
補
助
事
業

　
・
過
疎
地
域
ス
ポ
ー
ッ
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
育
成
事
業
と
高
齢
者
ス
ポ
ー
ッ
活
動
推

　
が
ス
タ
ー
ト
し
、
八
三
年
に
新
規
の
親
子
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
八
三
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
計
一
一
五
市
町
村
で
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
、
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
は
積
極
的
に
促
進
さ
れ
た
。
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）
を
派
遣
す
る
事
業
に
、
国
庫
補
助

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
」
（
八
二
年
度
か
ら
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
定
市
町
村
設
置
事
業
を
市
町
村
基
礎
体
力
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
を
新
規
事
業
と
し
て
興
し
、
八
五
年
度
か
ら
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
を
加
え
た
。

　
「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金
（
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
）
交
付
要
綱
」
（
文
部
大
臣
裁
定
）
も
提
起
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
公
共
団
体
が
行
う
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
た
め
の
事
業
に
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
対
象
は
以
下
の
項
目
で
あ
り
、
補
助
率
は
一
／
二
～
一
／
三
で
あ
る
。
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・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
養
成
事
業

　
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
指
導
者
講
習
会

　
・
地
域
に
お
け
る
強
化
拠
点
整
備
事
業

　
・
武
道
指
導
者
養
成
事
業

　
・
学
校
体
育
実
技
認
定
・
指
導
事
業

　
・
中
学
校
・
高
等
学
校
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
事
業

　
・
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
大
会
及
び
全
日
本
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

　
・
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
町
村
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
振
興
事
業

，
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
上
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け
で
見
る
と
バ
ラ
色
に
見
え
る
が
、

図
表
1
－
3
－
n
の
よ
う
に
、
地
域
ス
ポ
f
ツ
活
動
へ
の
補
助
金
を
含
む
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
補
助
」
は
八
O
年
代
は
ほ
ぼ
漸
減
し
、
む

し
ろ
地
方
目
治
体
に
肩
代
わ
り
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
確
か
に
、
国
レ
ベ
ル
で
の
文
部
省
予
算
の
計
上
は
国
か
ら
の
お
墨
付
き
の
事

業
と
し
て
の
き
っ
か
け
、
地
域
で
の
施
策
の
火
付
け
役
に
は
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
八
O
年
代
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
参
加
総
数
は
図
表
2
－
2
－
7
で
見
た
よ
う
に
、
八
O
年
代
の
後
半
は
三
億
六
千
万
人
か
ら
三
億
人
の
間

の
変
動
で
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
へ
の
消
費
は
漸
増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ク
ラ
ブ
の
実
態
調
査
か
ら
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
ク
ラ
ブ
．
同
好
会
へ
の
加
入
」
状
況
の
八
O
年
代
の
特
徴
は
、
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ブ
や
同
好
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
ヘ
の
加

入
状
況
は
図
表
2
－
3
－
1
に
見
る
よ
う
に
八
五
年
で
一
五
％
程
度
で
あ
る
。
一
方
、
加
入
希
望
者
は
約
三
〇
％
で
あ
る
。
八
八
年
に
は
両

者
共
に
若
干
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
が
、
大
き
な
変
化
と
は
言
え
な
い
。

　
「
ク
ラ
ブ
数
の
実
態
」
か
ら
見
た
の
が
図
表
2
－
3
－
3
、
4
で
あ
る
。
八
四
年
の
公
立
施
設
利
用
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
数
は
三
〇
万
四
千
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ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
会
員
数
一
二
〇
〇
万
人
で
、
一
ク
ラ
ブ
の
平
均
会
員
数
は
三
九
・
五
人
で
あ
る
。
五
年
後
の
八
九
年
に
は
ク
ラ
ブ
数
は

三
五
万
一
、
八
O
O
で
あ
り
約
五
万
ク
ラ
ブ
が
増
加
し
、
会
員
数
は
一
一
八
一
万
三
、
0
0
0
人
で
あ
り
、
二
〇
万
人
弱
の
減
少
で
あ
る
。

そ
し
て
一
ク
ラ
ブ
の
平
均
会
員
数
は
三
三
・
六
人
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
数
が
増
え
た
が
一
ク
ラ
ブ
約
六
人
分
だ
け
規
模
が
縮
小
し
た
。

　
「
ク
ラ
ブ
の
設
立
時
期
」
で
は
、
八
五
年
段
階
で
見
る
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
六
四
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

四
・
四
％
、
六
五
～
七
二
年
ま
で
が
一
三
・
八
％
、
そ
し
て
七
三
年
以
降
が
七
五
・
三
％
と
、
大
半
が
七
二
年
答
申
以
降
で
あ
る
。
（
無

記
入
六
・
四
％
）

　
以
上
の
記
述
を
繋
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
活
発
化
し
、
八
五
年
頃

に
は
三
〇
万
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
八
九
年
に
は
三
五
万
ク
ラ
ブ
と
五
万
ク
ラ
ブ
増
え
た
が
、
会
員
数
は
二
〇
万
人
ほ
ど
減
少
し
た
。
そ
し
て

こ
の
時
期
の
国
民
の
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
数
は
約
三
億
六
千
万
人
で
あ
る
。

【
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ
（
K
S
C
C
）
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
以
上
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
東
京
杉
並
区
向
陽
中
学
校
を
拠
点
と
す
る
「
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ
（
K
S
C
C
）
」
の
活
動
が

盛
り
上
が
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
七
五
年
夏
、
校
長
の
呼
び
掛
け
で
P
T
A
が
中
心
に
な
り
、
中
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
を
実
現
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
開
放
を
活
用
し
な

が
ら
、
テ
ニ
ス
部
、
ス
キ
ー
部
、
サ
ッ
カ
i
部
、
成
人
野
球
部
、
卓
球
部
、
少
年
野
球
部
他
一
三
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
、
編
み
物
、
生
け

花
、
英
会
話
、
カ
メ
ラ
講
座
、
か
な
書
道
等
一
四
の
文
化
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ま
で
も
含
め
た
総
合
的
な
ク
ラ
ブ
を
形

成
し
、
地
域
に
根
を
張
っ
て
き
た
。
注
（
4
）
の
本
は
そ
の
一
〇
年
の
総
括
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
の
特
徴
と
し
て
、
「
住
民
の
自
治
的
．
自

主
的
活
動
を
基
本
と
し
て
い
る
」
「
総
合
的
な
ク
ラ
ブ
で
あ
る
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
て
い
る
」
「
学
校
開
放
の
理
想
を
実
現
す
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

50



　スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　　　　　　　　図表2－3－2　スポーックラブ・同好会への加入
（％）

　35

　30

　25

　20

　15

　10
　　　　1979　　　　　　　1982　　　　　　　1985　　　　　　　1988　　　　　　　1991　　　　　　　1994

出典：「体力・スポーツに関する世論調査」総理府広報室より作成．

　　　　　　　　図表2－3－3　公共施設利用スポーックラブ数

380，000

370，000

360，0DO

35D，OOO

340，000

330．000

32α000

310，000

300，000
　　　　　　1984　　　　　　　　　　　　　　　　1989　　　　　　　　　　　　　　　　1994

出典：『スポーツクラブ実態調査』日本スポーツクラブ協会1999年版より作成．

　　　　　　　図表2－3－4　公共施設利用スポーツクラブ会員数

12．530，000

12，030，000

11，530，000

11，030，000

10，530．000

10，030，000

　　　　　　　1984　　　　　　　　　　　　　　　1989　　　　　　　　　　　　　　　1994

出典　同前．
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こ
の
過
程
で
大
き
な
意
義
を
持
っ
た
の
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
文
化
部
も
活
動
し
得
た
と
い
え
よ
う
。
活
動

場
所
と
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
、
プ
ー
ル
等
の
運
動
施
設
の
安
定
的
保
障
と
共
に
、
ア
フ
タ
ー
の
場
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

存
在
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
る
。

　
杉
並
区
の
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
も
ハ
ー
ド
面
、
つ
ま
り
諸
施
設
は
行
政
が
設
置
し
、
そ
の
施
設
の
運
営
は
一
定
の
委
託
費
を
も
っ
て
ク

ラ
ブ
に
委
託
す
る
方
式
（
住
民
委
託
）
を
採
り
、
行
政
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
の
四
つ
の
特
徴
に
「
行
政

の
援
助
」
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
当
時
の
背
景
と
し
て
、
七
二
年
保
体
審
答
申
を
受
け
て
七
六
年
に
は
文
部
省
も
「
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
す
る
調
査

研
究
」
の
報
告
書
を
発
表
し
、
翌
年
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
町
村
事
業
」
が
新
規
事
業
で
推
進
さ
れ
、
文
部
省
と
し
て
も

地
域
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
本
格
的
に
推
進
す
る
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
区
の
段
階
で
も
区
民
の
高
ま
る
諸

要
求
に
対
応
す
る
た
め
に
、
「
区
有
施
設
有
効
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
七
六
年
に
発
足
さ
せ
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
各
種
施

設
建
設
繰
り
延
べ
へ
の
対
応
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
杉
並
区
で
は
区
内
三
二
中
学
校
の
内
一
四
校
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
建
設

さ
れ
（
一
九
八
五
年
度
）
、
学
校
開
放
を
大
き
な
事
業
と
し
て
施
設
建
設
や
活
動
の
補
助
な
ど
の
多
様
な
補
助
事
業
を
行
っ
た
。
こ
の
点

で
杉
並
区
の
学
校
開
放
に
対
す
る
行
政
側
の
強
い
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
八
三
年
に
は
「
杉
並
区
学
校
開
放
連
合
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
杉
並
の
学
校
開
放
政
策
を
リ
ー
ド
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
の
が
K
S
C
C
で
あ
っ
た
。
ま
た
K
S
C
C
と
し
て

も
行
政
へ
の
要
求
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
文
部
省
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
連
合
」
（
八
七
年
か
ら
）
、
そ
し
て
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
」
（
九
五
年
か
ら
）

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
Q

　
と
こ
ろ
で
文
部
省
の
八
七
年
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
連
合
育
成
事
業
」
は
ク
ラ
ブ
育
成
政
策
で
言
え
ば
新
た
な
展
開
で
あ
る
。
七
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O
年
代
の
大
き
く
進
展
を
見
せ
た
「
三
鷹
方
式
」
、
つ
ま
り
「
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
ヘ
」
と
い
う
行
政
の
施
策
は
、
行
政
の
援
助
を
基
盤
と

し
つ
つ
住
民
の
要
求
に
対
応
し
て
あ
る
段
階
ま
で
は
着
実
に
進
展
し
た
。
あ
る
段
階
と
は
、
施
設
の
許
容
量
が
許
す
範
囲
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
し
か
し
、
八
O
年
代
前
半
に
若
干
伸
び
た
施
設
建
設
も
住
民
の
要
求
を
満
た
す
程
に
進
展
す
る
間
も
な
く
、
八
○
年
代
後
半
か
ら

の
施
設
建
設
の
頭
打
ち
の
中
で
、
そ
の
方
式
は
有
効
性
を
発
揮
し
な
く
な
っ
た
。
い
や
、
正
確
に
は
発
揮
し
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
と
し
て
高
ま
る
住
民
の
要
求
に
対
応
し
た
諸
々
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
止
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、

そ
の
ま
ま
ク
ラ
ブ
結
成
へ
の
援
助
を
続
け
れ
ば
施
設
が
飽
和
状
態
と
な
る
。
従
っ
て
、
ク
ラ
ブ
は
作
れ
ば
作
れ
る
の
だ
が
、
教
室
を
開
催

し
た
後
は
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
辺
り
か
ら
、
自
治
体
職
員
の
中
に
、
「
ク
ラ
ブ
殺
す
に
刃
物
は
い
ら
ぬ
、
施
設
の
一
と
月
貸
さ
ね
ば
良
い
」
と
い
う
よ
う
な
隠
喩

も
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
彼
ら
の
自
嘲
的
表
現
の
｝
つ
と
い
え
よ
う
。

　
と
は
い
え
、
文
部
省
と
し
て
一
定
の
地
域
ス
ポ
…
ッ
ク
ラ
ブ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
行

政
上
大
き
な
基
本
的
な
矛
盾
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
こ
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
連
合
推
進
事
業
」

で
あ
る
。
い
わ
ば
学
校
施
設
を
フ
ル
に
活
用
し
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
設
け
、
そ
の
運
営
を
利
用
者
に
委
ね
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
間
の
横
の
連

携
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
三
鷹
方
式
」
の
限
界
を
新
た
な
工
夫
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
八
九
年
の
保
体
審
答
申
「
二
一
世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
先
の
基

本
的
な
矛
盾
つ
ま
り
日
本
に
お
け
る
施
設
の
絶
対
的
不
足
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
前
提
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
施
策
目

体
が
進
展
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
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（
1
）
　
笠
原
一
也
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
定
市
町
村
設
置
事
業
に
つ
い
て
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
三
年
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一
〇
月
。

（
2
）
　
戸
村
敏
雄
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
五
年
四
月
。

（
3
）
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
一
九
八
五
年
、
八
頁
。

（
4
）
　
八
代
勉
・
向
陽
ス
ポ
ー
ッ
文
化
ク
ラ
ブ
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
と
学
校
開
放
』
不
昧
堂
出
版
、
｝
九
八
六
年
。

　
5
、
八
九
年
保
体
審
答
申
の
概
要
と
特
徴

　
（
1
）
　
八
九
年
答
申
の
概
要

　
一
九
八
九
年
の
答
申
「
二
一
世
紀
へ
向
け
た
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
に
は
、
大
き
く
見
て
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
第
一
の
課
題
と
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
保
健
体
育
審
議
会
答
申
で
初
め
て
で
あ
る
。
第
二
は
バ
ブ
ル
経
済
絶
頂
期

に
、
新
目
由
主
義
的
施
策
、
つ
ま
り
民
間
活
力
の
導
入
、
自
治
体
行
革
へ
の
締
め
付
け
が
強
化
さ
れ
た
中
で
の
答
申
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

行
政
に
お
け
る
「
福
祉
路
線
終
焉
の
宣
言
」
、
言
い
換
え
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
産
業
へ
の
道
を
大
き
く
開
い
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
国

の
レ
ベ
ル
で
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
費
を
大
き
く
削
減
し
、
そ
れ
を
目
治
体
に
肩
代
わ
り
さ
せ
た
点
で
あ
る
。

　
図
表
1
－
3
－
7
で
見
た
よ
う
に
、
確
か
に
七
五
年
か
ら
八
五
年
ま
で
に
ス
ポ
ー
ッ
施
設
は
五
割
程
度
増
加
し
た
が
、
こ
れ
で
も
図
表

1
－
3
－
1
0
の
よ
う
に
七
二
年
答
申
の
施
設
設
置
基
準
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
た
っ
た
半
数
の
達
成
度
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
地
域

住
民
に
と
っ
て
「
身
近
な
施
設
の
不
足
、
適
切
な
指
導
者
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
、
時
間
的
、
経
済
的
な
制
約
等
様
々
な
理
由
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
も
依
然
と
し
て
多
く
、
施
設
の
量
的
・
質
的
充
実
、
指
導
者
の
養
成
な
ど
種
々
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
設
置
基
準
の
策
定
は
各
自
治
体
の
条
件
に
任
せ
る
と
し
て
、
国
の
責

任
を
放
棄
し
た
。
先
述
の
八
五
年
八
月
に
出
さ
れ
た
建
設
省
の
都
市
計
画
中
央
審
議
会
答
申
「
今
後
の
都
市
公
園
等
の
整
備
と
管
理
は
い
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か
に
あ
る
べ
き
か
」
で
示
さ
れ
た
「
運
動
施
設
の
種
類
毎
の
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
整
備
量
及
び
配
置
の
標
準
」
は
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ

施
設
数
に
占
め
る
都
市
公
園
内
施
設
の
割
合
の
大
き
さ
（
図
表
2
－
2
－
5
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
省
庁
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
、
文
部
省

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
聞
こ
え
な
い
。

　
そ
の
一
方
で
、
八
九
年
保
体
審
答
申
に
示
さ
れ
た
の
は
施
設
規
模
の
指
針
「
建
設
基
準
」
で
あ
り
、
地
域
的
必
要
数
の
指
針
「
整
備
基

準
」
で
は
な
い
。
こ
こ
に
大
き
な
後
退
が
あ
る
。
地
域
的
に
不
足
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
の
連
携
を
強
め
、
そ
ち

ら
で
充
足
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
答
申
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
高
度
化
が
主
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
国
際
大
会
に
お
け
る
東
欧
を
中
心
と

す
る
社
会
主
義
国
の
伸
展
、
そ
の
一
方
で
ア
メ
リ
カ
も
含
め
日
本
の
国
際
競
技
力
の
相
対
的
低
下
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
八
O
年
モ
ス
ク

ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
余
波
と
し
て
高
度
化
へ
の
公
的
援
助
の
批
判
も
高
ま
っ
た
。
そ
う
す
る
中
で
、
八
六
年
の
ア
ジ
ア
大
会

（
そ
し
て
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
で
は
中
国
そ
し
て
韓
国
に
も
抜
か
れ
た
こ
と
の
「
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
は
強
烈
で
あ
っ
た
。

こ
の
直
接
的
な
反
映
は
八
八
年
の
文
部
省
体
育
局
の
「
競
技
ス
ポ
ー
ッ
課
」
の
誕
生
で
あ
り
、
こ
の
答
申
で
も
初
め
て
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ

振
興
策
」
が
提
起
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
答
申
の
最
大
の
特
徴
は
そ
の
資
金
、
財
源
の
調
達
に
あ
っ
た
。
民
間
（
企
業
）
の
寄
付
を
当
て
に
し
て
「
ス
ポ
ー
ッ
振
興
基

金
」
を
創
設
す
る
こ
と
、
そ
の
他
に
、
冠
大
会
の
競
技
会
の
積
極
的
開
催
や
そ
の
他
の
寄
付
を
最
大
限
に
期
待
し
た
。
こ
の
点
は
七
二
年

答
申
で
は
全
く
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
で
あ
り
、
こ
の
間
の
情
勢
の
大
き
な
転
換
を
示
し
、
バ
ブ
ル
経
済
へ
の
大
き
な
依
存
を
示

し
た
。
し
か
し
、
「
継
続
的
、
計
画
的
な
選
手
強
化
を
図
る
た
め
、
日
本
体
育
協
会
等
が
実
施
す
る
選
手
強
化
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対

す
る
国
等
の
補
助
金
の
充
実
を
図
る
」
（
傍
線
内
海
）
と
、
強
い
本
音
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
政
策
の
全
体
は
抽
象
的
な
内
容
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
七
二
年
答
申
と
の
比
較
を
す
れ
ば
、
公
共
責
任
が
大
き
く
後
退
し
、
「
ス
ポ
ー
ッ
振
興
基
金
」
を
は
じ
め
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と
し
て
民
間
（
企
業
）
に
依
存
し
た
。

　
（
2
）
　
ス
ポ
ー
ッ
政
策
の
対
立
・
矛
盾
－
公
共
性
と
民
営
化
ー

　
行
政
の
民
営
化
、
減
量
経
営
化
が
強
要
さ
れ
る
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
へ
の
公
共
責
任
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
求
め
る
提
言
も
提
起
さ

れ
た
。
臨
時
教
育
審
議
会
第
三
次
答
申
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
」
項
目
（
一
九
八
七
年
）
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
諸
施
策
を
提
起
し
た
が
、

「
国
は
、
日
常
生
活
圏
・
広
域
生
活
圏
を
考
慮
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
整
備
す
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
基
準
を
策
定
し
、
そ
の
整
備

を
促
進
す
る
」
た
め
「
財
政
上
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
措
置
を
講
ず
る
」
と
、
七
二
年
保
体
審
答
申
の
路
線
を
踏
襲
し
て
、
公
共
的
責
任

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」
（
九
〇
年
）
で
は
次
の
よ
う
な
基
本
的
認
識
を
示
し
た
。

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
う
ち
、
競
技
ス
ポ
ー
ッ
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
も
す
れ
ば
［
部
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち

　
で
あ
っ
た
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
人
間
の
可
能
性
の
限
界
を
追
求
す
る
選
手
た
ち
の
極
限
へ
の
挑
戦
は
、
い
わ
ば
、
先
端
的
な

　
学
術
研
究
や
芸
術
活
動
と
共
通
す
る
人
間
の
価
値
あ
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
目
体
が
大
き
な
意
義
を
有
す
る
文
化
的
行
為
で
あ
る
。
こ

　
の
よ
う
な
極
限
に
挑
戦
す
る
選
手
た
ち
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
技
術
や
知
識
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で

　
あ
り
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
国
際
競
技
大
会
に
お
け
る
我
が
国
選
手
の
活
躍
は
、
国
民
に
明
る
い
話
題
と
活
力
を
与
え

　
る
と
と
も
に
、
特
に
、
青
少
年
に
対
し
て
は
、
将
来
に
向
け
て
の
夢
や
憧
れ
を
抱
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
や
意
欲
を
か
き
た

　
て
る
な
ど
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
有
機
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的
な
関
連
に
あ
り
、
国
や
国
民
の
全
面
的
な
支
持
の
も
と
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
性
格
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
」
「
国
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
が
公
共
的
、
国
民
的
な
課
題
に
対
す
る
取
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

き
で
あ
る
。
」
（
傍
線
内
海
）

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
額
の
国
費
を
充
当
す
べ
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こ
う
し
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
的
性
格
と
し
て
の
理
論
化
は
恐
ら
く
政
府
文
書
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

出
さ
れ
た
拙
著
『
ス
ポ
ー
ッ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
と
極
め
て
同
一
の
認
識
で
あ
り
、
拙
著
の
直
接
的
な
反
映
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た

認
識
の
歴
史
的
必
然
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
、
社
会
体
育
施
設
の
設
置
基
準
や
財
政
的
援
助
を
も
っ
と
国
が
率
先
す
る
こ
と
や
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
国
民
、
地
域
住
民
の

社
会
体
育
や
選
手
養
成
の
施
策
が
、
基
本
的
に
は
公
共
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
公
共
的
援
助
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
九
〇
年
代
に
入
る
に
当
た
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
上
で
も
民
営
化
へ
の
動
向
の
中
で
、
他
方
で
は
本
音
と
し
て
の
公
共
性
と
し
て
の

認
識
と
公
共
か
ら
の
支
持
へ
の
要
求
も
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
こ
の
両
者
は
そ
の
対
立
と
矛
盾
を
ま
す
ま
す
深
め
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ッ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
。

四
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

　
1
、
全
国
的
動
向

　
一
九
八
O
年
代
の
「
地
方
行
革
」
の
特
徴
は
、
革
新
目
治
体
期
に
「
膨
張
」
し
た
目
治
体
の
福
祉
「
減
量
」
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

「
都
市
経
営
論
」
の
下
に
自
治
体
業
務
の
減
量
経
営
、
民
営
化
が
推
進
さ
れ
始
め
、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
論
と
結
合
し
て
、
国
民
の
福
祉

へ
の
圧
迫
が
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
西
欧
の
「
福
祉
国
家
」
で
は
な
い
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
と
い
う
新
た
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ

た
。　

八
三
年
に
は
「
地
方
行
革
大
綱
」
が
出
さ
れ
、
目
治
体
自
体
の
民
営
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
受
益
者
負
担
主
義
が
強
要
さ
れ
、
一
方
臨
時
教

57
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育
審
議
会
も
設
置
さ
れ
、
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
（
中
曾
根
首
相
）
が
意
図
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
、
文
部
省
と
し
て
そ
れ
ら
の
動

向
を
無
視
し
て
保
健
体
育
審
議
会
へ
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
た
め
の
諮
問
が
で
き
な
か
っ
た
。
政
府
か
ら
の
補
助
金
の
削
減
の
一

方
で
、
地
方
行
革
に
伴
う
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
民
間
委
託
が
比
較
的
大
き
な
自
治
体
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
臨
調
行
革
の
先
取

り
と
し
て
自
治
体
で
は
公
共
施
設
の
委
託
管
理
運
営
も
進
め
ら
れ
、
受
益
者
負
担
主
義
の
立
場
か
ら
、
住
民
の
施
設
利
用
料
の
大
幅
値
上

げ
が
計
画
さ
れ
た
。
東
京
都
で
は
七
九
年
に
変
わ
っ
た
鈴
木
保
守
都
政
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
陸
上
競
技
場
な
ど
東
京
都
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

園
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
平
均
三
〇
％
の
引
き
上
げ
を
発
表
し
た
。

　
自
治
省
の
「
地
方
行
革
大
綱
」
（
八
五
年
）
に
沿
っ
て
、
地
方
単
独
施
策
、
補
助
の
カ
ッ
ト
（
多
く
は
革
新
自
治
体
期
の
福
祉
施
策
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
結
果
と
し
て
福
祉
切
り
捨
て
を
も
た
ら
し
た
）
、
人
件
費
削
減
、
中
央
政
府
に
準
拠
し
た
職
員
定
員
数
の
削
減
、

公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
の
民
間
委
託
、
地
方
議
会
定
数
の
削
減
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
「
地
方
行
革
」
が
強
力
に
「
指
導
」
さ
れ
た
。

自
治
体
独
自
の
施
策
や
給
与
体
系
を
中
央
の
定
め
た
枠
内
へ
と
統
制
す
る
と
い
う
意
味
で
、
中
央
集
権
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

O
年
代
は
「
地
方
行
革
型
中
央
集
権
」
の
時
期
で
あ
る
。
八
六
年
の
「
今
後
に
お
け
る
行
政
改
革
の
基
本
方
向
」
（
臨
時
行
政
改
革
推
進

審
議
会
）
で
は
社
会
体
育
に
つ
い
て
も
「
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
す
る
と
の

考
え
方
を
踏
ま
え
、
国
の
関
与
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
民
間
委
託
、
二
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
民
間

事
業
の
活
用
等
を
推
進
す
る
」
と
し
た
。
こ
う
し
て
公
共
事
業
と
い
う
名
に
よ
る
産
業
基
盤
整
備
へ
の
浪
費
的
投
資
の
一
方
で
、
あ
る
い

は
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
国
民
の
福
祉
、
生
活
基
盤
の
低
水
準
化
と
地
方
目
治
体
へ
の
責
任
転
嫁
を
も
た
ら
し
た
。

　
中
曾
根
首
相
の
提
起
し
た
「
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
連
絡
会
議
」
（
議
長
、
瀬
戸
山
文
相
）
は
、
公
営
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
一
斉
開
放
や
ス
ポ
ー
ッ
教
室
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
設
定
や
市
民
文
化
祭
な
ど
各
種
事
業
の
開
催
等
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
般
受
け
す
る
選
挙
作
戦
の
一
つ
と
し
て
も
受
け
取
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
活
動
の
多
様
な
場
の
確
保
」
を
言
う
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が
、
こ
の
年
の
関
連
予
算
は
軒
並
み
大
幅
削
減
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
臨
調
行
革
、
地
方
行
革
に
よ
る
福
祉
予
算
や
補
助
金
の
削
減
は
ス
ポ
ー
ッ
予
算
に
も
直
結
し
た
。

　
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
予
算
（
図
表
1
－
3
－
5
、
6
）
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
大
蔵
省
も
八
六
年
度
の
文
部
省
予
算
案
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
れ
ま
で
の
「
ハ
コ
モ
ノ
補
助
金
」
に
対
し
、
原
則
廃
止
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
段
階
で
七
二
年
保
体
審
答
申
の
施
設
充
足
計
画
の
達
成

は
未
だ
四
一
％
水
準
の
現
状
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
民
間
委
託
の
受
け
皿
と
し
て
、
全
国
の
自
治
体
で
は
、
地
方
行
革
に
よ
っ
て
人
件
費
削
減
の
方
策
と
し
て
自
治
体
の
出
掲

金
を
基
金
と
す
る
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
振
興
財
団
」
を
設
置
し
、
形
式
と
し
て
直
営
方
式
を
止
め
た
。
例
え
ば
東
京
都
で

は
、
八
五
年
九
月
議
会
で
「
財
団
法
人
東
京
都
教
育
振
興
財
団
」
を
設
立
し
、
条
例
改
正
を
し
て
東
京
都
体
育
館
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
総
合
運
動
場
、
都
立
多
摩
ス
ポ
ー
ッ
会
館
、
都
立
夢
の
島
総
合
体
育
館
な
ど
の
管
理
運
営
を
委
託
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
的
責
任

が
曖
昧
化
し
、
社
会
教
育
法
に
定
め
た
、
事
業
の
運
営
の
委
託
の
禁
止
ま
で
を
も
犯
し
始
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
多
く
の
反
対
運
動
が
起
き
た
が
、
新
体
連
都
連
盟
の
反
対
理
由
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

　
①
　
公
の
施
設
の
設
置
目
的
に
反
し
、
住
民
負
担
に
拍
車
を
掛
け
る
。
今
回
の
管
理
委
託
は
「
活
力
あ
る
都
政
推
進
本
部
」
の
方
針
、

つ
ま
り
鈴
木
都
政
の
「
マ
イ
タ
ウ
ン
東
京
構
想
」
実
現
の
た
め
の
財
源
確
保
、
経
費
節
減
の
一
環
で
あ
り
、
今
回
の
措
置
は
そ
の
た
め
の

公
費
負
担
の
削
減
を
原
因
と
し
て
い
る
。

　
②
都
立
体
育
施
設
は
教
育
機
関
で
あ
り
、
そ
の
管
理
委
託
は
法
制
的
に
も
疑
義
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
東
京
都
は
上
記
案
を
遂
行
し
た
。
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（
1
）
　
赤
旗
、
一
九
八
三
年
三
月
一
九
日
。
『
暮
ら
し
と
政
治
』
一
九
八
三
年
一
〇
月
号
、
星
野
昌
敬
論
文
。
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（
2
）

（
3
）

（
4
）

進
藤
兵
「
地
方
分
権
『
改
革
』
と
自
治
体
運
動
」
『
日
本
社
会
の
対
抗
と
構
想
』
渡
辺
治
・
後
藤
道
夫
編
、

赤
旗
、
一
九
八
三
年
六
月
一
八
日
。

朝
日
新
聞
、
一
九
八
五
年
｝
O
月
｝
O
日
。

大
月
書
店
、
一
九
九
七
年
。

　
2
、
地
域
で
の
動
向

　
さ
て
こ
の
時
期
、
国
民
全
般
の
生
活
意
識
で
は
、
図
表
1
－
1
－
2
の
労
働
時
間
に
見
た
よ
う
に
、
表
面
上
は
ほ
ぼ
二
二
〇
時
間
を
横

這
い
の
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
計
算
に
入
れ
な
い
数
値
で
あ
る
。
そ
の
状
態
で
少
し
安
定
し
た
。
そ
し
て
図
表
1
－

1
－
3
の
生
活
の
力
点
に
見
た
よ
う
に
、
「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」
が
八
三
年
に
こ
れ
ま
で
の
「
住
生
活
」
を
抜
い
て
一
番
に
躍
り
出
て
、

そ
の
後
九
〇
年
の
三
七
％
ま
で
一
気
に
上
昇
し
た
。
そ
し
て
図
表
1
－
1
－
4
の
よ
う
に
、
家
計
に
占
め
る
ス
ポ
ー
ッ
支
出
も
八
O
年
の
年

間
約
三
万
五
千
円
か
ら
九
〇
年
の
六
万
四
千
円
と
約
二
倍
弱
に
進
展
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
ま
り
伸
び
な
か
っ
た
中
で
、
民
間
ス
ポ
ー
ツ
業
者
の
施
策
が
相
対
的
に
伸
び
て
き
た
。
国
民
の

ス
ポ
ー
ツ
参
加
も
一
定
増
加
し
た
。

　
八
三
年
以
降
の
自
治
体
行
革
を
前
後
し
て
、
目
治
体
業
務
の
民
間
や
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
委
託
を
推
進
し
た
。
特
に
、
業
者
の
営
利
の

対
象
と
な
り
う
る
大
き
な
自
治
体
の
業
務
が
ま
ず
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
東
京
の
区
役
所
に
、
公
社
化
や
財
団
が
忙
し
く
推
進

さ
れ
始
め
た
。
と
っ
か
か
り
は
八
一
年
の
江
戸
川
区
「
区
民
施
設
公
社
」
（
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
の
一
本
化
）
、
八
二
年

（
江
東
区
財
団
法
人
地
域
振
興
会
）
、
八
八
年
（
中
野
区
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
」
、
北
区
「
文
化
振
興
財
団
」
、
荒
川
区
「
地
域
振
興
公

社
」
）
、
八
六
年
（
世
田
谷
美
術
振
興
財
団
、
同
様
に
渋
谷
、
目
黒
、
品
川
区
）
等
で
あ
る
。

　
東
京
荒
川
区
の
旧
小
学
校
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
の
中
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
（
温
水
プ
ー
ル
）
を
区
が
買
い
上
げ
、
こ
れ
を
民
間
ス
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ポ
ー
ッ
企
業
に
賃
貸
し
た
。
そ
れ
を
会
員
制
と
し
て
営
業
し
た
が
、
こ
こ
で
は
個
人
の
入
会
金
二
〇
万
円
、
保
証
金
四
〇
万
円
の
会
員
制

　
　
で
、
こ
れ
で
は
本
来
区
の
公
共
施
設
で
あ
り
な
が
ら
区
民
一
般
が
利
用
で
き
な
い
と
の
苦
情
が
出
た
。
こ
れ
は
受
益
者
負
担
主
義
の
典
型

　
　
　
　
（
1
）

　
　
で
あ
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
国
の
臨
調
行
革
、
地
方
行
革
の
推
進
に
よ
っ
て
既
述
の
よ
う
に
政
府
の
補
助
金
は
大
き
く
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
地
域

の
　
住
民
と
直
接
に
接
す
る
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
そ
れ
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
高
ま
る
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
押
さ
れ
な
が
ら
、

（
　
　
・抗

　
自
治
体
で
は
一
定
の
施
策
を
採
っ
た
。
図
表
1
－
3
－
1
3
（
訂
正
一
図
表
1
－
3
－
1
3
の
グ
ラ
フ
の
内
、
消
費
的
支
出
と
資
本
的
支
出
と
は
文

対紛
　
字
の
入
れ
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
）
に
見
る
よ
う
に
、
全
国
自
治
体
の
体
育
予
算
の
八
○
年
代
は
中
頃
に
多
少
の
緩
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、

義主
　
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
、
八
O
年
の
総
額
約
三
〇
〇
〇
億
円
弱
か
ら
九
〇
年
の
約
六
〇
〇
〇
億
円
余
と
二
倍
に
増
加
し
た
。
事
業
費
で
あ

費踊
　
る
消
費
的
支
出
は
八
0
年
代
半
ば
に
は
一
時
減
少
し
た
が
、
再
び
上
昇
し
た
。
そ
し
て
土
地
、
施
設
費
（
資
本
的
支
出
）
は
債
務
償
還
費

人個
　
の
上
昇
傾
向
と
並
行
し
て
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
補
助
が
減
少
す
る
中
で
も
、
自
治
体
が
独
自
事
業
と
し
て
、
多
額
の
債
務
を
抱
え

コ義
　
な
が
ら
住
民
の
要
求
に
対
応
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

主曲
　
　
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
図
表
1
－
3
－
2
、
3
、
4
に
見
た
よ
う
に
、
八
O
年
代
に
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
担
当
部
局
を
設
置
し
た
自
治

新
と
　
体
数
は
、
七
〇
年
代
の
約
二
七
〇
か
ら
八
O
年
代
に
は
約
三
一
五
と
増
え
、
全
体
の
三
二
・
四
％
が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
四
八
・

性餓
　
四
％
の
市
町
村
で
設
置
さ
れ
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
職
員
数
は
七
九
年
の
二
三
〇
〇
人
か
ら
八
六
年
に
は
一
二
五
〇
〇
人
と
増
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

利
　
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
の
市
区
町
村
立
公
共
社
会
体
育
施
設
の
職
員
状
況
は
一
施
設
当
た
り
O
・
三
人
と
い
う
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
ス

権
物
　
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
設
置
市
区
町
村
数
は
七
〇
年
代
に
三
七
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
八
O
年
代
は
四
六
〇
と
急
増
し
た
。
ま
た
、
自
治
体

　ポ
　
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」
の
整
備
開
始
年
度
で
は
そ
れ
を
持
つ
全
四
三
七
自
治
体
の
内
、
八
○
年
代
が
二
三
三
で
、
全
体
の
五
三
・

ス　
　
三
％
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
全
省
庁
、
そ
し
て
そ
の
一
環
で
あ
る
文
部
省
の
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
が
八
七
年
を
谷
底
に
し
て
大
き
く
減

少
し
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
分
は
地
方
自
治
体
が
肩
代
わ
り
を
し
た
。
先
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政
機
構
の
伸
展
を
見
た
が
、
施
設
建
設
に
お
い

て
も
図
表
1
－
3
－
1
2
に
見
る
よ
う
に
地
方
自
治
体
で
は
八
O
年
代
前
半
は
漸
増
で
、
八
五
年
辺
り
の
か
ら
の
後
半
は
バ
ブ
ル
経
済
の
影
響

で
地
方
財
政
も
多
少
潤
い
、
九
〇
年
に
は
八
O
年
の
約
二
倍
の
五
四
四
二
億
円
に
拡
大
し
た
。
し
か
も
社
会
教
育
費
総
額
に
占
め
る
体
育

施
設
費
の
割
合
は
七
〇
年
の
二
五
・
八
％
か
ら
八
O
年
の
二
八
・
六
％
へ
、
そ
し
て
八
六
年
の
三
〇
二
二
％
と
つ
い
に
三
〇
％
を
越
え
、

社
会
教
育
費
の
中
で
は
最
も
多
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
因
み
に
次
い
で
多
い
の
が
「
そ
の
他
の
社
会
教
育
施
設
費
（
市
民
会
館
、
文
化

会
館
等
）
」
の
一
五
％
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
い
か
に
社
会
体
育
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
か
分
か
る
。

（（21
））

赤
旗
、
一
九
八
九
年
六
月
一
七
日
。

岩
上
安
孝
「
社
会
体
育
行
政
担
当
職
員
の
現
状
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、

一
九
八
八
年
一
月
特
大
号
。
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五
、
日
本
体
育
協
会
（
日
体
協
）

　
1
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題

　
「
三
I
l
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
J
O
C
は
1
0
C
に
直
結
す
る
日
本
の
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
で
は
日
体
協
の
｝
機
構
と
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
五
月
二
四
日
の
」
O
C
臨
時
総
会
で
は
、
事
前
の
日
体
協
理
事
会
で
の
不
参
加
決
議
に
拘
束
さ
れ
た
。
独
立
機

関
と
し
て
の
」
O
C
を
主
張
し
、
日
体
協
理
事
会
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
と
の
発
言
も
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
そ
う
し
た
意
見
は
無
視
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
八
O
年
代
を
通
し
て
、
J
O
C
の
日
体
協
か
ら
の
独
立
の
要
求
は
底
流
と
し
て
存
在
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
議



スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

論
の
経
過
の
中
で
、
日
体
協
の
政
府
へ
の
従
属
性
も
改
め
て
露
見
し
た
。

　
当
初
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
派
遣
費
二
億
五
百
万
円
の
内
、
国
庫
補
助
金
六
千
万
円
、
自
転
車
振
興
会
九
千
六
百
万
円
を
補
助
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
最
終
段
階
で
は
、
毎
年
の
日
体
協
へ
の
国
庫
補
助
金
の
カ
ッ
ト
ま
で
ち
ら
つ
か
せ
て
圧
力
を
掛
け
た
。
因
み
に
図

表
1
－
4
－
2
に
見
た
よ
う
に
、
日
体
協
の
収
入
に
占
め
る
国
庫
補
助
金
と
公
営
競
技
補
助
金
の
割
合
は
五
〇
～
六
〇
％
で
あ
り
、
こ
の
両

者
か
ら
の
補
助
金
ス
ト
ッ
プ
は
日
体
協
の
死
活
問
題
で
あ
り
、
こ
の
筋
か
ら
の
圧
力
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
体
協
の
補
助
金
依

存
体
質
は
、
日
体
協
幹
部
の
み
な
ら
ず
、
各
競
技
団
体
の
ト
ッ
プ
に
は
財
界
や
自
民
党
の
代
議
士
を
頂
き
、
そ
し
て
「
国
策
の
一
部
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
且
）

当
」
し
て
い
る
と
す
る
日
体
協
専
務
理
事
の
政
府
へ
の
従
属
的
な
発
言
へ
と
連
な
る
。

（
1
）
　
「
特
集
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
問
題
の
核
心
」
『
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ば
』
新
日
本
体
育
連
盟
、
一
九
八
O
年
六
月
号
。

　
2
、
J
O
C
の
独
立

　
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
も
政
府
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
決
定
し
た
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
カ
ー
タ
ー
政
権
の
呼
び
か
け
に

同
盟
国
と
し
て
い
ち
早
く
対
応
し
、
国
内
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
B
O
C
）
、
競
技
団
体
に
あ
ら
ゆ
る
圧
力
を
掛
け
た
。
筆
者
は
当

時
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
中
で
そ
の
経
過
の
一
部
始
終
を
観
察
し
た
が
、
そ
れ
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
、
連
日
テ
レ
ビ
、
新
聞
の
主
要
記
事
だ
っ

た
。
日
本
と
同
じ
よ
う
に
B
O
C
の
派
遣
費
カ
ッ
ト
も
示
さ
れ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
競
技
団
体
は
、
ソ
連
の
侵
攻
を
非
難
し
つ
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
参
加
し
た
。
そ
こ
に
は
陰
の
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
（
労
働
党
の
デ
ニ
ス
・
ハ
ウ
エ
ル
）
ら
の
活
発
な
動
き
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
体
育
協
会
と
J
O
C
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。
補
助
金
依
存
体
質
を
持
つ
中
で
、
そ
し
て
J
O
C
が
日
体
協
の
一
機
構
で

あ
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
た
め
、
J
O
C
の
独
立
も
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
J
O
C
独
立
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
八
六
年
の
第
一
〇
回
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
で
、
日
本
は
中
国
に
次
い
で
韓
国
に
も

抜
か
れ
た
「
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
「
体
協
は
何
を
し
て
い
る
」
と
政
財
界
か
ら
突
き
上
げ
を
食
ら
っ
た
こ
と
、
八
七
年
四
月
の

臨
教
審
第
三
次
答
申
の
中
で
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
が
強
調
さ
れ
、
八
八
年
七
月
の
文
部
省
体
育
局
の
機
構
再
編
で
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ

課
」
が
誕
生
し
た
こ
と
、
そ
し
て
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
で
の
惨
敗
を
受
け
て
、
清
川
正
二
J
O
C
委
員
の
発
言
に
端
を
発
し
た
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
は
選
手
養
成
の
責
任
が
日
体
協
に
あ
る
の
か
J
O
C
に
あ
る
の
か
が
曖
昧
で
あ
り
、
相
互
の
役
割
の
区
分
け
、
互
い
に
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
明
確
化
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
独
立
問
題
は
実
は
モ
ス
ク
ワ
五
輪
不
参
加
の
総
括
抜
き
に
語
れ
ぬ
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、
事
実
上
は
う

や
む
や
に
さ
れ
た
。
清
川
は
八
○
年
当
時
J
O
C
理
事
で
あ
る
と
同
時
に
1
0
C
副
会
長
の
立
場
に
も
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
五
輪
の
開
催
を

推
進
し
、
日
本
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
も
率
先
し
て
反
対
し
た
立
場
で
あ
り
、
J
O
C
の
独
立
性
を
強
く
望
ん
で
い
た
人
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
八
八
年
｝
二
月
一
四
日
、
日
体
協
理
事
会
は
」
O
C
独
立
に
「
原
則
賛
成
」
し
、
八
九
年
八
月
七
日
に
J
O
C
が
体
協
の
一
委

員
会
か
ら
独
立
し
て
、
堤
義
明
会
長
の
下
に
発
足
し
た
。
J
O
C
の
仕
事
と
し
て
、
ま
ず
は
選
手
強
化
と
財
源
確
保
が
二
本
柱
と
な
っ
た
。

J
O
C
は
九
一
年
四
月
よ
り
法
人
化
し
て
独
立
し
た
。

　
し
か
し
、
堤
会
長
は
一
年
も
し
な
い
九
〇
年
五
月
九
日
に
辞
任
し
た
。
表
向
き
の
理
由
は
経
済
人
と
会
長
と
の
両
輪
が
難
し
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
実
質
は
、
「
長
野
冬
季
五
輪
コ
ー
ス
の
環
境
破
壊
問
題
で
は
、
上
意
下
達
の
弊
害
か
ら
コ
ー
ス
変
更
の
決
断
が
遅
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ま
た
堤
氏
自
身
の
経
営
す
る
企
業
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
堤
氏
の
辞
意
表
明
の
理
由
と
見
ら
れ
て
い
る
」
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

内
海
和
雄
「
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
（
2
）
」
『
人
文
科
学
研
究
3
4
』

日
本
経
済
新
聞
、
一
九
八
八
年
一
一
月
三
日
。

赤
旗
、
一
九
八
八
年
二
月
一
八
日
。

一
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
九
七
年
三
月
。



（
4
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
九
〇
年
五
月
一
一
日
、
社
説
「
出
直
し
の
J
O
C
の
進
む
べ
き
道
」
。

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
3
、
日
体
協
の
組
織
と
事
業

　
（
1
）
　
組
　
織

　
一
九
八
三
年
六
月
、
中
曾
根
内
閣
の
臨
調
の
ス
ポ
ー
ツ
版
で
あ
る
「
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
」
の
閣
議
決
定
は
、
「
全
国
的
、
地
方
的
民
間
公
益
法
人
の
整
備
」
を
そ
の
中
核
に
置
い
た
。
こ
う
し
た
影
響
は
す
ぐ
に
地
域
体
協
の

法
人
化
と
な
っ
て
表
れ
た
。
例
え
ば
、
八
三
年
一
〇
月
一
〇
日
現
在
、
東
京
都
で
も
港
区
、
板
橋
区
、
大
田
区
、
世
田
谷
区
等
、
一
〇
区

で
法
人
化
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
意
図
は
、
①
自
主
独
立
の
公
的
な
人
格
を
も
ち
、
区
民
の
信
頼
が
高
ま
る
、
②
公
共
体
育
施
設

の
管
理
運
営
を
一
任
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
等
で
あ
る
。
が
、
法
人
化
の
設
立
基
金
の
多
く
を
公
費
支
出
（
出
絹
金
）
に
依
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
そ
の
法
的
根
拠
の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
か
つ
て
、
五
九
年
の
社
会
教
育
法
の
改
正
時
、
組
織
へ
の
補
助
金
は
憲

法
違
反
で
あ
る
が
、
事
業
へ
の
補
助
金
は
可
能
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
八
六
年
秋
の
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
で
は
、
中
国
に
続
き
韓
国
に
も
負
け
て
「
ソ
ウ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
を
政
財
界
に
引
き
起
こ
し
、

厳
し
い
注
文
が
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
文
部
省
は
次
の
二
つ
の
施
策
を
行
っ
た
。
｝
つ
は
社
会
体
育
指
導
者
の
資
格
付
与
制
度
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
た
ち
に
国
家
認
定
の
「
鑑
札
」
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
日
体
協
も
商
業
ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
導
者
へ
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

格
付
与
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
第
二
は
、
中
学
生
の
条
件
付
き
国
体
参
加
で
あ
り
、
競
技
力
の
向
上
を
ね
ら
っ
た
も
の

で
あ
る
。
八
八
年
国
体
か
ら
、
先
五
年
間
を
試
行
と
し
た
。
種
目
は
陸
上
競
技
、
水
泳
、
体
操
、
フ
ィ
ギ
ャ
ー
の
四
種
目
で
、
予
選
は
既

存
の
大
会
で
行
う
。

　
そ
の
後
の
八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
金
メ
ダ
ル
四
個
で
「
惨
敗
」
を
喫
し
た
が
、
「
惨
敗
五
輪
の
コ
ー
チ
会
談
」
で
は
反
省

65
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も
そ
こ
そ
こ
に
、
「
も
っ
と
豊
富
に
国
庫
補
助
金
が
使
え
れ
ば
、
思
い
切
っ
た
強
化
も
で
き
る
の
に
」
と
、
専
任
コ
ー
チ
制
な
ど
論
議
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

外
国
並
の
㎜
億
円
の
費
用
が
欲
し
い
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
専
任
コ
ー
チ
と
い
っ
て
も
、
国
庫
補
助
金
は
現
場
で
の
自
由
な
流
用
が
出

来
な
い
上
、
補
助
金
を
受
け
る
競
技
団
体
は
補
助
額
の
半
分
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
仕
事
を
辞
め
て
コ
ー
チ
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
資
金
不
足
を
抜
け
出
せ
な
い
厳
し
さ
を
の
ぞ
か
せ
た
。
そ
し
て
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
反

省
か
ら
、
」
O
C
を
独
立
さ
せ
て
、
競
技
力
の
向
上
を
専
門
に
推
進
す
る
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
J
O
C
の
抜
け
た
後
、
新
し
い
日
体
協
（
青
木
半
治
会
長
）
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
主
テ
ー
マ
と
な
っ
た
が
、
寄
付
行
為

改
正
（
J
O
C
法
人
化
に
伴
う
部
分
改
正
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
）
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
異
論
の
多
か
っ
た
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団

体
」
の
加
盟
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
J
O
C
が
事
実
上
抜
け
た
後
、
日
体
協
の
実
体
が
な
く
な
り
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
新
体
制
人
事
は
財
務
委
員
会
委
員
長
に
斉
藤
英
四
郎
経
団
連
会
長
、
学
識
経
験
評
議
委
員
に
日
本
卓
球
協
会
の

会
長
石
原
俊
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
佐
治
敬
三
社
長
ら
、
相
変
わ
ら
ず
の
財
界
の
大
物
依
存
で
あ
る
。
ま
た
国
会
を
揺
る
が
せ
た
リ
ク
ル
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

汚
職
問
題
で
は
、
汚
染
議
員
に
自
民
党
議
員
で
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
幹
部
が
ず
ら
り
と
指
摘
さ
れ
た
。

66

　
（
2
）
国
体
（
国
民
体
育
大
会
）

　
国
体
問
題
は
七
〇
年
代
の
問
題
を
八
O
年
代
も
引
き
継
い
だ
。
特
に
八
八
年
か
ら
の
京
都
で
の
国
体
二
巡
目
以
降
か
ら
の
あ
り
方
が
大

き
な
焦
点
と
な
っ
た
。
日
体
協
の
国
体
委
員
会
で
は
、

　
①
参
加
選
手
の
門
戸
を
広
げ
る
た
め
に
成
年
二
部
を
新
設
す
る
。
し
か
し
出
場
は
［
回
限
り
。

　
②
総
合
成
績
の
採
点
方
式
を
簡
素
化
す
る
。

③
　
一
五
歳
未
満
で
も
優
秀
な
選
手
に
限
り
、
少
年
の
部
に
参
加
で
き
る
。



スポーッの権利・公共性と新自由主義；個人的消費主義との対抗（2）

　
④
大
学
生
の
出
場
拠
点
を
出
身
高
校
と
現
住
所
に
限
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
案
を
提
起
し
た
。

　
国
体
が
国
民
か
ら
遊
離
し
て
い
る
割
に
は
国
や
目
治
体
か
ら
の
多
額
の
補
助
金
を
使
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
か
ら
、
よ
り
広
い
国
民

各
層
を
対
象
と
す
る
国
体
改
革
が
目
玉
だ
っ
た
が
、
地
方
体
協
や
競
技
団
体
の
反
対
が
多
く
、
実
施
を
決
め
て
い
る
の
は
三
八
競
技
団
体

中
わ
ず
か
一
二
で
、
そ
れ
も
ご
く
一
部
の
種
目
に
限
ら
れ
る
と
い
う
、
骨
抜
き
の
案
と
な
っ
た
。

　
国
体
委
員
会
は
開
閉
式
の
簡
素
化
、
総
合
成
績
の
採
点
方
法
見
直
し
な
ど
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
て
検
討
し
た
が
採

点
方
法
改
革
は
ご
破
算
で
従
来
通
り
と
な
っ
た
（
八
五
年
六
月
二
二
日
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
ま
た
、
参
加
資
格
に
つ
い
て
、
国
体
参
加
は
ア
マ
に
限
る
と
限
定
し
た
。
こ
れ
は
「
ス
ポ
ー
ッ
憲
章
」
（
八
六
年
五
月
七
日
発
効
）
制

定
に
伴
っ
て
ア
マ
と
プ
ロ
の
境
界
が
曖
昧
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
国
体
参
加
資
格
」
が
問
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
学
生
の
参
加
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

競
技
力
向
上
策
の
一
環
と
し
て
、
文
部
大
臣
、
日
体
協
も
中
学
生
の
国
体
参
加
を
発
言
し
始
め
た
。

　
沖
縄
国
体
で
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
押
し
つ
け
が
深
刻
化
し
、
読
谷
村
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
で
は
「
日
の
丸
」
焼
却
事
件
が
発
生
し

た
。
し
か
し
八
七
年
暮
れ
の
段
階
で
、
国
体
開
催
基
準
要
項
細
則
に
「
国
旗
掲
揚
」
の
義
務
づ
け
を
秘
密
裏
に
規
定
し
て
い
た
こ
と
も
判

明
し
、
国
体
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
と
し
て
改
め
て
問
わ
れ
た
。
と
も
あ
れ
、
二
巡
目
に
入
っ
た
京
都
国
体
も
ロ
ス
五
輪
方
式
に
習
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
民
活
」
路
線
が
導
入
さ
れ
、
い
っ
そ
う
肥
大
化
し
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
点
を
抱
え
る
国
体
に
対
し
、
総
務
庁
は
、
過
去
一
〇
年
の
開
催
県
対
象
に
行
政
観
察
を
行
う
と
八
八
年
六
月
三
〇
日
に

発
表
し
た
。
か
つ
て
八
六
年
「
か
い
じ
国
体
」
（
山
梨
県
）
を
対
象
に
計
画
さ
れ
た
が
、
地
元
選
出
の
金
丸
副
総
理
（
当
時
）
の
反
対
な

ど
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
。

　
総
務
庁
の
監
察
報
告
は
九
〇
年
四
月
二
四
日
に
出
さ
れ
た
が
、
二
巡
目
に
入
っ
た
国
体
に
関
し
て
文
部
省
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
改
善
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（
8
）

勧
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
共
催
者
で
あ
る
日
体
協
も
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
①
国
体
の
開
催
に
関
わ
る
基
本
的
な
共
通
ル
ー
ル
を
定
め
る
。

　
②
施
設
基
準
を
始
め
基
本
的
な
共
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
運
用
の
適
正
化
を
図
る
。

　
③
　
国
体
の
開
閉
会
の
集
団
演
技
へ
の
児
童
・
生
徒
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
各
学
校
に
お
け
る
集
団
演

　
　
技
の
た
め
の
練
習
に
関
わ
る
指
導
を
国
が
定
め
る
教
育
課
程
の
基
準
の
範
囲
内
で
適
切
に
行
う
よ
う
指
導
す
る
。

　
④
　
国
体
開
催
に
際
し
て
の
教
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
人
事
計
画
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
一
層
配
慮
す
る
。

　
こ
れ
ら
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
か
は
九
〇
年
代
で
検
討
す
る
。

68

　
（
3
）
　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
一
九
八
二
年
に
は
二
〇
周
年
を
迎
え
（
六
二
年
発
足
）
、
四
三
種
目
、
約
二
万
四
千
団
、
登
録
者
八
八
万
人
と
な

っ
て
い
る
が
、
中
学
生
以
上
が
激
減
し
て
い
た
。
そ
れ
は
中
学
校
の
部
活
動
に
入
っ
て
、
中
体
連
の
全
国
大
会
を
目
指
す
子
ど
も
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

か
ら
で
あ
り
、
ま
た
学
校
で
の
部
活
動
を
通
し
て
の
管
理
化
が
進
行
し
て
い
た
。
こ
こ
に
日
本
の
一
貫
指
導
制
の
難
し
さ
が
あ
る
。

　
日
体
協
は
八
四
年
一
一
月
二
〇
日
に
選
手
の
長
期
一
貫
強
化
策
の
推
進
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
体
育
依
存
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク

ラ
ブ
ヘ
の
重
点
移
行
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
他
の
施
設
の
充
実
な
ど
を
含
め
た
『
ス
ポ
ー
ッ
2
1
世
紀
の
飛
躍
』
（
長
期

強
化
総
合
計
画
）
を
発
表
し
た
。

　
J
O
C
独
立
後
の
日
体
協
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
「
国
民
ス
ポ
ー
ッ
振
興
五
力
年
計
画
委
員
会
」
が
八
八
年
一
一
月
一
〇
日
に
初
会
合

を
開
い
た
。
こ
れ
は
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
書
（
八
八
年
三
月
）
に
、
競
技
力
向
上
と
国

民
ス
ポ
ー
ツ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
五
力
年
計
画
を
立
て
て
実
行
す
べ
き
だ
と
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。



スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
と
も
あ
れ
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
中
心
と
し
て
来
た
日
体
協
に
と
っ
て
、
七
〇
年
代
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
押
さ
れ
、
そ
し

て
政
府
か
ら
の
圧
力
の
下
に
「
嫌
々
」
作
っ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
は
、
そ
の
前
提
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
も
思
う
よ
う
に
進

展
せ
ぬ
ま
ま
、
九
〇
年
代
を
迎
え
た
。

　
と
こ
ろ
で
地
域
体
協
も
、
日
体
協
と
同
様
な
体
質
を
抱
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
批
判
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
七
八
年
の
長
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

県
の
調
査
を
基
礎
に
し
て
神
文
雄
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

　
「
現
状
と
し
て
教
委
の
機
能
は
、
お
お
よ
そ
国
や
県
を
通
し
て
の
施
策
の
伝
達
機
関
た
る
に
し
か
す
ぎ
ず
、
は
な
は
だ
低
調
で
あ
る
。

体
協
に
い
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
教
委
の
実
行
組
織
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
。
」
よ
り
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
経
済
的
基
盤
が
弱
く
、
ほ

と
ん
ど
が
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
・
委
託
金
で
成
り
立
ち
、
事
務
局
・
職
員
も
多
く
が
教
委
内
に
同
居
し
、
役
員
も
会
長
に
首
長
を
置
き
、

ス
ポ
ー
ッ
貴
族
の
O
B
サ
ロ
ン
化
を
し
て
い
る
、
と
。

　
ま
た
八
O
年
代
の
総
括
の
下
に
次
の
よ
う
な
指
摘
も
あ
る
。
「
わ
が
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
体
育
協
会
を
中
心
に
発
展
し
て
き

て
い
る
が
、
自
主
的
・
自
立
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
、
既
存
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
あ
る
体
協
離
れ
の
傾
向
が
近
年
著
し
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
体
育
協
会
の
体
質
と
し
て
以
前
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
点
が
、
殆
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

（
n
）

れ
る
。
」

　
結
局
、
こ
う
し
た
体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
八
○
年
代
を
通
り
過
ぎ
た
が
、
そ
れ
は
目
治
体
の
「
実
行
組
織
」
と
し
て
の
側
面
が
あ

る
ゆ
え
に
、
目
治
体
か
ら
の
改
革
要
求
が
出
さ
れ
な
い
限
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
実
態
で
も
あ
る
。

（
1
）
　
朝
日
新
聞
、

（
2
）
　
毎
日
新
聞
、

一
九
八
七
年
七
月
九
日
。

一
九
八
八
年
一
一
月
五
日
。
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）庁

行
政
監
察
局
『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
関
す
る
行
政
監
察
－
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
を
中
、
毛
と
し
て

況
対
照
表
）
、

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

赤
旗
、
一
九
八
九
年
五
月
一
日
。

朝
日
新
聞
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
四
日
。

朝
日
新
聞
、
一
九
八
六
年
六
月
二
｝
日
。

赤
旗
、
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
。

朝
日
新
聞
・
夕
、
一
九
八
八
年
五
月
二
六
日
。

総
務
庁
行
政
監
査
局
編
『
ス
ポ
ー
ッ
振
興
対
策
の
現
状
と
問
題
点
－
総
務
庁
の
行
政
観
察
結
果
か
ら
み
て
ー
』
一
九
九
〇
年
六
月
。
総
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
』
（
勧
告
・
回
答
・
そ
の
後
の
改
善
措
置
状

　
　
　
　
一
九
九
二
年
一
月
。

内
侮
和
雄
「
部
活
動
改
革
ー
生
徒
主
体
へ
の
道
1
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
。

神
文
雄
「
市
町
村
体
育
協
会
の
活
性
化
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
二
月
。

厨
義
弘
、
大
谷
善
博
編
著
『
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
創
造
と
展
開
－
福
岡
市
か
ら
の
提
言
　
　
」
大
修
館
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
一
一
八
－
九
頁
。
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4
、
日
体
協
の
財
政

　
一
九
七
五
年
三
月
、
河
野
謙
三
（
参
議
院
議
長
）
が
日
体
協
の
第
九
代
会
長
へ
就
い
た
。
河
野
自
身
学
生
時
代
は
箱
根
駅
伝
の
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
鳴
ら
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
就
任
当
時
、
日
体
協
は
二
億
円
近
い
赤
字
を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
年
、

酒
、
タ
バ
コ
の
値
上
げ
二
法
案
が
参
議
院
の
審
議
に
持
ち
込
ま
れ
る
前
、
当
時
の
大
平
蔵
相
が
参
院
議
長
の
河
野
を
訪
ね
「
値
上
げ
法
案

を
よ
ろ
し
く
」
と
頼
ん
だ
。
河
野
は
「
わ
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
体
協
の
二
億
円
赤
字
も
面
倒
み
て
く
れ
」
と
約
束
さ
せ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
　
（
1
）

が
あ
る
。
そ
し
て
、
体
協
へ
の
補
助
金
は
前
年
の
二
倍
の
五
億
五
千
万
円
に
な
っ
た
。
そ
し
て
七
八
年
に
は
日
本
中
央
競
馬
界
の
馬
主
協

会
連
合
会
に
話
を
付
け
て
毎
年
約
二
億
七
千
万
円
の
補
助
金
を
引
き
出
し
て
き
た
。
ま
さ
に
政
治
力
で
あ
る
。
予
算
の
半
分
以
上
を
国
と
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　　　　　　　　図表2－5－1　日本体育協会の財政（収入）

一◆一国庫補助金

公営競技補助金

繰越金

一X一経常収入

＋負担金・分担金
合言†

　（千円）

7，000，000

6，000．000

5ゆ00ρ00

生00α000

3．0α軌000

20〔臥000

1，000，000

　　　0

出典1『体協時報』より作成．

公
営
三
競
技
（
競
輪
、
競
艇
、
オ
i
ト
レ
ー
ス
）
に
頼
っ
て
い
る
日
体
協
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
っ
て
河
野
は
”
神
様
”
だ
っ
た
。
し
か
し
、
八
O
年
代
に
入
り
、
行
革
の

煽
り
で
、
国
庫
補
助
金
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
不
景
気
で
補
助
金

も
頭
打
ち
の
状
態
が
続
い
た
。

　
八
O
年
の
モ
ス
ク
ワ
五
輪
か
ら
開
始
し
た
「
が
ん
ば
れ
　
ニ
ッ
ポ
ン
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
選
手
派
遣
費
を
企
業
の
協
賛
金
で
賄
お
う
と
始
め
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
は
大
き
く
逸
れ
て
、
日

体
協
自
身
が
商
業
主
義
の
渦
中
へ
大
き
く
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
四

年
の
サ
ラ
エ
ボ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
五
輪
へ
向
け
、
企
業
の
協
賛
を
得
て
、

五
億
円
を
目
標
に
募
金
し
た
が
、
そ
れ
は
「
濡
れ
手
に
粟
の
体
協
」
と
酷
評

　
（
3
）

さ
れ
た
。

　
さ
て
、
日
体
協
の
八
O
年
代
の
財
政
は
図
表
2
－
5
－
1
（
こ
れ
は
図
表

1
－
4
－
1
の
修
正
で
あ
る
。
尚
、
こ
こ
に
掲
げ
た
収
入
項
目
に
は
「
雑
収

入
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
合
計
に
は
そ
れ
を
含
む
。
日
体
協
の
財
政
は
こ

こ
に
掲
げ
た
項
目
以
外
に
も
、
別
枠
の
特
別
会
計
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
除

外
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
七
〇
年
代
ま
で
も
同
じ
。
）
こ
れ
で
見
る
と
、
七
〇

年
代
以
降
右
肩
上
が
り
で
合
計
額
が
上
昇
し
て
き
た
が
、
八
O
年
に
は
約
四

七
億
円
で
あ
る
。
し
か
し
八
O
年
代
は
そ
の
後
停
滞
し
、
五
〇
億
円
を
超
え
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図表2－5－2　日本体育協会の財政（支出）

十国民スポーッ普及審業費
畳一スボーッ少年団串業費

垂一国民体育大会事業費

スボーツ指導者養成事業費

米一スポーッ医科学研究事業費

オリンピソク等選手団派遣費

＋一国際交流事業費

一一 技力向上事業費

一青少年センター運営費

◆一一般会針

贋一合計

　（千円）

乳000．000

α㏄o，㏄0

500α000

生00α000

3，000，000

2，000，000

1，000，000

　　　　　　0

出典；『体協時報1より作成，

た
の
は
バ
ブ
ル
経
済
の
九
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
七
〇

年
代
の
上
昇
と
八
○
年
代
の
停
滞
の
大
き
な
要
因
は
国
庫
補
助
金
の
動
向
と

軌
を
一
に
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
日
体
協
の
財
政
に
お
け
る
国
庫
補
助
金
の

占
め
る
位
置
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
八
八
年
度
国
庫
補
助
金
は
八

七
年
度
よ
り
一
・
七
％
増
の
一
三
億
百
万
円
で
、
六
年
ぶ
り
の
増
額
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
五
輪
不
振
で
日
体
協
へ
の
強
化
費
大
幅
増
と
な
り
九
〇
年
度
に

は
前
年
度
比
三
三
・
二
％
増
の
一
七
億
円
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
も
、

日
体
協
の
コ
ー
チ
会
議
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
先
進
諸
国
に
比
べ
る
と
一
桁

も
低
い
額
で
あ
る
。

　
さ
て
、
図
表
2
－
5
－
2
（
こ
れ
は
図
表
1
－
4
－
3
の
修
正
で
あ
る
）
は
日

体
協
の
支
出
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
　
一
般
会
計
は
順
調
に
伸
び
、
八
O
年
代

後
半
で
停
滞
し
た
。
一
方
、
競
技
力
向
上
事
業
費
は
七
七
年
以
降
急
速
に
上

昇
し
、
八
O
年
に
は
約
一
四
億
円
と
な
っ
た
。
し
か
し
八
三
年
の
約
一
七
億

円
を
頂
点
に
し
て
、
八
六
、
七
年
の
一
二
億
円
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
八
六

年
は
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
で
惨
敗
し
た
年
で
あ
り
、
ま
た
八
八
年
の
ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
同
じ
惨
敗
後
は
再
び
競
技
力
向
上
事
業
へ
の
支
出

が
上
昇
し
始
め
た
が
、
九
一
年
か
ら
は
こ
の
事
業
は
J
O
C
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
日
体
協
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
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ま
で
低
調
で
あ
っ
た
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
費
」
は
八
九
年
度
か
ら
上
昇
す
る
が
こ
れ
は
九
〇
年
代
で
検
討
す
る
。
と
も
あ
れ
、
八

O
年
代
の
補
助
金
の
低
調
化
は
、
国
庫
補
助
を
拡
大
さ
せ
た
各
国
と
の
競
技
力
の
差
を
大
き
く
し
、
日
本
の
相
対
的
な
低
下
を
も
た
ら
し

た
。　

日
体
協
は
こ
れ
ま
で
、
競
技
ス
ポ
ー
ッ
の
向
上
と
国
民
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
の
二
本
柱
を
掲
げ
て
き
た
が
、
実
質
的
に
は
前
者
に
比
重
が

あ
っ
た
。
こ
こ
に
掲
げ
た
日
体
協
の
支
出
項
目
は
国
庫
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
特
別
会
計
と
し

て
数
項
目
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
八
O
年
代
は
冠
大
会
も
多
く
主
催
さ
れ
、
特
に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
種
目
で
は
放
映
権
料
と
い
う
収

入
が
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
き
た
。
と
も
あ
れ
、
「
が
ん
ば
れ
　
ニ
ッ
ポ
ン
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
な
苦
肉
の
策
は
政
府
の
無
策
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

生
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

　
放
映
権
料
を
各
競
技
団
体
の
選
手
強
化
費
に
使
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
先
に
見
た
よ
う
に
、
日
体
協
に
お
け
る
ア

マ
チ
ュ
ア
問
題
の
形
骸
化
を
も
た
ら
し
、
「
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
へ
と
移
行
し
た
背
景
で
あ
る
。

　
陸
上
競
技
連
盟
で
は
以
下
の
よ
う
に
、
選
手
の
プ
ロ
化
へ
の
対
応
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
国
際
陸
上
連
盟
の
動
向
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
カ
ン
。
ハ
ニ
ー
ア
マ
」
が
多
い
日
本
の
ス
ポ
！
ツ
界
で
は
、
欧
米
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
選
手
体
制
に
比
べ
て
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

的
に
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
強
か
っ
た
の
で
、
対
応
と
し
て
は
欧
米
の
後
追
い
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
本
陸
連
の
次
の
素
案
は

八
三
年
九
月
三
〇
日
に
出
さ
れ
た
。

　
①
　
賞
金
を
得
た
選
手
名
の
口
座
を
連
盟
内
に
設
け
て
管
理
し
、
一
〇
％
を
陸
連
が
受
け
取
り
、
九
〇
％
を
選
手
に
支
給
す
る
。

　
②
支
給
方
法
は
選
手
の
所
属
す
る
協
会
、
会
社
、
学
校
な
ど
の
陸
上
部
責
任
者
と
協
議
す
る
。

　
③
選
手
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
競
技
会
出
場
経
費
な
ど
の
必
要
経
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
残
額
は
現
役
引
退
後
に
支
払
わ
れ
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
二
弾
「
が
ん
ば
れ
　
ニ
ッ
ポ
ン
！
」
協
力
金
（
一
口
百
万
円
）
は
所
属
団
体
と
協
議
の
上
、

全
額
選
手
に
還
元
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
対
象
と
な
る
選
手
は
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
ト
ッ
プ
選
手
の
養
成
、
維
持
に
は
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
国
庫
を
は
じ
め
と
す
る
補
助
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
な
い
中
で
、
競
技
団
体
の
内
心
は
諸
外
国
の
よ
う
な
国
庫
補
助
金
を
期
待
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
主
張
し
え
な
い
雰
囲
気
の
中
で
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ポ
ー
ツ
宝
く
じ
な
ど
へ
の
期
待
の
声
も
出
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
「
ア
マ
」
に
加
え
て
「
ノ
ン
プ
・
」
「
プ

ロ
」
を
容
認
し
た
。
こ
れ
は
西
独
・
ブ
レ
ダ
ー
ブ
レ
ー
メ
ン
で
プ
ロ
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
奥
寺
康
彦
選
手
の
帰
国
に
合
わ
せ
て
、

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
プ
ロ
）
」
を
容
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
八
九
年
四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
施
行
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
「
冠
大
会
」
「
協
賛
金
」
「
放
映
権
料
」
「
検
定
料
」
あ
る
い
は

「
入
場
料
」
な
ど
へ
の
課
税
に
お
び
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

朝
日
新
聞
、
｝
九
八
三
年
一
〇
月
一
七
日
。

読
売
新
聞
、
一
九
八
三
年
四
月
六
日
。

朝
日
新
聞
、
一
九
八
三
年
四
月
二
一
日
。

赤
旗
、
一
九
八
六
年
二
月
六
日
。

内
海
和
雄
「
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
。

毎
日
新
聞
、
一
九
八
五
年
二
月
七
日
、
「
火
の
車
、
体
協
『
知
恵
を
！
』
」
。

5
、
ア
マ
チ
ュ
ア
問
題

ア
マ
チ
ュ
ア
問
題
の
本
質
は
経
費
問
題
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
。
世
界
の
大
勢
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
崩
壊
、

プ
ロ
化
、
オ
ー
プ
ン
化
へ
の
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趨
勢
に
あ
っ
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
総
本
山
と
い
わ
れ
る
1
0
C
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
も
既
に
時
代
の
潮
流
に
押
さ

れ
て
一
九
七
四
年
一
〇
月
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
第
七
五
次
総
会
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
中
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
の
語
を
消
去
し
、
代
っ

て
「
参
加
資
格
（
田
笹
σ
三
¢
）
」
を
採
用
し
た
。
「
古
典
的
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
に
未
だ
固
執
す
る
日
体
協
幹
部
（
競
技
団
体
を
除

く
）
と
現
実
と
の
ズ
レ
、
そ
れ
に
よ
る
諸
矛
盾
を
増
大
さ
せ
た
。

　
河
野
謙
三
会
長
が
四
期
目
の
目
玉
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
プ
ロ
が
混
在
し
て
い
る
現
状
を
整
理
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
倫
理

を
確
立
し
た
い
と
、
八
一
年
四
月
八
日
に
「
体
協
ア
マ
問
題
検
討
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
特
に
最
近
の
「
冠
大
会
」
の
急
増
ぶ
り
に

対
す
る
危
機
感
か
ら
で
あ
っ
た
。
冠
大
会
批
判
の
始
ま
り
は
決
算
未
処
理
問
題
な
ど
競
技
団
体
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
代
理
店
間
の
す
っ
き
り

し
な
い
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
体
協
の
「
ア
マ
チ
ュ
ア
委
員
会
」
（
大
西
鉄
之
祐
委
員
長
）
が
八
一
年
三
月
一
九
日
に
各
競
技
団
体
に
対
し
て
出
し

た
冠
大
会
へ
の
目
粛
呼
び
か
け
は
、
競
技
団
体
か
ら
は
一
斉
に
反
発
を
受
け
た
。
過
去
二
年
間
で
四
五
の
冠
大
会
が
あ
り
き
競
技
団
体
も

潤
い
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
も
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
で
き
、
外
国
か
ら
｝
流
選
手
、
チ
ー
ム
を
呼
べ
る
の
も
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
れ

ば
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
体
協
理
事
会
は
そ
の
後
（
八
一
年
九
月
二
日
）
に
冠
大
会
問
題
に
つ
い
て
同
ア
マ
チ
ュ
ア
委

員
会
の
「
ス
ポ
ン
サ
ー
つ
き
競
技
大
会
に
つ
い
て
」
の
次
の
ま
と
め
を
了
承
し
た
。

　
①
国
際
競
技
連
盟
（
I
F
）
が
直
接
主
催
す
る
も
の
を
除
き
、
国
内
で
行
わ
れ
る
競
技
会
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
競

　
　
技
団
体
が
主
導
権
を
持
つ
こ
と
。

　
②
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
と
の
関
係
、
役
割
分
担
や
権
利
、
財
務
及
び
協
賛
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
組
織
と
組
織
の
正
式
な
契
約
書
を
締

　
　
結
す
る
こ
と
。

　
③
組
織
委
員
会
な
ど
を
構
成
し
て
準
備
運
営
に
当
た
る
場
合
で
も
、
競
技
団
体
は
以
上
の
こ
と
が
守
れ
る
よ
う
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。

75
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④
競
技
会
の
名
称
に
つ
い
て
は
各
競
技
団
体
の
良
識
と
目
主
性
に
任
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
だ
が
、
例
え
ば
④
の
よ
う
に
解
釈
が
曖
昧
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ざ
る
法
」
で
あ
り
実
質
上
は
規
制
で
き
な
い
こ

と
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
八
｝
年
九
月
、
1
0
C
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
規
定
を
各
国
際
競
技
団
体
（
I
F
）
の
権
限
に
委
ね
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
は
大
幅
な
規
制
緩
和
を
行
う
方
向
で
あ
り
、
日
体
協
で
も
二
年
後
に
は
先
の
四
つ
の
規
制
を
大
幅
に
改
正
か
廃
止
の
方
向
で
検
討
す

る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
同
年
の
一
二
月
三
日
の
日
体
協
コ
ー
チ
会
議
は
現
場
の
指
導
者
の
声
を
直
接
的
に
示
す
場
と
な
り
、
今
後
の
動
向
を
大
き
く
規

定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
丁
度
こ
の
日
、
国
税
庁
が
打
ち
出
し
た
冠
大
会
な
ど
の
「
興
行
」
競
技
会
収
入
や
検
定
料
、
用
具
公

認
料
な
ど
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
「
稼
ぎ
」
に
対
し
て
も
課
税
す
る
と
の
方
針
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
一
方
、
緊
縮
財
政
に
よ
る

ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
国
庫
補
助
の
大
幅
増
が
期
待
薄
の
情
勢
の
中
で
、
選
手
強
化
の
資
金
捻
出
に
苦
し
む
コ
ー
チ
た
ち
は
、
資
金
確
保
の

手
段
と
し
て
「
冠
大
会
は
多
少
の
問
題
点
を
含
む
も
の
の
、
積
極
的
な
導
入
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ポ

ン
サ
ー
の
付
き
に
く
い
競
技
で
は
、
「
政
府
の
許
可
を
得
て
、
〃
ス
ポ
ー
ツ
宝
く
じ
〃
な
ど
、
よ
り
抜
本
的
な
方
法
を
採
っ
て
欲
し
い
」
と

　
　
　
　
　
（
且
）

の
意
見
も
出
し
た
。
既
に
こ
の
段
階
で
、
本
音
と
し
て
の
公
的
補
助
の
拡
大
と
、
現
実
的
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
ヘ
の
期
待
と
い
う
矛

盾
を
多
く
の
競
技
団
体
が
抱
え
始
め
て
い
た
。

　
八
O
年
代
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ッ
界
は
公
的
補
助
の
少
な
さ
の
陰
で
、
選
手
の
プ
ロ
化
と
同
時
に
、
競
技
団
体
が
企
業
に
大
き
く
依
存
す

る
方
向
性
を
採
っ
て
い
た
。
特
に
、
八
O
年
代
後
半
の
政
府
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
自
ら
の
補
助
金
を
削
減
す
る
一
方
で
企
業
か
ら
の

協
賛
金
へ
の
期
待
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
福
祉
国
家
政
策
と
も
密
接
に
関
連
し
た
。
つ
ま
り
日
本
の
そ
れ
は
大

企
業
を
中
心
の
保
護
の
一
方
で
、
国
の
補
助
を
少
な
く
し
、
一
方
で
企
業
か
ら
の
補
助
に
大
き
く
依
存
さ
せ
る
新
自
由
主
義
的
施
策
に
シ
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フ
ト
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
卓
球
は
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
抗
で
国
内
で
初
め
て
の
賞
金
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
選
手
が
受
領
す
る
こ
と
に
も
道

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
陸
上
競
技
連
盟
（
l
A
A
F
）
は
競
技
者
基
金
の
設
立
に
伴
う
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
、
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
・
マ
ネ
i
（
出
演
料
）
を
認
め
る
と
い
う
現
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
端
を
発
し
た
日
体
協
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
見
直
し
は
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

六
年
五
月
七
日
の
理
事
会
で
六
項
目
か
ら
な
る
「
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
が
決
定
さ
れ
、
ア
マ
・
プ
ロ
の
境
目
が
無
く
な
っ
た
。

こ
の
点
で
、
国
や
自
治
体
の
多
額
の
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
容
認
と
な
れ
ば
従
来
通
り
の
補
助
金
が
妥
当
な
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
八
六
年
の
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
後
、
特
別
強
化
指
定
選
手
制
が
導
入
さ
れ
、

選
手
は
月
額
三
〇
万
円
（
栄
養
費
）
を
直
接
受
領
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
高
度
化
に
お
け
る
公
共
の
援
助
は
日
本
に
お
い

て
も
漸
進
し
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

朝
日
新
聞
、
一
九
八
一
年
一
二
月
四
日
。

毎
日
新
聞
、
一
九
八
六
年
四
月
二
一
日
。

『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
一
九
八
六
年
、
一
七
一
頁
。

毎
日
新
聞
、
一
九
八
六
年
五
月
一
四
日
、
「
社
説
」
。

六
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
i
新
体
連
の
八
O
年
代
i

77

一
九
七
九
年
二
月
の
第
一
二
回
総
会
で
採
択
し
た
新
日
本
体
育
連
盟
「
ス
ポ
ー
ッ
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て
1
協
力
協
同
の
呼
び
か
け
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1
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
権
に
対
す
る
無
視
、
新
体
連
攻
撃
が
激
し
く
な
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
民
主
的
発
展
と
八
O
年
代
の
展
望
を
提

起
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
O
年
代
の
経
済
的
停
滞
、
国
民
消
費
の
落
ち
込
み
、
政
治
的
反
動
化
の
中
で
、
新
体
連
と
し
て
も
七
〇
年
代
の

よ
う
に
は
順
調
に
伸
展
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
し
て
の
活
動
範
囲
は
多
面
的
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
と

の
関
連
を
問
う
局
面
が
多
く
な
り
、
自
治
体
や
国
政
と
の
関
わ
り
で
よ
り
現
実
生
活
と
密
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
局

面
と
格
闘
し
て
い
る
ス
ポ
！
ツ
運
動
の
中
に
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
が
内
包
す
る
諸
課
題
が
顕
現
し
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
総
理
府
調
査
で
も
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
志
向
は
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
組
織
化
す
る

か
が
八
O
年
代
の
国
民
ス
ポ
；
ッ
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
こ
と
を
八
○
年
三
月
一
六
日
の
第
一
三
回
臨
時
総
会
は
確
認
し
た
。
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1
、
新
体
連
に
お
け
る
八
○
年
代
認
識

　
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
め
ぐ
っ
て
文
部
省
が
日
体
協
・
J
O
C
に
掛
け
た
政
治
的
圧
力
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
政
治
的
介

入
を
一
層
増
大
さ
せ
た
。
新
体
連
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
非
難
し
つ
つ
も
、
政
府
に
よ
る
日
体
協
、
J
O
C
へ
の
圧
力
を
批

判
し
た
。

　
ま
た
、
八
O
年
代
中
頃
以
降
の
国
体
他
へ
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
押
し
つ
け
は
、
中
曾
根
政
権
の
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
の
ス

ポ
ー
ッ
版
で
あ
り
、
教
育
課
程
審
議
会
に
よ
る
体
育
科
の
「
格
技
」
を
「
武
道
」
に
改
め
る
答
申
（
八
七
年
）
も
ま
た
そ
の
一
環
で
あ
っ

た
。　

八
O
年
代
中
頃
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
揚
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
急
増
が
あ
る
一
方
で
、
臨
調
行
革
に
よ
る
福
祉
、
教
育
、
社

会
保
障
の
切
り
捨
て
、
大
蔵
省
の
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ
モ
ノ
補
助
金
」
の
原
則
廃
止
で
、
文
部
省
予
算
さ
え
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
公
共
ス

ポ
ー
ツ
施
設
建
設
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
た
。
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中
曾
根
内
閣
の
軍
拡
臨
調
路
線
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
民
主
的
ス
ポ
ー
ツ
運
動
が
獲
得
し
て
き
た
諸
々
の
成
果
を
総
決
算
し
、
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ツ
の
反
動
的
再
編
を
企
図
す
る
動
き
が
強
ま
り
、
政
府
は
大
型
間
接
税
を
計
画
し
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
切
り
捨
て
政
策
は
新
た
な
段
階
を
迎

　
　
　
（
2
）

え
て
い
た
。

　
文
部
省
「
社
会
体
育
指
導
者
資
格
付
与
制
度
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
構
想
」
、
厚
生
省
「
運
動
指
導
員
制
度
」
、
そ
し
て

「
総
合
保
養
地
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
」
は
行
政
「
改
革
」
の
下
で
の
「
民
間
活
力
の
導
入
」
で
あ
り
、
民
間
企
業
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
づ

く
り
の
振
興
を
主
な
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
首
相
の
諮
問
委
員
会
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
懇
談
会
の
報
告
書
」
（
八

八
年
）
、
八
九
年
保
体
審
答
申
「
一
二
世
紀
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
策
に
つ
い
て
」
も
ま
た
、
こ
の
民
間
活
力
の
追
認
で
あ
っ
た
。

　
も
と
も
と
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
き
た
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
都
市
公
園
な
ど
は
最
近
の
地
価
の
狂
騰
の
も
と
で
減
少
す
る
事
態
さ
え
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ま
れ
て
お
り
、
他
方
、
商
業
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
急
速
に
広
が
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
も
金
次
第
」
と
い
う
実
態
が
拡
大
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
進
歩
と
反
動
が
鋭
く
対
決
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
さ
に
歴
史
の
岐
路
に
立
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
と
い
う
八
四
年
の
情
勢
判
断
は
、
九
〇
年
に
も
同
様
で
あ
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
政
府
・
財
界
の
支
配
の
も
と
に
お
く
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
分
野
に
民
主
主
義
を
確
立
す
る
の
か
、
こ
の
二
つ
の
力
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
の
が
今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
状
況
で
あ
る
」
。
こ
れ
ら
が
、

八
○
年
代
の
新
体
連
に
よ
る
情
勢
分
析
で
あ
る
。

（
1
）
　
新
体
連
、

（
2
）
　
新
体
連
、

（
3
）
　
同
前
。

（
4
）
　
新
体
連
、

第
一
五
回
総
会
決
議
、
一
九
八
四
年
三
月
一
八
日
Q

第
一
七
回
全
国
総
会
決
議
、
一
九
八
八
年
二
月
二
一
日
。

第
一
五
回
総
会
決
議
、
一
九
八
四
年
三
月
・
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（
5
）
　
新
体
連
、
第
一
八
回
全
国
総
会
決
議
、
一
九
九
〇
年
三
月
一
｝
日
。

2
、
ス
ポ
ー
ッ
権
の
実
現
と
新
体
連
へ
の
攻
撃

新
体
連
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
権
の
進
展
を
め
ざ
し
て
、

②①③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

以
下
の
よ
う
な
課
題
を
推
進
し
て
き
た
。

で
あ
る
。

体
は
国
策
に
沿
う
べ
き
だ
」
と
、

な
か
っ
た
。

総
決
算
」

　
ま
た
、

に
よ
る
、

体
制
理
論
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。

　
一
方
、
名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
運
動
反
対
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た
「
ト
ロ
プ
ス
」
論
の
よ
う
な
極
論
も
出
た
。
つ
ま
り
、
ト
ロ

プ
ス
と
は
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
を
消
費
行
動
で
あ
る
と
か
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
の
競
争
原
理
は
弱
肉
強
食
の
旦
ハ

ス
ポ
ー
ッ
権
理
念
の
普
及

ス
ポ
ー
ツ
権
の
具
体
的
内
容

　
身
近
な
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
増
設
／
国
と
目
治
体
で
責
任
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
大
量
の
養
成
と
配
置
／
ス
ポ
ー
ツ

　
活
動
の
自
主
性
の
擁
護
／
国
と
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
民
主
化
／
国
立
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
の
設
置
／
ス
ポ
ー
ツ
法
の
制
定

以
上
の
課
題
を
推
進
す
る
広
範
囲
な
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
民
主
団
体
の
協
力
協
同
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
し
か
し
、
現
実
に
は
ス
ポ
ー
ツ
権
否
定
の
動
向
も
後
を
切
ら
な
い
。
例
え
ば
、
日
体
協
幹
部
が
「
国
庫
補
助
を
受
け
て
い
る
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
主
性
の
欠
如
を
さ
ら
け
出
し
た
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
権
の
主
張
は
お
ご
り
だ
」
と
の
言
動
が
後
を
絶
た

　
　
ま
た
、
『
月
刊
武
道
』
が
教
育
勅
語
を
美
化
し
、
軍
人
勅
諭
の
解
説
を
連
載
す
る
な
ど
の
思
想
の
反
動
化
も
、
「
戦
後
政
治
の

　
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
ス
ポ
ー
ッ
権
の
具
体
的
な
基
盤
で
あ
る
福
祉
権
、
文
化
権
に
関
す
る
公
的
保
障
に
つ
い
て
、
「
個
人
の
自
助
。
自
立
」
の
強
調

　
日
本
型
福
祉
社
会
論
に
解
消
さ
せ
よ
う
と
す
る
論
調
、
あ
る
い
は
冠
大
会
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
畦
ビ
ジ
ネ
ス
」
論
が
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現
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
極
端
な
規
定
に
基
づ
く
「
反
ス
ポ
ー
ッ
論
」
で
あ
り
、
9
0
属
を
後
ろ
か
ら
読
ん
で
ト
ロ
プ
ス
と
い
う
。
こ
れ

は
ス
ポ
ー
ツ
の
反
動
的
商
業
主
義
的
な
利
用
へ
の
反
発
を
き
っ
か
け
に
し
な
が
ら
も
、
ス
ポ
ー
ッ
の
本
質
把
握
の
誤
り
ゆ
え
に
、
結
局
は

そ
れ
と
の
戦
い
を
回
避
す
る
理
論
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ッ
の
全
て
を
否
定
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
理
論
上
の
一
つ
の
あ
だ
花
で
あ
る
。
新
体
連
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
論
と
そ
の
疎
外
を
生
む
現
代
の
政
治
経
済
状
況
と
は
明
確
に
分
け
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ッ
の
民
主
主
義
的
な
発
展
を
志
向

し
た
。

　
新
体
連
で
は
第
一
四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
（
一
九
八
二
年
）
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
ス
ポ
ー
ツ
は
平
和
と
と
も
に
」
を
追
加
し
た
。

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
、
世
界
の
平
和
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ

ー
ッ
と
平
和
の
関
係
の
原
理
的
な
関
連
を
指
摘
し
た
。

　
八
八
年
一
一
月
二
一
日
は
ユ
ネ
ス
コ
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
の
一
〇
周
年
記
念
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
世
界
人
権
宣
言
の
ス

ポ
ー
ツ
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
他
団
体
が
何
も
し
な
い
中
で
、
ス
ポ
ー
ッ
権
の
実
現
を
め
ざ
す
新
体
連
は
、
そ
の
二
一

月
一
一
日
に
「
ス
ポ
ー
ツ
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
一
〇
周
年
記
念
を
開
催
し
た
。

　
新
体
連
へ
の
思
想
的
攻
撃
は
七
〇
年
代
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
政
治
的
、
思
想
的
反
動
化
の
増
し
た
八
○
年
代
は
、
七
〇
年

代
と
は
異
な
っ
た
攻
撃
が
発
生
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
八
二
年
、
東
京
北
区
で
の
、
新
体
連
北
区
連
盟
主
催
の
区
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
へ
の

補
助
金
（
一
〇
万
円
）
カ
ッ
ト
問
題
で
あ
る
。
既
に
七
年
前
か
ら
補
助
し
て
き
た
が
、
こ
の
年
、
「
新
体
連
は
政
治
団
体
だ
」
「
ス
ポ
ー
ツ

団
体
な
ら
体
協
に
入
れ
」
等
、
一
部
保
守
政
治
家
が
教
育
委
員
会
に
介
入
し
た
事
件
で
あ
る
。
新
体
連
と
し
て
も
粘
り
強
い
対
区
交
渉
を

重
ね
た
が
、
補
助
金
は
復
活
し
な
か
っ
た
。
八
三
年
度
に
は
地
区
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
の
後
援
名
義
ま
で
外
す
と
い
う
策
動
も
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
跳
ね
返
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
一
方
で
、
新
日
本
体
育
連
盟
の
第
一
五
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
（
八
四
年
一
一
月
）
に
は
神
奈
川
県
（
長
洲
一
二
知
事
）
か
ら
五
　
8



一橋大学研究年報　人文科学研究　39

O
万
円
の
賛
助
金
と
後
援
名
義
が
与
え
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
新
体
連
は
一
進
一
退
を
粘
り
強
く
繰
り
返
し
た
。

（
1
）
　
新
体
連
、

（
2
）
　
新
体
連
、

第
一
三
回
臨
時
総
会
決
議
、

第
一
四
回
全
国
総
会
決
議
、

一
九
八
0
年
三
月
一
六
日
。

一
九
八
一
年
一
二
月
＝
二
日
。

　
3
、
組
織
・
財
政

　
七
〇
年
代
初
頭
の
千
名
足
ら
ず
か
ら
、
八
五
年
の
新
体
連
二
〇
周
年
に
は
、
会
員
は
五
万
人
、
二
九
都
道
府
県
に
二
五
〇
〇
ク
ラ
ブ
に

成
長
し
た
。
第
一
三
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
で
は
一
七
競
技
＋
ス
キ
ー
を
実
施
し
た
。
競
技
会
は
、
日
常
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
で
あ
り
、
祭
典
は
、
競
技
水
準
の
向
上
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
で
生
ま
れ
て
い
る
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

広
く
組
織
す
る
活
動
と
し
て
重
視
し
た
。

　
新
体
連
は
ま
た
、
指
導
者
養
成
へ
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
そ
れ
は
文
部
省
の
指
導
者
資
格
付
与
制
度
も
始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
通

科
目
四
〇
時
間
（
現
代
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
行
政
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
の
組
織
化
と
運
営
、
ス
ポ
ー
ツ
生
理
と
故

障
の
防
止
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
、
ス
ポ
ー
ツ
技
術
と
指
導
の
系
統
性
）
、
専
門
科
目
四
〇
時
間
（
基
礎
的
な
技
術
と
そ
の

指
導
法
（
理
論
と
実
技
）
、
指
導
実
習
）
の
合
計
八
O
時
間
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
八
八
年
の
第
一
七
回
全
国
総
会
で
は
、
近
年
、
運
動
と
組
織
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
直
視
し
て
、
体
勢
を
立
て
直
す
必

要
性
を
訴
え
た
。

82



（
1
）
　
新
体
連
、
第
二
二
回
臨
時
総
会
、
一
九
八
○
年
。

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
4
、
新
体
連
の
ク
ラ
ブ
活
動

　
第
一
四
回
全
国
総
会
（
一
九
八
｝
年
）
で
は
、
新
体
連
と
し
て
、
連
盟
活
動
の
三
つ
の
側
面
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
組
織
運
営
、
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
（
1
）

ツ
の
社
会
的
運
動
」
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
方
針
は
そ
れ
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ
、
深
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
で
は
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
技
術
上
達
の
練
習
方
法
を
は
じ
め
と
す
る
方
針
で
あ
る
。
「
組
織
運
営
」
で
は
ク
ラ
ブ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
の

運
営
、
連
盟
の
運
営
に
つ
い
て
の
課
題
の
整
理
と
克
服
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
運
動
」
（
ス
ポ
ー
ツ
の
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー

ク
）
で
は
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
を
代
表
し
て
自
治
体
や
国
と
の
交
渉
や
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
の
交
流
、
あ
る
い
は
平
和
運
動
、
そ

し
て
消
費
税
導
入
等
の
生
活
を
直
撃
す
る
政
治
課
題
や
、
小
選
挙
区
制
導
入
な
ど
民
主
主
義
を
直
撃
す
る
政
治
活
動
に
も
一
定
の
参
加
を

し
た
。
こ
う
し
た
視
点
で
、
新
体
連
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
運
動
」
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
見
て
み

よ
う
。

　
①
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
揚
に
支
え
ら
れ
て
、
各
地
の
自
治
体
で
は
新
体
連
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

請
願
、
陳
情
等
、
利
用
者
の
要
求
運
動
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ッ
条
件
の
改
善
を
求
め
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
広
が
り
は
、
近
年
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
に
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
新
体
連
で
は
毎
年
、
文
部
省
交
渉
を
行
い
、
多
様
な
ス
ポ

ー
ツ
要
求
を
申
し
入
れ
た
。
八
九
年
六
月
一
六
日
の
申
し
入
れ
は
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と

　
・
ス
ポ
ー
ッ
団
体
の
活
動
に
対
す
る
助
成
を
増
額
し
、
公
正
に
配
分
す
る
こ
と

　
・
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
の
た
め
の
予
算
の
増
額
を
す
る
こ
と

83



一橋大学研究年報　人文科学研究　39

　
・
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
の
民
主
化
を
促
進
す
る
こ
と

　
・
ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
の
大
量
養
成
と
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
予
算
を
増
額
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
最
初
の
二
つ
は
主
に
新
体
連
へ
の
差
別
的
扱
い
を
止
め
さ
せ
、
体
協
他
と
同
等
に
扱
う
こ
と
を
要
求
し
、
後
三

者
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
に
関
わ
る
事
項
で
あ
る
。

　
八
七
年
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
各
省
庁
へ
要
求
交
渉
を
行
っ
た
。

　
文
部
省
へ
一
ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
の
養
成
、
配
置
、
待
遇
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
及
び
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
対
策
、
公
共
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
ツ
施
設
整
備
、
公
共
施
設
の
機
能
の
充
実
と
管
理
運
営
の
改
善
、
全
国
的
な
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
へ
の
助
成
制
度

　
運
輸
省
へ
一
リ
フ
ト
料
金
の
割
引
や
安
全
対
策

　
農
水
省
へ
一
入
山
料
構
想
の
撤
回
、
輸
入
ス
ポ
ー
ッ
用
品
の
円
高
差
益
還
元

　
②
八
五
年
一
二
月
八
日
、
新
体
連
は
第
一
六
回
全
国
総
会
で
、
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
、
体
罰
．
し
ご
き
を
一
掃
す
る
た
め
に
」

を
特
別
決
議
し
た
。
こ
れ
は
特
に
、
学
校
現
場
に
お
け
る
「
体
罰
」
「
い
じ
め
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
「
体
罰
」
で
生
徒

が
死
傷
す
る
事
件
が
相
次
い
で
起
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
多
く
が
運
動
ク
ラ
ブ
や
教
科
体
育
に
関
わ
っ
て
発
生
し
た
こ
と
を
憂
え
て
の

こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
体
罰
」
「
し
ご
き
」
は
指
導
の
名
の
下
で
行
わ
れ
る
暴
力
で
あ
り
、
青
少
年
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
教
育
の

目
的
・
目
標
や
そ
の
指
導
方
法
に
は
反
す
る
と
批
判
し
、
そ
の
一
掃
を
訴
え
た
。

　
③
　
売
上
税
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
国
立
競
技
場
を
使
っ
て
も
、
特
殊
法
人
や
民
間
委
託
施
設
に
も

課
税
す
る
ゆ
え
に
、
新
体
連
で
は
学
習
会
を
数
多
く
開
催
し
、
反
対
署
名
活
動
を
行
っ
た
。
八
九
年
四
月
に
は
「
国
民
の
福
祉
に
反
す

る
」
と
の
意
見
で
消
費
税
反
対
声
明
を
出
し
た
。

　
④
　
葛
飾
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が
独
自
事
業
と
し
て
水
泳
教
室
を
計
画
し
、
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
使
用
（
一
七
ク
ラ
ブ
）
を
追
い
出
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さ
ん
と
し
た
。
利
用
者
団
体
は
署
名
を
集
め
、
区
と
の
交
渉
を
重
ね
計
画
を
変
更
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
、
公
社
化
と
そ
の
独
立
採
算
化
へ

の
動
き
の
中
で
、
独
目
事
業
を
計
画
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
衰
退
、
解
体
な
ど
が
各
地
で
発
生
し
た
。

　
⑤
第
一
八
回
全
国
総
会
（
九
〇
年
三
月
二
日
）
で
は
、
「
い
ま
こ
そ
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
事
を
決
定

し
た
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ッ
界
で
の
ド
ー
ピ
ン
グ
な
ど
が
浸
透
し
、
あ
る
い
は
新
体
連
大
会
で
も
乱
闘
が
生
じ
た
り
、
勝
利
主
義
の
影
響
で

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
る
風
潮
の
中
で
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ッ
の
政
治
介
入
と
商

業
主
義
的
利
用
に
対
し
て
「
ノ
ー
」
を
明
記
し
、
「
軍
事
費
削
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
予
算
を
増
や
せ
」
と
要
求
し
た
。

　
⑥
　
最
後
に
、
海
外
と
の
交
流
も
活
発
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
勤
労
者
体
育
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
（
F
S
G
T
）
第
二
七
回
総
会
へ
参
加
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
権
を
擁
護
す
る
運
動
は
、
そ
れ
を
承
認
し
て
い
な
い
国
や
自
治
体
か
ら
は
政
治
的
、
経
済
的
な
攻
撃
、
差

別
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
新
体
連
の
活
動
を
評
価
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
新
体
連
の
活
動
自
体
が
八
○
年
代
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
巻
く
進
歩
と
反
動
、
公
共
性
と
民
営
化
と
の
対
抗
の
場
と
な
っ
た
。

（
1
）

　
版
、

（
2
）

こ
の
視
点
は
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
的
世
界
の
三
層
構
造
と
し
て
引
き
取
ら
れ
た
。
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出

一
九
八
九
年
。

赤
旗
、
一
九
八
五
年
三
月
一
八
日
。

七
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ッ
」

1
、
テ
レ
ビ
と
ス
ポ
ー
ツ
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｝
九
八
O
年
代
の
テ
レ
ビ
の
契
約
数
は
図
表
1
－
6
－
1
に
見
た
よ
う
に
、
八
○
年
の
約
三
千
万
台
か
ら
九
〇
年
に
は
約
三
千
四
百
万
台

と
伸
び
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
家
に
一
台
か
ら
一
部
屋
に
一
台
の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
八
九
年
か
ら
は
衛
星
契
約
も
始
ま
っ

た
。　

テ
レ
ビ
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
番
組
で
は
、
図
表
1
－
6
－
2
の
よ
う
に
、
八
○
年
の
三
・
二
％
か
ら
八
四
年
の
四
・
四
％
へ
と
急
増
し
た

が
そ
の
後
若
干
減
少
し
た
。

　
こ
れ
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
放
映
権
を
め
ぐ
っ
て
競
技
団
体
は
そ
れ
に
大
き
く
依
存
す
る
構
造
を

作
り
上
げ
た
。

　
2
、
新
聞
（
一
般
紙
、
ス
ポ
ー
ッ
紙
）
発
行
部
数

新
聞
の
発
行
部
数
は
図
表
1
－
6
－
3
の
よ
う
に
、
世
帯
数
は
三
千
五
百
万
か
ら
九
〇
年
の
四
千
万
に
増
加
し
た
。

四
千
万
か
ら
四
千
五
百
万
に
増
加
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
紙
は
、
約
五
百
万
か
ら
六
百
万
に
増
加
し
た
。

そ
し
て
一
般
紙
は
約

86

　
3
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
は
先
の
テ
レ
ビ
で
の
観
戦
が
最
も
多
い
が
、
競
技
場
へ
足
を
運
ん
で
見
る
観
戦
も
ま
た
、
大
き
く
進
展
し
た
。
図
表

1
－
1
－
4
に
見
た
よ
う
に
、
家
計
に
占
め
る
ス
ポ
ー
ツ
支
出
の
う
ち
、
用
品
類
が
八
○
年
代
半
ば
に
や
や
停
滞
し
た
の
と
は
異
な
り
、

「
ス
ポ
ー
ツ
入
場
」
等
の
観
戦
類
は
一
貫
し
て
上
昇
し
た
。
図
表
1
－
6
－
5
は
プ
ロ
野
球
の
観
客
動
員
数
の
推
移
で
あ
る
が
、
セ
リ
ー
グ

と
。
ハ
リ
ー
グ
で
は
七
〇
年
代
は
そ
の
差
は
開
く
一
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
八
○
年
代
の
中
頃
ま
で
、
そ
の
差
は
同
じ
く
開
き
つ
つ
あ
っ
た
。

つ
ま
り
セ
リ
ー
グ
は
八
O
年
の
約
一
千
万
か
ら
九
〇
年
の
約
一
千
二
百
万
に
ほ
ぼ
順
調
に
伸
び
た
が
、
。
ハ
リ
ー
グ
は
八
O
年
の
約
六
百
万



か
ら
八
五
年
の
五
百
万
ま
で
漸
減
し
た
。

も
大
き
く
縮
め
た
。
、

し
か
し
八
六
年
か
ら
増
加
し
、
九
〇
年
の
約
九
百
万
に
急
増
し
た
。
そ
し
て
セ
リ
ー
グ
と
の
差

スポーツの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

ノ＼

　、

八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
論

八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
論
は
、
そ
れ
程
活
発
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

ツ
政
策
を
通
し
て
の
対
抗
で
も
あ
っ
た
。

が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
論
を
め
ぐ
っ
て
の
対
抗
は
、
ス
ポ
i

　
1
、
ス
ポ
ー
ツ
論
と
し
て

　
ま
ず
前
者
と
し
て
、
プ
レ
イ
論
的
ス
ポ
ー
ッ
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
に
依
拠
し
た
ス
ポ
ー
ツ
論

で
あ
り
、
人
間
の
行
動
の
根
本
が
プ
レ
イ
に
起
因
す
る
と
い
う
文
明
論
で
あ
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
は
単
な
る
筋
肉
運
動
で
は
な
く
、
普
遍
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
人
類
文
化
で
あ
り
、
本
質
的
属
性
と
し
て
プ
レ
イ
（
遊
戯
）
の
要
素
を
不
可
欠
と
す
る
競
争
的
・
表
現
的
身
体
活
動
で
あ
る
」
と
す
る
。

こ
れ
は
文
化
の
プ
レ
イ
性
や
プ
レ
イ
論
の
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
妥
当
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
心
理
的
内
面
に
の
み
し
ま
い
込
み
、
プ
レ

イ
の
持
つ
社
会
的
位
置
付
け
を
し
な
い
所
に
、
日
本
の
論
者
の
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
政
策
的
な
問
い
か
け
も
な
く
、

そ
の
脱
政
治
性
ゆ
え
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
有
し
、
八
O
年
代
以
降
の
「
御
用
」
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
目
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

的
活
動
」
等
の
ス
ポ
ー
ッ
論
的
表
現
で
ス
ポ
ー
ツ
を
覆
う
。
こ
れ
は
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
論
の
一
つ
の
傾
向
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
心
理
的
側
面
の
プ
レ
イ
の
み
を
注
目
し
て
、
そ
の
プ
レ
イ
が
存
在
す
る
社
会
、
行
政
を
一
切
捨
象
す
る
、
一
種
の
体
制
内
の
論
理
と
な

り
、
社
会
的
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
分
離
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
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八
八
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
名
古
屋
招
致
関
係
の
中
で
、
反
対
派
の
一
部
に
生
ま
れ
た
の
が
、
「
ト
ロ
プ
ス
論
」
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
商
業
主
義
に
毒
さ
れ
て
い
る
か
ら
反
対
で
あ
る
、
と
い
う
一
定
の
妥
当
性
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
当
初
の
論
拠
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

は
根
本
的
に
競
争
か
ら
成
り
立
ち
、
資
本
主
義
に
組
み
す
る
か
ら
反
対
で
あ
る
。
競
争
の
な
い
ゲ
ー
ム
こ
そ
あ
る
べ
き
姿
、
つ
ま
り
ト
ロ

プ
ス
だ
と
す
る
。
当
時
、
世
界
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
競
争
主
義
に
よ
る
弊
害
、
つ
ま
り
勝
利
至
上
主
義
の
下
で
薬
物
使
用
、
フ
ェ
ア
プ
レ

イ
の
危
機
な
ど
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
そ
の
疎
外
の
指
摘
と
、
対
置
す
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
台
頭
は
一
定
の
妥
当
性
を
有
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
競
争
性
を
資
本
主
義
の
本
性
と
同
列
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
商
業
主
義
、
勝
利
主
義
な
ど
の
弊
害
、
疎
外
の
原
因
を
ス
ポ

ー
ツ
を
取
り
巻
く
体
制
に
置
か
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
論
点
の
ズ
レ
、
問
題
の
悲
劇
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
競

争
一
般
が
打
倒
の
対
象
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
論
理
的
に
は
将
棋
や
碁
ま
で
も
含
め
て
排
斥
の
対
象
と
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
う
し

た
論
理
は
、
国
民
の
高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
要
求
、
そ
れ
に
対
す
る
国
や
自
治
体
の
条
件
整
備
の
義
務
を
も
曖
昧
化
し
、
そ
の
不
十
分
さ
を
免

罪
す
る
論
拠
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
言
う
な
れ
ば
ス
ポ
ー
ッ
論
の
あ
だ
花
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
筆
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
原
始
社
会
で
の
狩
猟
労
働
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
競
技
化
、
プ
レ
イ
化
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
以
降
の
社
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
支
配
階
級
の
文
化
所
有
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
、
支
配
者
た
ち
の
特
権
（
特
別
の

権
利
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
階
級
内
で
の
公
共
的
営
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
ま
で
を
規
定
し
て
い
る
と
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

利
・
公
共
性
」
論
を
展
開
し
た
。

　
2
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
通
し
て

　
七
〇
年
代
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
権
論
、
公
共
性
論
と
八
O
年
代
以
降
の
市
場
化
、
民
営
化
論
と
の
対
抗
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
上
の
対
抗
で
あ

る
が
ス
ポ
ー
ツ
論
と
し
て
も
対
抗
し
た
。
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八
O
年
以
来
、
N
I
R
A
の
行
政
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
位
置
づ
け
は
、
『
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
』
に
見
た
よ
う
に
、
限
り
な
く

「
純
粋
私
有
財
」
に
近
似
値
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
個
人
的
消
費
行
動
で
あ
る
」
と
し
て
、
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
理
論
的
根
拠

は
示
さ
れ
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
個
人
主
義
で
の
対
応
を
迫
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
ヘ
の
逆
走
で
あ
り
、
時
代
の
逆
行

で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
行
政
の
ス
ポ
ー
ッ
論
の
位
置
づ
け
は
、
表
面
上
は
こ
う
し
た
「
理
論
」
を
採
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
行
革
の
中
で
、

容
易
に
受
益
者
負
担
主
義
に
結
合
し
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
は
翌
八
一
年
の
国
土
庁
『
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
政
策
ー
2
1
世
紀
へ
の
選

択
－
』
で
は
「
教
育
、
文
化
、
厚
生
・
福
祉
、
ス
ポ
ー
ッ
等
の
施
設
の
整
備
に
関
わ
る
『
準
公
共
的
事
業
』
の
推
進
に
つ
い
て
、
民
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

部
門
の
活
力
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
、
引
き
取
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
目
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
で
見
た
よ
う
に
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
む
し
ろ
「
純
粋
公
共
財
」
と
し
て
、
使
用
料
無
料
で
振
興

し
て
き
た
実
態
も
多
い
。
八
O
年
代
に
文
部
省
の
社
会
体
育
指
導
者
海
外
派
遣
が
何
度
か
行
わ
れ
、
体
育
局
の
機
関
誌
『
健
康
と
体
力
』

誌
上
で
も
実
情
報
告
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
だ
け
を
と
っ
て
も
八
○
年
代
に
二
四
本
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
、
福

祉
の
充
実
を
う
ら
や
む
も
の
、
公
共
責
任
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
強
調
す
る
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
臨
調
行
革
下
に
あ
っ
て

も
、
ス
ポ
f
ツ
の
公
共
性
、
公
的
責
任
の
「
お
手
本
」
と
し
て
参
加
者
の
多
く
の
思
考
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
総

体
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
公
共
性
の
代
名
詞
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
圧
巻
は
、
人
口
二

八
万
人
の
カ
ー
デ
ィ
フ
市
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
紹
介
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
i
場
（
9
9
面
、
以
降
数
字
は
施
設
数
を
示
す
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ラ
グ
ビ
ー
場
（
4
5
）
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
（
1
2
）
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
（
2
0
）
、
野
球
場
（
4
6
）
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
7
7
）
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
1
5
）
、
ゴ
ル
フ
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
場
（
1
）
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
（
1
）
、
五
対
五
の
サ
ッ
カ
ー
場
（
4
）
、
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
（
3
）
で
あ
る
。
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（
1
）
　
島
崎
仁
「
国
民
ス
ポ
ー
ッ
の
発
展
と
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
三
年
三
月
。
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（
2
）
　
望
月
健
一
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ッ
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年

　
一
〇
月
。

（
3
）
　
内
海
和
雄
「
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
。

（
4
）
　
国
土
庁
計
画
・
調
整
局
「
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
政
策
ー
2
1
世
紀
へ
の
選
択
1
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
｝
九
八
一
年
、
六
頁
。

（
5
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
に
こ
れ
だ
け
の
野
球
場
が
あ
る
と
は
著
者
の
研
究
、
滞
在
経
験
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

　
る
o

（
6
）
　
高
橋
正
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
社
会
体
育
事
情
」
『
健
康
と
体
力
』
文
部
省
体
育
局
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
二
月
号
。

九
、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
と
対
抗

90

　
1
、
ス
ポ
ー
ッ
権
の
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
余
暇
権
、
ス
ポ
ー
ツ
権
と
し
て
問
わ
れ
た
も
の
に
、
海
外
登
山
に
伴
う
長
期
休
暇
願
不
許
可
の
事
件
が
一
つ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。

一
つ
は
一
九
七
七
年
の
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
登
山
と
ネ
。
ハ
ー
ル
で
の
登
山
指
導
に
参
加
し
た
兵
庫
県
宝
塚
市
職
員
の
休
暇
に
対
す
る
市
か
ら

の
懲
戒
処
分
（
休
暇
期
間
は
長
す
ぎ
る
と
の
理
由
）
で
あ
り
、
同
じ
く
同
一
人
が
八
O
年
五
月
か
ら
予
定
し
て
い
た
「
｝
九
八
O
年
兵
庫

県
勤
労
者
山
岳
連
盟
日
印
友
好
シ
ヴ
リ
ン
登
山
隊
」
へ
の
隊
長
と
し
て
の
参
加
予
定
に
対
す
る
休
暇
願
不
許
可
問
題
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
八
O
年
夏
に
予
定
し
て
い
た
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
に
よ
る
「
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
峰
の
登

頂
」
参
加
に
よ
っ
て
、
休
暇
申
請
を
出
し
て
い
た
三
重
県
の
中
学
校
教
師
が
不
許
可
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
後
者
の
場
合
、
紆
余
曲
折
の
上
、
県
山
岳
会
会
長
名
に
よ
る
三
重
県
知
事
へ
の
公
開
質
問
状
の
提
出
、
そ
れ
へ
の
回
答
に
よ
り
結
局
は

期
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
の
参
加
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
前
者
に
お
い
て
は
給
料
月
額
一
〇
分
の
一
、
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三
ヶ
月
間
の
減
額
処
分
と
い
う
懲
戒
処
分
と
な
っ
た
。
当
該
職
員
の
宝
塚
市
公
平
委
員
会
へ
の
処
分
取
り
消
し
提
訴
に
対
し
て
、
同
公
平

委
員
会
は
、
八
三
年
二
月
一
八
日
に
次
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
の
登
山
指
導
活
動
を
「
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
一
応
国
際
親
善
に
も

繋
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
国
民
は
だ
れ
し
も
が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
権
利
を
有
し
、
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
、
充
実
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
権
利
は
憲

法
第
一
三
条
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
国
民
の
権
利
の
一
種
と
一
応
は
い
え
る
」
と
述
べ
て
、
先
の
懲
戒
処
分
を
「
一
〇
分
の
一
、
二

　
　
　
　
　
　
（
2
）

ヶ
月
」
に
修
正
し
た
。

　
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
一
つ
は
余
暇
権
、
ス
ポ
ー
ツ
権
を
目
治
体
が
承
認
す
る
か
ど
う
か
と
言
う
問
題
で
あ
り
、
宝
塚
市

の
公
平
委
員
会
も
、
・
そ
の
処
分
の
修
正
は
し
た
も
の
の
処
分
そ
れ
自
体
は
撤
回
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
限
界
は
あ
り
な
が
ら
も
、
最
終

的
に
は
ス
ポ
ー
ッ
権
の
承
認
を
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
兵
庫
県
は
、
日
本
山
岳
会
加
盟
の
山
岳
会
員
に
は
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

勤
を
認
め
る
が
、
勤
労
者
山
岳
連
盟
山
岳
会
の
会
員
に
は
認
め
な
い
と
言
う
差
別
政
策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
新
体
連
の
自
治
体
で
の

差
別
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
権
を
め
ぐ
っ
て
問
わ
れ
た
裁
判
に
、
東
京
杉
並
第
二
小
学
校
の
P
T
A
軟
式
野
球
部
を
母
胎
に
し
た
「
杉
二
」
チ

ー
ム
の
件
が
あ
る
。
「
杉
二
」
チ
ー
ム
は
、
八
二
年
一
一
月
に
「
ニ
ッ
サ
ン
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
麗
全
国
草
野
球
大
会
」
に
首
都
圏
プ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
二
月
一
〇
日
、
杉
並
区
軟
式
野
球
連
盟
は
「
杉
二
」
に
対
し
、
八
三
年
の
一
年
間
、
一
切

の
大
会
出
場
を
停
止
す
る
旨
の
懲
戒
処
分
を
通
告
し
た
。
次
い
で
、
八
三
年
三
月
、
杉
並
区
教
育
委
員
会
は
「
杉
二
」
に
対
し
、
八
三
年

度
第
三
八
回
都
民
体
育
軟
式
野
球
杉
並
区
予
選
大
会
へ
の
参
加
申
請
を
拒
否
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
事
態
は
裁
判
へ
と
進
展
し
た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ッ
を
す
る
権
利
（
憲
法
第
二
二
条
の
幸
福
追
求
権
と
第
二
五

条
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
す
る
権
利
）
や
、
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
（
地
方
自
治
法
二
四
四
条
他
）
の
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、

91
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ス
ポ
ー
ツ
権
を
真
正
面
に
打
ち
出
し
て
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ
り
、
判
決
が
出
れ
ば
、
日
本
で
初
め
て
の
判
決
に
な
る
と
言
う
こ
と
で
注
目

　
（
4
）

さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
裁
判
は
そ
の
一
年
を
経
過
し
た
た
め
に
、
提
訴
の
現
実
的
な
利
益
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
終
結
し
た
。
ま
た
、
「
杉
二
」

目
体
の
日
常
的
な
行
動
ゆ
え
に
他
の
ク
ラ
ブ
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
事
が
で
き
ず
、
結
局
こ
の
裁
判
は
う
や
む
や
の
内
に
終
了
し
た
。
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
権
」
を
正
面
に
据
え
た
裁
判
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
権
の
高
揚
に
支
え
ら
れ
て
発
生
し
た
行
為
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、
先
述
の
よ
う
に
東
京
北
区
で
は
一
九
七
五
年
以
来
、
新
体
連
北
区
連
盟
が
全
区
民
向
け
に
行
う
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
に
補
助
金
（
八

二
年
度
は
一
〇
万
円
）
を
給
付
し
て
き
た
が
、
八
三
年
度
は
「
検
討
中
」
を
理
由
に
保
留
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
議
会
で
保
守
系
議
員
か
ら
、

「
新
体
連
は
政
治
活
動
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
区
が
補
助
を
す
る
の
は
問
題
と
い
う
議
員
の
発
言
が
あ
り
、
区
と
し
て
も
そ
れ
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
態
度
を
と
っ
た
。
ま
た
「
新
行
政
の
統
制
下
に
入
ら
な
い
う
ち
は
補
助
金
を
見
送
れ
」
と
、
北
区
体
育
協
会
へ
の

加
入
を
強
要
す
る
発
言
も
出
て
き
た
。
こ
れ
は
、
七
〇
年
代
に
見
た
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
成
長
し
つ
つ
あ
る
新
日
本
体
育
連

盟
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
地
域
体
協
が
行
政
に
圧
力
を
掛
け
て
、
そ
の
補
助
金
を
カ
ッ
ト
さ
せ
る
と
い
う
、
明
ら
か
な
思
想
攻
撃
、
行
政

的
統
制
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
権
の
保
障
を
全
面
に
出
し
て
運
動
す
る
団
体
へ
の
抑
圧
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
権
の
否
定
と
し
て
も
規
定
で
き

よ
う
。
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（
5
）

　
2
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
の
指
標

　
と
こ
ろ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
権
論
の
研
究
は
既
に
七
〇
年
代
の
総
括
で
示
し
た
よ
う
に
、

論
文
を
最
後
に
、
そ
の
理
論
的
活
動
は
低
下
し
た
。
七
二
年
の
永
井
憲
一
論
文
以
来
、

八
一
年
の
松
元
忠
士
、
大
川
睦
夫
の
法
学
か
ら
の

ち
ょ
う
ど
一
〇
年
間
の
活
動
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
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既
述
の
よ
う
に
、
政
治
経
済
・
社
会
的
な
動
向
と
密
接
に
関
連
し
、
国
民
の
諸
権
利
の
抑
圧
の
強
ま
り
と
共
に
、
八
O
年
代
に
は
沈
静
化

し
た
。

　
し
か
し
、
八
九
年
に
拙
著
『
ス
ポ
ー
ッ
の
権
利
・
公
共
性
と
主
体
形
成
』
が
出
さ
れ
、
既
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
公
共
性
の
議
論
と
ス

ポ
ー
ツ
権
を
発
展
的
に
結
合
し
、
新
た
な
概
念
と
し
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
」
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権

利
・
公
共
性
の
指
標
と
阻
害
に
つ
い
て
、
八
O
年
代
の
実
態
が
分
析
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
ス
ポ
ー
ツ
権
理
念
の
承
認

　
こ
こ
で
は
、
先
の
宝
塚
市
公
平
委
員
会
の
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
の
運
動
と
理
論
が
一
定
程
度
定
着

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
か
ど
う
か
が
、
国
や
目
治
体
の
み
な
ら
ず
、
国
民
、
地
域
住
民
の
思
想
と
し
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

ユ
ネ
ス
コ
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
（
一
九
七
八
年
）
を
国
に
も
承
認
さ
せ
る
運
動
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
関
し
て
、
既
に
全
国
の
自
治
体
で
始
ま
っ
て
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」
の
中
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
実

際
に
ス
ポ
ー
ツ
権
を
明
記
し
た
宣
言
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
目
治
体
が
県
や
国
に
「
遠
慮
」
し
た
、
あ
る
い
は
「
風
当
た
り
」
「
反

動
」
を
警
戒
し
た
側
面
も
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、
中
央
政
府
か
ら
の
行
革
的
抑
圧
の
中
に
あ
っ
て
も
八
O
年

代
も
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
積
極
的
に
対
応
し
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

　
（
2
）
　
労
働
・
余
暇
権
の
保
障

　
こ
れ
は
、
先
の
よ
う
な
登
山
で
の
余
暇
権
、
ス
ポ
ー
ッ
権
が
典
型
的
に
問
わ
れ
た
が
、
八
○
年
代
の
日
本
の
労
働
時
間
は
、
表
面
上
は

図
表
1
－
1
－
2
に
見
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
二
一
一
〇
時
問
程
度
で
推
移
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
多
く
の
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
が
進
行
し
た

時
期
で
も
あ
り
、
国
民
の
余
暇
観
は
未
だ
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
こ
で
の
リ
ゾ
ー

ト
計
画
は
、
国
民
の
長
期
休
暇
を
前
提
と
し
た
計
画
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
当
時
の
休
暇
の
実
態
と
の
乖
離
を
指
摘
す
る
声
も
あ
り
、
バ
ブ
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ル
経
済
崩
壊
以
前
か
ら
、
そ
の
経
営
不
振
は
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
民
の
余
暇
を
実
質
的
に
保
障
す
る
こ
と
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
（
3
）
　
ス
ポ
ー
ツ
条
件
の
整
備
・
保
障

　
第
三
の
指
標
は
ス
ポ
ー
ツ
条
件
の
整
備
・
保
障
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
く
見
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
高
度
化
と
大
衆
化
で
の
内
容
に
分
け
ら

れ
る
。
高
度
化
も
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
に
お
け
る
開
発
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、
そ
れ
は
大
衆
化
の
大
き
な
基
盤
を
形
成
す
る
。
従
っ

て
、
高
度
化
の
た
め
の
選
手
養
成
、
指
導
者
養
成
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
保
障
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
八
六
年
ア
ジ

ア
大
会
と
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
惨
敗
後
、
政
府
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
の
向
上
に
意
見
を
呈
し
始
め
た
。
そ
の

中
で
、
先
進
諸
国
に
習
っ
て
、
公
共
に
よ
る
援
助
を
求
め
る
声
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
高
度
化
に
お
け
る
公
共
性
の
芽
生
え

で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
大
衆
化
の
点
で
は
「
政
策
立
案
へ
の
参
加
」
「
施
設
建
設
・
運
営
」
「
補
助
」
「
指
導
者
問
題
」
「
研
究
・
情
報
の
提
供
」
な
ど
の

点
で
、
条
件
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
で
言
え
ば
、
八
O
年
代
に
入
っ
て
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料
金
の
値
上
げ
や
管
理
運
営
の
民
間
委
託
問
題
な
ど
は
、

行
政
の
後
退
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
と
し
て
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ッ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
、
一
四
〇
頁
。

「
赤
旗
』
一
九
八
三
年
二
月
二
〇
日
。

勤
労
者
山
岳
連
盟
「
山
と
仲
間
』
一
九
八
一
年
一
月
号
。

内
海
和
雄
「
『
杉
二
野
球
裁
判
』
の
学
習
」
『
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
課
題
－
現
代
日
本
の
探
求
の
道
1
』
伊
藤
高
弘
編
、

星
林
社
、
一
九
八
三



　
年
一
二
月
。

（
5
）
　
（
1
）
の
第
五
章

「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
の
指
標
と
阻
害
」
参
照
。

一
〇
、
八
O
年
代
の
概
要

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）

　
八
O
年
代
は
新
自
由
主
義
が
先
鋭
化
し
、
福
祉
政
策
を
抑
圧
し
た
ゆ
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
ス
ポ
ー
ツ
思
想
、
ス
ポ
ー

ツ
運
動
の
対
抗
も
先
鋭
化
し
た
。

　
先
ず
、
政
治
経
済
的
動
向
と
し
て
福
祉
国
家
の
「
危
機
」
へ
の
対
処
と
し
て
新
目
由
主
義
の
政
治
・
経
済
・
思
想
が
大
き
く
進
展
し
た
。

こ
の
背
後
に
、
先
進
諸
国
の
多
国
籍
企
業
化
と
そ
の
擁
護
の
各
種
の
規
制
緩
和
、
市
場
化
が
あ
る
。
行
政
改
革
、
自
治
体
行
革
を
伴
っ
た
。

日
本
で
は
八
O
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
ま
で
バ
ブ
ル
経
済
と
な
っ
た
。

　
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
契
機
と
し
て
、
七
〇
年
代
の
福
祉
主
義
を
大
き
く
修
正
し
、
徐
々
に
こ
れ
ま
で
の
企
業
社
会
的
保
護
主
義
自

体
の
再
編
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
西
欧
の
よ
う
な
社
会
民
主
主
義
型
福
祉
国
家
を
経
ず
し
て
保
守
主
義
型
か
ら
目
由
主
義
型
へ
と
移

行
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
日
本
特
有
の
三
世
代
家
庭
の
構
造
や
当
時
多
か
っ
た
専
業
主
婦
へ
の
家
庭
内
福
祉
を
目
指
し
、
公
共
責

任
を
曖
昧
化
し
た
日
本
型
福
祉
社
会
論
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
福
祉
は
大
き
く
停
滞
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
言
え
ば
、
七
〇
年
代
を
ス
ポ
ー
ッ
権
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
の
台
頭
と
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
主
管
省
庁
で

あ
る
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ッ
予
算
が
八
二
年
を
頂
点
に
そ
の
後
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
し
て
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
の
施
設
設
置

基
準
も
事
実
上
反
故
に
さ
れ
た
状
態
で
、
｝
方
、
文
部
省
と
し
て
の
新
た
な
施
策
の
展
望
を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
、
八
O
年
代
が
ス
ポ
ー

ツ
政
策
空
白
の
ま
ま
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
六
年
ア
ジ
ア
大
会
（
ソ
ウ
ル
）
、
八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
惨
敗
、
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そ
し
て
両
大
会
に
お
け
る
韓
国
へ
の
大
き
な
敗
北
は
政
財
界
の
中
に
「
ソ
ウ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
を
生
み
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
国
際
競
技

力
の
向
上
ヘ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
力
と
イ
コ
ー
ル
化
さ
せ
、
中
曾
根
内
閣
の
国
家
主
義
的
傾
向
の
一
つ
の
政
策
に
組
み
込

ま
れ
た
。
し
か
し
、
国
庫
補
助
の
少
な
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
そ
の
分
を
バ
ブ
ル
に
浮
か
れ
る
企
業
か
ら
の
献
金
を
目
当
て
に
し
た
。
こ

れ
は
未
だ
企
業
社
会
下
で
の
保
護
策
と
し
て
の
側
面
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
日
本
の
競
技
力
育
成
を
主
要
に
支
え
た
企
業
の
特
殊
日
本

的
な
役
割
は
未
だ
不
動
で
あ
っ
た
。

　
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
N
I
R
A
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
経
営
の
「
純
粋
私
有
財
」
へ
の
近
似
値
と
し
て
の
位
置
付
け
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
誘
導
が
そ
の
後
の
国
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
大
き
く
決
定
付
け
た
。
八
O
年
代
を
通
し
て
、
自
治
体
の
多
く
は
、
国
か
ら
の
押

し
つ
け
を
受
け
な
が
ら
も
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
を
推
進
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
行
政

組
織
も
そ
れ
ま
で
以
上
に
確
立
さ
れ
、
さ
ら
に
、
国
の
要
求
す
る
地
方
行
革
で
の
市
場
化
、
民
営
化
あ
る
い
は
減
量
経
営
が
単
純
に
進
行

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
｝
方
、
新
体
連
の
ス
ポ
ー
ッ
権
擁
護
の
運
動
や
八
O
年
代
前
半
の
文
部
省
社
会
体
育
指
導
者
海
外
派
遣
に
よ
る
、
西
欧
の
ス
ポ
ー
ツ
政

策
、
国
民
ス
ポ
ー
ッ
状
況
の
視
察
と
雑
誌
『
健
康
と
体
力
』
等
で
の
掲
載
は
、
公
共
政
策
、
福
祉
政
策
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
へ
の
一

般
論
形
成
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
当
時
の
西
欧
の
分
析
は
福
祉
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ッ
と
そ
の
先
進
性
を
強
調
す
る
も
の
が
多
い
。

こ
う
し
て
、
市
場
化
、
受
益
者
負
担
主
義
の
推
進
と
住
民
に
直
結
す
る
地
方
自
治
体
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
は
大
き
な
ズ
レ
が
生
じ
、
後

者
で
は
地
域
住
民
の
要
求
に
直
面
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
徐
々
に
福
祉
主
義
を
旦
ハ
体
化
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
要
求
は
、
健
康
維
持
、
文
化
要
求
と
し
て
も
高
揚
し
、
経
済
的
視
点
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
に

も
、
文
化
的
に
も
重
要
な
位
置
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
論
は
体
制
化
し
た
「
プ
レ
イ
論
」
や
、
極
端
な
競
争
否
定
の
「
ト
ロ
プ
ス
論
」
な
ど
も
生
じ
た
が
、
基
礎
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的
な
作
業
か
ら
興
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
」
論
も
提
起
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
矛
盾
が
、
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ッ
に
引
き
継
が
れ
た
。

スポーッの権利・公共性と新自由主義＝個人的消費主義との対抗（2）
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